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　ギョームは祈りを捧ささげていた。

　天井の高いゴシック様式の礼拝堂の中である。色彩豊かなステンドグラスの高窓にもかかわらずどんよりと薄暗いのは、暗灰色の雲が街を覆っているからだろう。

「ずいぶんと物憂げな顔ですね」

　女の声に、ギョームは祈りを止めて顔を上げた。丈の短い藍色の上衣コタルデイをまとった彼に話しかけてきたのは、黒い修道服に身を包んだ女だった。美しい澄んだ声色である。まだ若い娘だろう。フードに隠れて、顔つきまでは分からない。

　ギョームは眉をひそめた。多くの場合、修道女は女子修道院に閉じこもり、世俗との交わりを完全に絶っている。貞潔を神に誓う彼女たちは、極力、男との接触を避ける。あえてギョームに話しかけてきたのは、なぜだろう。

「楽しい気分には、なれないさ。三年前、一四三一年五月のあの日以来、ずっと」

　祈き禱とう書を置いて、ギョームは答えた。多かれ少なかれ、ルーアンの住人の多くがギョームと同じ気持ちを共有しているはずだ。心ならずもあの事件に関わったギョームならばなおさらのことだ。

　若くして才能を認められ、教皇公認の法廷宣誓公証人にしてルーアンのノートルダム教会参事会員、そしてルーアン異端裁判所筆頭書記官という地位を得たギョームだ。将来の地位は約束されている。それなのに、あのおぞましい事件が、彼の心に、重く暗い影を落としていた。

「話して下さい。あなたが何に悩んでいるのかを」

　慈愛に満ちた口調で、修道女は促した。ギョームはためらった。

　あの日のことを誰かに語ったことは、一度もない。ギョームだけではない。事件を目撃した誰もが口を固く閉ざし、あえて語ろうとはしない。

　だが、この修道女には、話してみてもよいかもしれない。ギョームは不思議とそんな気分にさせられた。誰にも打ち明けたことのない本心を、初めて出会うこの女性に、思い切って打ち明けてみようか。

　思えば、あの日から一度も、誰からも、事件のことを話すように促されたことはない。だが話すことで、少しは楽になれるかもしれない。そんな風に思ったのだ。

「ずっと悔やんでいるんだ。ある女を救えなかったことを」

　ぽつりと、ギョームは漏らした。一度口を開くと、言葉は自然とついてきた。

「俺は、彼女を救うべきだった。それなのに、できなかった」

　声がかすれた。涙が零れて、女の姿がぼやけて見えた。

「一人の娘を、俺は死に追いやってしまったんだ。何の罪もない、まっすぐな、皆に愛された聖女のような娘を」

「その女というのは……」

　修道女の声の調子が、急に低くなった。被かぶっているフードに手を掛けた。その下で、翡ひ翠すいのような瞳がきらりと光った。

「……こんな顔をしていなかったか？」

　勢いよく、フードを取り払う。金色の髪が、ばさりと舞った。現れた素顔に、ギョームは目を見開いた。

「お……お前は……お前は、まさか……」

　衝撃に身震いをしながら、ギョームはその名を呼び覚ました。




「乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル！」




　鋭く輝く若緑色の瞳。天使のような美しい鼻すじに、決然とした意志を宿した唇。そして純金の粒で編み上げたような、麗しい金の髪。見間違えようもない。まさに彼が救えなかった女だった。彼が死に追いやってしまったはずのオルレアンの英雄、『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』。

　ここにいるはずのない、三年前にこのルーアンの火刑台に消えたはずの女だった。

「そんな!?　なぜ……なぜ生きている!?　お前は、間違いなく死んだはずだ。俺は、間違いなくこの目で見たんだ。ありえない。絶対に、ありえない！」

「そう、わたしは死んだ。あの業火に焼かれて……」

　長い金髪を揺らし、突き刺すような眼まな差ざしで、ジャンヌは言った。

「お前たちのせいだ。お前たちイングランド人の手先が、わたしを滅ぼしたのだ」

「ち、ちが……」

　それは違う。自分にはそんなつもりはなかった。そう言いたかった。だが、彼はジャンヌを救うことはできなかった。自分も彼女の死に加担したと知っているから、その事実が彼を苛さいなむのだ。自らの心に噓うそをつくことはできなかった。

　ジャンヌは両手を天にかざした。

　薄暗い礼拝堂の中が、かっと明るくなった。

　天を裂くように、稲妻がほとばしった。遅れて雷鳴が響き渡った。女の手には、光り輝く雷らい霆ていが握られていた。閃せん光こうが、ギョームの目を焼き焦がす。

　それは光り輝く剣だった。神々しいまでの眩まばゆさを放つその剣は、ジャンヌの両手にしっかりと握られ、こちらに向けられている。

「わたしは蘇よみがえった。復讐ヴインデイクタのために」

　復ふく讐しゆう、という言葉が飛び出したその瞬間、ギョームは心臓が止まるかと思った。復讐？　誰に？　まさか、あの裁判に関わった者を、残らず抹殺するつもりなのか。自分を死に追いやった裁判の関係者を、一人も許さないつもりなのか。

　逃げなければ。本能がそう告げた。尋常ならざる存在が、自分に剝むき出だしの悪意を向けている。このままでは、殺されてしまう。だが、脚がすくんで動かない。

「ギョーム・マンション。ルーアン異端裁判所筆頭書記官。わたしを被告とした異端裁判の一部始終を記録し、わたしを断罪する判決に署名したのは、お前だな？　間違いないな？」

　何か言おうと、口を開く。だが言葉が出てこない。

「間違いないな？」

　剣を構えて、ジャンヌは念を押した。ギョームが無言のまま頷うなずくと、彼女の美しい顔に、魔王のような表情が宿る。

　自分はこれから死ぬのだ。ギョームは悟った。
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　それも仕方のないことなのかもしれない。自分たちは、それだけのことをしたのだ。だが、罪を償う機会もなく、死に臨んで聖体拝領エウカリステイアと臨終の祈りを受けることもできないのか。永遠の苦しみの中、地獄アンフエルを彷徨さまよい続けることになるのか。それはいやだ。

　死にたくない。

　強く、そう思った。どうしてこんなことになったのか。あの裁判に関わったばかりに、ギョームの人生は大きく変わってしまった。関わらなければよかったのか。違う。あの裁判の不正を、自分は正さなければならなかった。それをしなかったばかりに、自分は死のうとしている。目の前のおぞましい女悪魔に、死を突きつけられようとしている。

　ジャンヌの剣が、光の尾を引いて、ギョームの目の前を水平に滑った。ギョームは目を逸そらさなかった。逸らすことができなかった。

　視界が暗転した。

　自分は今、首を刎はねられたのだ。他人ひと事ごとのように、ギョームは認識した。薄れていく意識の中、ギョームは、ジャンヌの瞳にかすかな陰りがあるのを見た。

　刹那ほどもない、死までのわずかな時間に、ギョームはジャンヌの顔を凝視した。彼女の瞳に宿るそれは、涙だった。今まさに復讐をなそうとする悪魔の顔ではなかった。

「すまない……」

　そんな声が、聞こえたような気がした。
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　三年前。

　一四三一年五月三〇日。

　ルーアン。セーヌ川の豊かな流れに臨む、ノルマンディー地方の中心をなす街である。

　街の中央に位置するヴィユ・マルシェ広場には、『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』の処刑を見届けるために数千人の群衆が集っていた。

　フランスは、後世「英仏百年戦争」と称される長い戦乱の最さ中なかである。ルーアンを含むフランス北部は、宿敵イングランドの手中にあった。

　そもそも百年戦争は、フランス・カペー朝の王シャルル四世が男子を残さずに死去してしまったことに端を発する。すぐに傍系であるヴァロワ家のフィリップ六世が即位したが、これにイングランド王エドワード三世が異を唱えた。エドワードの母はシャルル四世の姉である。フィリップよりも自分の方がフランスの王位により近い。そう主張して、エドワードはフランスの王位を得るべく、戦端を開いたのだ。

　それから百年。イングランド軍との戦いにおいて、フランス軍は常に劣勢であった。フランスの国土の多くがイングランド軍の手に落ち、フィリップ六世の玄げん孫そんにあたるフランス王シャルル七世は、国王としての戴冠式を行うことすらできない始末であった。イングランドによるフランス併合は、目前のところにまで来ているかに思われた。

　それを覆したのは、オルレアンに現れた一人の少女だった。

　神の声を聞いたと称し、『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』と名乗り、後世『ジャンヌ・ダルク』の名で呼ばれるその娘は、自ら軍旗エタンダールを振ってフランス軍を勝利に導き、要衝オルレアンを包囲していたイングランド軍を撃退した。その勢いでイングランド支配下にあった諸都市を次々と解放し、シャルル七世は待望の戴冠式を行うことに成功した。ヴァロワ王家のフランス王国は、滅亡寸前のところを踏ふみ止とどまり、イングランド軍に対して攻勢に転じたのである。フランスの歴史上、最も輝かしい瞬間が、そこにはあった。

　だが、ジャンヌの快進撃はそこまでだった。ジャンヌは首都パリ奪還の遠征に失敗し、ついにはコンピエーニュの戦いで敵の捕虜となってしまう。

「ジャンヌは神に遣わされた聖女でも何でもない。誤った信仰により、自分が神に遣わされたのだと思い込んでいるだけだ」

　そう決めつけたいイングランド軍の手によって、ジャンヌはルーアンへと護送され、そこで異端裁判を受ける。三ヶ月余りにおよぶ裁判審理の末、ついにこの日、彼女は異端者として処刑されることとなったのである。

「ルーアンの市民諸君。私はボーヴェー司教ピエール・コーションである」

　尊大な態度で呼びかけたのは、大柄な初老の男であった。きらびやかな長衣をまとい、一見して高位の聖職者であると分かる。百二十名ものイングランド兵を引き連れて、さながら熟練の宿将のようである。

「これより『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』と自称する異端者の処刑を執り行う」

　鷹たかのように鋭く目をぎらつかせるコーションを、ギョームは群衆に交じってじっと見つめていた。

　判決は、先ほどこの広場で下されたばかりである。異端裁判所の書記官として、彼はやむなく、コーションがあらかじめ作成した判決文に署名した。即座にジャンヌはイングランド兵に引き渡され、処刑のための火刑台が準備された。

　裁判に携わった関係者のほとんどは、裁判長ピエール・コーションが判決を下すのを確認して、すぐにその場を立ち去った。むごたらしい処刑のさまを直視することに、抵抗を覚えたのだろう。

　そのような輩やからに、ギョームは強い嫌悪感を覚えた。自分たちが下した判決が何を意味するのか、彼らはまったく分かっていないのだ。罪のない一人の娘に死の裁きを下すということが、どれほど残忍か、彼らは理解しようともしていないのだ。

　ギョームはその場にとどまった。被告であるジャンヌが泣きながら業火に包まれるのを、目を逸らすことなく、見届けようと思った。このおぞましい裁判に関わってしまった人間の、それがせめてもの義務だ。その光景を脳裏に焼き付けて、俺は一生、後悔しながら生きるのだ。

　イングランド兵によって後ろ手に縛られ、膝をついたジャンヌに、コーションは近寄った。舌なめずりをするような顔で、彼は言った。

「異端の娘よ、私を恨むでないぞ。己の穢けがれた振る舞いの数々を悔やむのだ」

　ジャンヌはコーションを睨にらみ返かえし、勇ましい口調で彼を糾弾した。

「どうしてこんなひどいことを!?　わたしが何をしたというのだ。お前は、わたしを騙だましたのだな？　こんなこと……絶対に許されない！」

　毅き然ぜんとしたジャンヌの振る舞いに、ギョームは聖女の姿を見た。捕らわれ、裁かれる身となっても、彼女は常に堂々としていた。それに比べて、コーションとその取り巻きたちの醜悪さはひどいものだ。無力な娘を、寄ってたかって虐げたのだ。

「黙れ！　貴様たち、何をしているか。早く連れて行け」

「おらっ、立て！　早く歩け！」

　イングランド兵が促した。野卑な笑みを浮かべている。どうして笑っていられるのか、ギョームには信じられない。

　十字架を握り締めながら、ジャンヌは立ち上がり、イングランド兵に連れられるまま、よろよろと歩く。火刑台への長い階段を、ゴルゴダの丘に上がるイエスのごとく、一歩ずつ上っていく。

　漆しつ喰くいの火刑台は、異様な禍まが々まがしさで見る者を圧倒している。遠くからでもよく見えるように、わざと高く作らせたのだ。何と悪趣味なことだろう。

　台の上に備えられた巨大な木の杭くいに、ジャンヌは鉄の鎖で拘束された。その間、彼女は神の名を呼び、聖母マリアに祈り、さらに聖ミカエルや聖カトリーヌに嘆願の言葉を呟つぶやいた。薪まきに火がつけられた。油と硫黄と木炭の匂いが漂った。

「ああ、ルーアンよ！　わたしの死で、お前が永遠に苦しむことがないように！」

　ジャンヌのその一言で、群衆はしんと静まり返った。絶望したジャンヌの口から飛び出た、おそらく何気ない一言が、呪じゆ詛その文言となって、ルーアンの市民たちへと降り注いだ。もし、もしジャンヌが本当に聖女であったなら、ルーアンは「神に遣わされた聖女を焼き殺した街」として、永遠に歴史に名を刻むことになるのだ。

　まずはジャンヌの脚に炎がまとわりついた。あまりにむごい光景に、ギョームは息を吞のむ。『オルレアンの英雄』と呼ばれた少女の、泣き叫ぶ声が広間に響き渡った。

「ああ、熱い。こんな、こんなことが……嫌。死にたくない！」

　聖女でもなければ異端者でもない。死に臨んだ少女の、それは絶望の声だった。

「嫌。死ぬのは嫌。ああ、ああ」

　迫りくる死から逃れようと、必死に身体からだを動かすが、むろん彼女を繫つないだ鎖はびくともしない。何もあんなにきつく縛り付けることはないだろうに。

　やがてジャンヌは完全に炎に包まれた。火の粉が儚はかなく舞い、煙が立ち、焦げた匂いが鼻孔を刺激した。沸き起こる嘔おう吐と感に、ギョームは口元を押さえた。

「ふっ。異端者にふさわしい最期よ」

　薄ら笑いの声が聞こえて、ギョームは視線を移した。声の主は、コーションであった。若い娘がもがき苦しむさまを、この男は楽しんでいるのだ。

「狂っている……！」

　一人の少女の死にゆくさまを目の当たりにして、どうして平然としていられるのか。これが本当に、正しい信仰のありさまなのか。

　こんなおぞましい光景は、見ていられない。目を逸らしたくなる衝動と、ギョームは必死で戦い続けた。見たくはない。だが、見ないわけにはいかない。見届けると決めたのは、彼自身なのだ。

　最後の力を振り絞り、ジャンヌは叫んだ。炎の渦に巻かれながら。

「イエス様！　イエス様……！　ああ……」

　主への祈りは、娘の敬けい虔けんさを示すものだった。最期まで、彼女は敬虔なキリスト教徒だったのだ。だが、とうとうその声も聞こえなくなった。ジャンヌは、息絶えたのだ。

　突如として、甲高い男の声が、響き渡った。

「……俺たちはもう破滅だ！　聖女を、聖女を焼き殺してしまった！」

　上等な毛皮の服を着たイングランド人の貴族である。ギョームはその男に見覚えがあった。ジャン・トレサールという名で、イングランド王の顧問を務めていた。早くジャンヌに判決を下して彼女を処刑するよう、コーションにしつこく催促していたはずの男だ。

「いくら何でも……かわいそうじゃないかね」

「まだ若い娘さんだったのに」

「イングランド人は、どうしてこんなひどいことをするんだ!?」

　始めはひっそりと、次第に公然と、群衆から憤りの声が上がった。すすり泣く声が、広場を満たした。ジャンヌに同情しているのは、ギョームだけではない。多くの者が、英雄となった娘への理不尽な運命に強い憤りを示していた。それを、怒ど涛とうのような大喝が搔かき消けした。

「この女は、異端者だったのだぞ！」

　ボーヴェ司教ピエール・コーションである。

「何を嘆く!?　何を悼む!?　この女は、異端者だ。偶像を崇拝し、悪魔に祈き禱とうし、神を冒ぼう瀆とくし、偽りの啓示を信じて教会の法を穢したのだぞ!?　死んで当然の女ではないか！」

　両りよう眼めをぎらつかせて、杖つえを振り回し、コーションは激高した。

「我々は彼女に機会を与えた。悔かい悛しゆんの機会を。それを受け入れたため、我々は一度は彼女を破門の鎖から解き放った。死刑を免じ、永久入にゆう牢ろうの処置に留とどめた。それなのに彼女は、教会の掟おきてに再び背き、『戻り異端』となったのだ」

　唾を撒まき散ちらしながら、コーションは弾劾する。

「何と奴は、我々が禁止したにもかかわらず、男の服を着たのだぞ！」

　異端裁判を通じて、ジャンヌはいくつもの「罪」で告発された。その一つに、「女でありながら男の服を着た」というものがあった。これをコーションは教会の秩序に反する、重大な異端であると決めつけたのだ。

「このままではお前は処刑される。それが嫌なら、罪を認めるしかない」

　そうコーションに迫られて、ジャンヌはいったん「悔悛」し、もう二度と男の服を着ない、と誓った。にもかかわらず、彼女は牢ろうの中で再び男の服を着た。それが「戻り異端」として処刑される決め手となった。

　茶番である。永久入牢の刑に処せられたジャンヌが、どうやって男の服を手に入れたというのか。真相は一つしかない。コーションの命を受けた番兵が、ジャンヌの服を剝はぎ取り、代わりに男の服を彼女の牢へと投げ入れたのだ。まさか裸でいるわけにもいかず、ジャンヌはしぶしぶ男の服を着た。それが恐らくはコーションの罠わなであろうと知りつつも。

　コーションはイングランド軍の命を受けて動いている。イングランド軍を打ち破った乙女ジャンヌが、神の啓示を受けた聖女、神の遣わした聖なる戦士であるなどという証拠を残してはならなかった。何が何でもジャンヌの聖性を否定し、異端と決めつけて処刑するつもりだったのだ。

　そのような事情を、ルーアンの市民たちも薄々勘付いている。だから彼らは、ジャンヌに同情的であった。ジャンヌを街の広場で火刑に処し、見せしめにしてやろうというコーションの意図は、完全に裏目に出たのである。

「くそっ」

　群衆から白い目で見られて、コーションは悪態をついた。

　司教らしからぬ振る舞いだ、とギョームは思った。普段の彼なら、決してこのようなことはしない。さすがのコーションも余裕を失っているようだ。

「こんなはずでは……」

　教会の名の下に、ジャンヌを異端と断定し、処刑した。もはや誰も彼女を聖女とみなす者はいなくなる。ジャンヌの助力によって戴冠を果たしたフランス王シャルル七世の権威も失墜し、イングランド王が正統のフランスの王となる。コーションはその最大の貢献者として、フランス全土に絶大な影響力を振るうことができるだろう。そのような彼の目もく論ろ見みは、失敗に終わったのだ。

「イングランドの犬め」

「血も涙もない冷血漢め」

「そもそも奴は、あの悪名高い『トロワ条約』の起草者だ。当時まだ王太子だったシャルル七世陛下を廃嫡し、お父君シャルル六世陛下の死後はイングランド王にフランスの王位を与えると決めた、あの……」

「そうだ。あの取り決めのせいで、イングランド軍はフランスに侵攻する大義名分を得たんだ。奴のせいで、フランスの国土はめちゃくちゃになったんだ」

　敵意の眼まな差ざしが、突き刺すようにボーヴェー司教へと向けられた。

「黙れ！　黙れ！　処刑はすでに執り行われた！　貴様ら、いつまでここに留まるつもりか！　この物好きな暇人どもが！　さっさと帰れ！」

　自分でかき集めたはずの群衆にそう言って、コーションは彼らを追い払う。狼おおかみに襲われた羊の群れのように、人々はその場を走り去る。わずかな聖職者やイングランド兵だけが広場に残った。ギョームは改めて火刑台に目を向けた。

　ジャンヌの身体は、すでに燃やし尽くされていた。彼女がくくり付けられていた木の杭くいもすべて燃え、そこには骨すらも残っていない。火刑台の上にあるのは、かつてはジャンヌであった真っ黒な灰の塊で、その上で煤すすまみれの十字架だけが天を仰いでいる。生前の彼女の姿を示すものは、もはや何も残されていない。この世から永遠に消滅した。もう、取り返しがつかない。そのはずだった。

「司教！　これを……」

　顔面を蒼そう白はくにしたイングランド兵が、何かを指差した。灰の中で、何か異様なものがうごめいている。

　誰もが恐怖に立ちすくむ中、コーションは無言のままそれに近寄り、素手で灰を取り払う。中から現れたものに、ギョームは顔をしかめた。

　血に塗まみれたそれは、内臓の一部であるように思われた。

「……心臓だ」

　医学の知識のある聖職者が、そう呟いた。信じられないことに、まだ脈打っている。

「ばかな……なぜ、なぜ燃えていない!?　骨まで灰になるほどに焼き尽くしてしまったというのに、なぜ心臓だけが残っている!?」

「まさか、本当に聖女なのか。これは、神の奇き蹟せきなのか」

　思わずそう口に出したのは、ギョームである。神が、彼女を助けようとしているのか。だが心臓だけが残っていても、何ができるというのか。もはや彼女の肉体の大部分は失われ、二度と元には戻らない。

　コーションは彼につかつかと歩み寄り、錫しやく杖じようで彼の胸を打ち据えた。

「黙れ、若造が。本当にジャンヌが神のご加護を受けていたのなら、火刑に処されるよりも前に、神が彼女の身をお救いなされたであろう。そんなことも分からぬのか」

「た、確かに。心臓だけ生きているなど、神というより、悪魔の所業に思えますな」

　そう答えたのはギョームではなく、コーションと親しい聖職者ニコラ・ロワズルールであった。ギョームは打たれた胸を押さえながら、コーションを睨にらみ付つけた。厳かに、コーションは首を振った。

「迷信だ。悪魔にそのような力などあるものか」

　では、目の前で起こっていることはいったい何なのか。神の奇蹟でも悪魔の行いでもないとすれば、なぜ心臓だけが無傷で残っているのか。

　コーションは何も説明しなかった。いや、できなかったのだろう。

「ギョーム・マンション。お前は裁判の途中、何度も私に歯向かってくれたな。私の命令を拒否し、私の示した文書に署名することを拒んだこともあったな」

「俺は、裁判は公平であるべきだと信じているだけだ。裁判長が書記官に圧力をかけるなど、あっていいはずがないだろう」

　ジャンヌが自分に都合の悪い答弁をすると、それを記録に残さないよう、コーションはギョームに命ずることもあった。異例の若さで筆頭書記官に抜ばつ擢てきされたギョームを侮り、自分の権力で彼に言うことを聞かせようとした。始めから処刑ありきで、彼はありとあらゆる卑劣な策てを使い、ジャンヌを陥れたのだ。

「お前が彼女を処刑するためにこれまで何をしてきたか、すべて神が見ているぞ」

　そもそもジャンヌは、実は死刑判決すら受けていない。一連の裁判は、あくまでもジャンヌが異端か否かを判断する宗教裁判にすぎない。「有罪」の判決が下された後は、本来であれば世俗の司法に委ねられ、改めてどのような刑罰がふさわしいかが議論される。だがそれを無視して、コーションは火刑を強行した。

「黙れ。すべては神の御み心こころのままだ」

　苦々しい顔で言って、コーションはギョームに背を向けた。

「灰をすべて集めて、セーヌ川に捨ててしまえ。その、汚らわしい肉塊も一緒にだ！」

　コーションはイングランド兵にそう命じる。豪胆な彼も、さすがに「それ」を直視することは憚はばかられるようである。イングランド兵に処理を任せて、忘れてしまうつもりらしい。

　とにかく、数ヶ月に及ぶ裁判はすべて終了した。被告の処刑という最悪の終わり方であったが。自分はこの日を一生忘れないだろう。いや、時が経たつほどに、この日のことは自分の中で大きくなっていくことだろう。

「ああ、『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』。魂よ、安らかに」

　天を仰ぎ、ギョームは鎮魂の祈りを捧げた。それくらいしか、彼にできることはなかった。帰路に就こうと、踵きびすを返す。そのときだった。




　──わたしの名前を呼ぶのは誰だ？




　声を、聴いたような気がした。ギョームは驚いて振り返った。
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　──何だ、これは。どうして真っ暗なんだ？　何も見えない。何も聞こえない。誰もいない。ここは、どこなんだ？　まさか、わたしは死んだのか……？




　再び、そんな声が聞こえた。だが、死者の霊魂が口を利くはずがない。一人の娘がむごたらしく殺されるのを止められなかったという後ろめたさが、そのような幻聴を聞かせるのだろう。

「やめろ」

　罪の意識に苛さいなまれながら、ギョームは耳を塞いだ。

「俺に何ができたというんだ。俺一人が何をしようと、結果は変わらなかったはずだ。そんなことを、言わないでくれ」
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　……気が付くと、ギョームは礼拝堂の床の上に横になっていた。

「これは……どういうことだ？」

　自分は蘇よみがえったジャンヌに、首を斬られたはずだ。だが、どうやら生きている。

　夢だったのか？　罪の意識が、あのようなおぞましい悪夢を見させたのか？

　そうだ。夢に違いない。死んだはずのジャンヌが生きているなどありえない。

「目覚めたようだな」

　心臓が口から飛び出るかと思った。声をかけてきたのは、修道服姿の、長い金髪の女性──ジャンヌであった。肩にべっとりと血がついている。

　何が起きているのか。夢ではなかったのか。蒼あおざめ、怖おじ気け立ちながら、かろうじて疑問の声を絞り出した。

「俺は、お前に殺されたはず……」

「ああ、殺した」

　ギョームは混乱する。自分は本当に、この娘に殺されたのか？　ではなぜ、今自分は生きている？　この娘は、本当に『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』なのか？

「生き返らせてやったのだ。お前には、生きてわたしの役に立ってもらわなければならないからな」

　死人を生き返らせるなんて、そんな馬鹿な。絶対にありえない話である。だが現に自分は生きている。どういうことなのか。まさか本当に、彼女にそんな能力があるというのか。

「上着は処分させてもらった。血ち塗まみれの服は着ていたくないだろう」

　代わりに、質素な麻布がギョームの肩にかけられている。

「役に立ってもらう、とは？　俺に何をしろと言うんだ？」

「わたしの復讐ヴインデイクタの手伝いをしてもらう。お前の持つ、その能力で」

「俺の……能力？」

　いったい何のことなのか。ギョームは裁判所の一介の書記官にすぎない。

「気付いていないのか？　お前はすでに知っているはずだ。自分の持つ能力を」

「俺に、何か特別な力があるとでも？」

「少なくとも一度、お前はその能力を使っている」

「……何のことだか、分からない。俺は聖者でもなければ魔法使いソルシエでもない」

「……ふふ、まあ、いいだろう。いずれ分かる」

　ジャンヌは笑った。意図が分からないだけに、不気味である。

「で、俺は今から何をすればいい？　復ふく讐しゆうとは？　誰に？　コーションか？」

「……異端裁判所の書記官どのは、冷静なのだな。普通は気が動転して泣き喚わめいたり、口がきけなくなっているぞ？」

　感心したように、ジャンヌは言った。

「別に冷静でも何でもない。あまりにも現実離れしたことが起こって、感覚が麻ま痺ひしているというだけの話さ」

　本心から、ギョームはそう言った。少しでも早く事実を知りたいという気持ちはあるが、それは今のままだと気が狂ってしまいそうだからである。

「お前は復讐がしたいのか？　自分を処刑した者たち、処刑に携わった者たちに報いを受けさせるために、死の淵ふちから蘇ったのか？」

　そう問うと、ジャンヌは静かに頷いた。

「このままでは死にきれない、というわたしの思いが、この世にわたしを繫つなぎ止とめた。今もわたしは、復讐ヴインデイクタの衝動に駆られ続けている。次の相手を早く殺せ、という神の声が聞こえるのだ」

　煌こう々こうと輝く瞳に、ギョームはすくみ上がった。

「それも、ただ殺すだけでは、駄目だ。こともあろうに、神に遣わされた乙女であるわたしを裏切り、死に追いやった連中だ。彼らが自分の愚かさを悔やみ、もがき苦しむさまを見たいのだ」

　一瞬、残忍な殺人鬼の表情が、ジャンヌの清せい楚そな顔に浮かび上がった。彼女に対する恐怖が、そう見せたのかもしれないが。

「本当にお前は、そんなことを望んでいるのか？」

「……わたしというより、神が、そうせよと」

「神が、そんなことを望んでおられるのか？　どうしてそう分かる？」

「わたしが蘇り、復讐ヴインデイクタの衝動に駆られている。なすべきことをなせ、という神の声が聞こえる」

「その事実が、神がそれを望んでおられるという証拠だと？　だが、それが神の声だとする根拠は？」

「……わたしには、分かるのだ」

　いちいち俺に説明する必要はない、ということか。ギョームは肩をすくめた。

「それから、もう一つ。復讐ヴインデイクタをしながら、『裏切り者』を捜したいのだ」

「『裏切り者』？」

「そうだ。殺される前のわたしは、フランスを救うべく、軍を率いて各地でイングランド軍と戦っていた。途中までは連戦連勝だったが、パリ攻めで初めて失敗した」

　イングランド軍に占拠されている首都パリの攻略にジャンヌが失敗したことは、もちろん、ギョームも承知している。ジャンヌの経歴は異端裁判の中で詳細に明らかにされており、その記録を取ったのは彼自身なのである。

「そのパリ攻めのとき、誰かがわたしに噓うそを教えた。それまでは順調だったのに、そのせいでわたしの軍は敗北したのだ。次の戦いも、その次の戦いも、その『裏切り者』に偽りの情報をつかまされて、負けてしまった」

「その『裏切り者』が誰なのかを、知りたいということか」

　その相手には、より恐ろしい復讐がなされるのだろう。

「難しいだろうな。もう何年も経っている。今さら探り当てるのは……」

「だからこそ、お前の能力が必要なのだ」

　なぜよりによって、自分なのか。自分の能力とは、いったい何なのか。

「それに将来、わたしの名誉を回復するにあたって、お前は重要な役割を演じることになりそうだからな」

「……どういう意味なんだ？」

「自分で考えろ」

　大事なことは、何一つ教えてくれないつもりらしい。

「……お前、魔女ソルシエールだな？」

「その通りだが、それがどうした？」

「やっぱりな。俺に、幻覚を見せたんだろう。俺もすっかり騙だまされそうになったが、お前は俺を殺してなんかいない。まして生き返らせるなんて、できるわけがない。そ、そうだよな？　そうだと言ってくれ」

　死んだ人間が生き返るなど、現実的なことではない。鬼気迫る振る舞いにギョームもつい度肝を抜かれたが、今になって考えると、どこか虚勢ではないかと思わせるふしがある。そうだ。きっと、まぼろしに違いない。

「馬鹿を言うな。わたしは幻覚など見せてはいない」

「無理するな。大方、マンドラゴラの根でも仕込んでいるんだろう。魔女ソルシエールは、それを使って善良な人間を幻惑するというからな」

「確かに、マンドラゴラも持っているが……」

「そうか、やっぱり持っているのか、マンドラゴラ。やっぱり、あれは幻覚だったんだな、そうなんだな」

　ジャンヌは呆あきれた顔で、ギョームを睨にらみ付つけた。

「とにかく、お前にはわたしに協力してもらう。否とは言わせない」

「じ、自分を『殺した』人間に協力しろとは……」

「そうか、死にたいか」

　ギョームは、ぶるぶると首を振った。どうしても、ジャンヌは彼を巻き込むつもりらしい。

「わ、分かった。協力しよう。復讐とやらに手を貸すつもりはないが、『裏切り者』を炙あぶり出だすために俺にできることがあるのなら、力になろう」

「本心か？」

　ジャンヌは、疑いの眼まな差ざしを向ける。隙を見て逃げるつもりなのではないか、と考えているのだ。

「俺は真実を知りたい。お前が何者で、何をなそうとしているのか。あの裁判に関わった人間として、俺には見届ける義務がある」

　目の前のジャンヌが、火刑台で死んだあの『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』なのかどうかは、分からない。やはり死んだ人間が生き返るなど、まずありえないことなのだ。だが、数ヶ月にわたる裁判で、彼は生の『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』をずっと見てきた。目の前のジャンヌは、あのジャンヌと瓜うり二ふたつだ。不思議な力が働いていることは、まず間違いがないだろう。

　神に仕える信徒として、裁判に携わる者として、ギョームには真実を見定める必要がある。ジャンヌを死なせてしまったことで、後ろめたい思いもしている。この娘は本物のジャンヌなのか、それとも偽者なのか。彼女の目的は、本当に神の意志なのか、それとも悪魔の行いなのか。見届けなければいけない、と思った。

「俺にとって、あの裁判はまだ終わっていない。神の名の下、すべての事実が明らかになり、罪ある者は裁かれ、救われるべき者は救われなければならない。あの裁判に関わった者としての、それが責務だ」

　その言葉を待っていたとばかりに、ジャンヌは深く頷いた。

「お前がわたしの裁判の一部始終を見届けたように、今度はお前にはわたしの復讐ヴインデイクタと、『裏切り者』を探す旅のすべてを見届けてもらおう。それがお前の贖しよく罪ざいだ。すべてが終わったとき、わたしはお前を赦ゆるすだろう」
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　ロワール渓谷の街道を、馬車はゆっくりと進んでいた。

　ブナやナラ、白しら樺かばの森を抜けると、そこはのどかな初春の田園である。葡ぶ萄どうの木を剪せん定ていしたり、春小麦の種を蒔まいたりと、農民たちは各々の仕事に精を出している。昼寝をしている牛や、草を食はむ羊の群れにもよく出くわす。長い冬を抜けて新しい生命をはぐくんだみずみずしい緑の大地がどこまでも続き、澄んだ空は神の叡えい智ちを讃たたえるかのように青い。今が戦乱の最さ中なかであるとは、信じられないくらいである。

　心温まる光景ではあったが、ギョームの心は少しも休まることがなかった。横に座っているのが、恐るべき復ふく讐しゆう者であったからである。

「のどかで、いい景色だな。そう思わないか、ジャンヌ」

　藍色の上衣コタルデイを揺らしながら、ギョームは隣に座るジャンヌに話しかけた。清楚な黒い修道女の衣服を身にまとったジャンヌは、無言のまま、目も合わせない。

「こんなにいい天気だと、復讐なんて忘れて、のんびりしたくならないか？」

　再度、話しかけると、ジャンヌは一瞬だけ険しい眼差しをギョームに向けた。だが次の瞬間にはまた目を逸そらし、素知らぬ顔である。

「あの、もうちょっと、話をしないか」

「お前と話すことなど何もない」

　そっけない態度である。

　改めて、ギョームはジャンヌの横顔を窺うかがった。綺き麗れいな顔立ちである。ふっくらとした頰ほおや唇は幼さを感じさせるが、若緑色の瞳や整った鼻すじには決然とした意志を感じる。まあ、美人といっていい。およそ復讐などとは無縁の存在に思える。

　ふとギョームは、流行はやり病で亡くなった自分の許嫁いいなずけのことを思い出した。彼にとって幼おさな馴な染じみにあたる少女で、くるくるとよく動きながら家事をする姿がとても可か憐れんだった。彼女を息子の結婚相手にと決めた父母も既に他界しており、ギョームは天涯孤独の身である。

「ジャンヌさん。もうちょっと、ギョームさんとお話ししてあげたら？」

　明るく元気のよい声が御者台から聞こえてきた。

　声の主は、質素なトゥニカに身を包んだ幼い少女である。栗くり色いろのくせ毛の下で爛らん々らんと輝く大きな青い目が、何とも愛くるしい。せいぜい十一、二歳だろう。だが、巧みに馬を操って、御者としての役割を見事に果たしている。

　彼女が何者であるのか、ギョームはよく知らない。ジャンヌからは「戦乱で両親を失った少女を従者にしている」としか聞かされていない。

「危ないぞ。前を向け、オーヴィエット」

　[image: ]られて、ジャンヌの従者──オーヴィエットはぷうっと頰を膨らませた。

「あたしも、ジャンヌさんやギョームさんとお話がしたいのに……」

「よし、俺と話をしよう。ついでに御者も代わってやる」

　ギョームは、御者台へと身を乗り出した。元々、年端もいかない少女に御者を任せていることに後ろめたい気持ちがあったのである。だがオーヴィエットはその申し出を丁重に断った。

「ありがとう。優しいんだね。でも、これはあたしの仕事だから」

　彼女の言わんとするところを、ギョームは理解した。オーヴィエットは、御者の仕事をすることでジャンヌから給金を貰もらっている。働く時間が減ると、それだけ貰えるお金が少なくなってしまうのだ。

「子どもだって、親がいなかったら自分で働いて稼ぐしかないからね」

「オーヴィエットは、いい子だな」

　本当は、そんな世の中はおかしいのだと思う。本来なら、まだまだ親に甘えている年頃だ。

[image: ]

「じゃあ、せめて並んで座ってもいいかな」

　返事を待たず彼女の隣に飛び移ったギョームに、ジャンヌが冷たい視線を投げかける。

「オーヴィエットに余計な質問はするなよ」

　ギョームには、従者の少女からジャンヌの秘密を聞き出したいという下心があったのだが、どうやらそれは見抜かれているようである。

「す、少し世間話をするだけだから」

　ギョームが言い訳すると、ジャンヌは無言のまま、「本当だろうな？」という顔をする。その鋭い目つきにすくみ上がり、ギョームは静かに頷いた。言いつけを守らないと、何をされるか分からない。

「オーヴィエットは、ジャンヌのこと好きか？」

「うん。当たり前じゃない」

　即答だった。青い目をきらきらと輝かせている。

「神さまの声を聞いてフランスを救ったってだけでもすごいのに、死んだことになってる今でも、人知れず悪い人たちと戦っているんだもの。憧れちゃうよ」

　オーヴィエットは、ジャンヌのことをそう聞いているらしい。まあ、間違ってはいない。

「じゃあ、大きくなったらジャンヌみたいになりたいか？」

「うーん。それは、どうかなあ」

　栗色の髪の少女は、小鳥のように首をかしげた。

「女の人が戦うなんて、他に聞いたことがないし、ジャンヌさんの真似まねをしたいとは思わないなあ。それより、ギョームさんがあたしのことお嫁さんにしてよ。あたし、けっこう料理もうまいし、洗濯も裁縫も何でもできるよ」

「それもいいかもな。二人で、畑でも耕して暮らすか」

　オーヴィエットの年齢なら、そろそろ結婚相手を探す時期である。実際に結婚するのはまだ先のことだろうが、早いうちから将来の相手を決めておくのはよくあることだ。

　気軽な冗談のつもりで、お嫁さんになったら何がしたいか、などと話をしていると、ジャンヌがわざとらしく咳せき払ばらいをした。

　どうやら、お気に召さない話題らしい。振り返ると、不機嫌な顔つきでジャンヌが睨にらんでいる。ギョームが自分の従者とすっかり仲良くなっていることが、面白くないのだろうか。身震いをしながら、ギョームはそそくさと客席へと戻った。

　馬車は川沿いの街道を進んでいく。

「何か、見えてきたよ」

　オーヴィエットが指差した。小高い丘の上に、城塞のようなものがうっすらと見える。ジャンヌがそっけなく説明した。

「あれがシノン城。一番手前に見えるのが、ムーラン塔。その隣が、ボワジー塔。その奥に見える主塔ドンジヨンがクドゥレイ塔だ」

「白い城壁と青い屋根の対比が綺麗だな」

　呟つぶやきながら、ギョームはその城の名前に聞き覚えがあることに気付いた。

「わあ。すごいね」

　と、子どもらしく平凡な感想を漏らしたのは、オーヴィエットである。

「ジャンヌさんが王様と初めて対面したお城なんでしょ？」

「そうだ」

　ロワール川とヴィエンニュ川の合流地点に近い要衝に立つこの城は、かつてシャルル王が拠点としていた。かつてフランスを救うべく故郷の村を飛び出したジャンヌは、ここで王と出会ったのである。

「ちょうど今も、王様が滞在しているようだな」

「もしかして……」

　ギョームは呟いた。嫌な予感しかしない。ジャンヌの旅の目的は、復ふく讐しゆうと、『裏切り者』を探すことである。そして、これから向かう先には、国王がいる。そこから導き出される結論は、一つしかなかった。

　ギョームだけに聞こえるよう、声をひそめてジャンヌは言った。

「わたしはこれから、シャルル王を殺しに行く」
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　シノン城は、街を見下ろす高台の上に築かれている。ロワール渓谷周辺でも特に古い、由緒のある城である。十世紀にブロワ伯によって建築が始められたこの城は、その後アンジュー家の所有物となった。その当主アンリがイングランド王ヘンリ二世として即位したことから、イングランド王の居城の一つとなったこともある。今の所有者はフランス王シャルル七世である。王国の都パリを含む国土の北部がイングランド軍に制圧されているため、行政や軍事上の拠点として、欠かせない役割を担っている。

　長めのテーブルがいくつも並んだ広間に、給仕の女たちが食事を運び込んでいた。南フランスの行幸を終えたシャルル王とその一行をもてなすため、これから宴会が行われるのだ。

　テーブルにもたれかかった中年の男が、虚うつろな瞳で居並ぶ者たちを見回していた。ただれた赤い鼻、くたびれてだらしなく垂れ下がった頰には、地位ある者の威厳などまるでない。縁が大きく反り返った天鵞絨ビロードの円えん錐すい形けいの帽子を被かぶっているのは、髪の薄い頭を隠すためだ。質素な茶褐色の胴衣の上に、白しろ貂てんの毛皮で裏打ちした青いマントを羽織っている。マントの肩にはヴァロワ王家の紋章図形である百合ゆりの花の刺し繡しゆうが入っており、あちこちに金銀による装飾が施されていた。それでも事情を知らない者は、まさかこの覇気に乏しい男がフランスの王であるとは思わないであろう。

　だが、この男こそが、フランス国王シャルル七世その人であった。

　歴史的な事実だけを並べ上げるなら、彼は艱かん難なん辛しん苦くを乗り越えてついにはフランスの真の王となった英主、ということになろう。彼は両親から愛されなかった。父である国王シャルル六世と母である王妃イザボー・ド・バヴィエールは、王太子であるはずの彼を無視して、「シャルル六世の死後は、イングランド王にフランス王位を与える」というトロワ条約をイングランドとの間に取り結んだ。

「王太子シャルルは、王妃イザボーが愛人との間につくった不義の子だ」

　そんな噂うわさが公然と囁ささやかれ、イザボー自身、それを否定しなかった。

　シャルル七世は条約の無効を主張し、父王の死後、自分こそが正統のフランスの王であると主張した。だが、彼に残されていたのは、自らの拠点であるブールジュの他、わずかな国土であった。イングランド軍は王都パリを含むフランス北部の大部分を勢力下に置いていた。「ブールジュの王」というのが、彼につけられた綽あだ名なであった。

　彼の治世の転機となったのが、『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』の登場である。このシノン城でジャンヌと会見したシャルルは、彼女に軍旗エタンダールを与え、イングランド軍に包囲されているオルレアンに派遣する。それが、フランス軍が反転攻勢に転じるきっかけとなったのだ。

「余は、辛抱強く待ったのだ。苦しい時を耐え忍び、幸運が余に訪れるのを、ずっと待った。だから今の余があるのだ」

　本人はそう思っている。だが、彼には極めて猜さい疑ぎ心しんが強く、決断力に欠けるところがあった。苦難を耐え忍んだのは確かだが、ジャンヌの活躍によって王としての戴冠を果たすと、急にやる気をなくしてしまい、王都パリ奪還のための軍事行動には消極的であった。援軍を得られぬまま孤軍奮闘したジャンヌが、ついに敵の捕虜となっても、身代金を払わず見殺しにした。

「他人の意見によく耳を傾けられる方だが、裏を返すと、他人に左右されやすく、流されがちな方ということでもある」

　というのが、世間での評価であった。

　王とは対照的に鋭い目つきの男が、そっと彼に近寄ってきた。金糸で装飾した絹の豪華な服を着ており、恰かつ幅ぷくがよいこともあって、王よりも王らしく見える。王室侍従長ジョルジュ・ド・ラ・トレモイユであった。

「クロード・デ・ザルモワーズなる女が、陛下への面会を求めています」

　トレモイユに耳打ちされて、シャルル王は眉をひそめた。聞いたことのない名だ。

「何者だ」

「修道女、とのことですが」

「世俗との交わりを絶ったはずの修道女が、なぜ余に面会を求めてくるのか」

「どうしても陛下にお願いしたいことがあるとのことです。時計塔の塔門前で待たせてありますが……断りますか？」

「いや、会おう。何しろ余は、一介の羊飼いの娘にすら、会ってやったのだ」

　不機嫌そうな顔のまま、王は笑った。羊飼いの娘とは、かの『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』のことである。トレモイユは口元をほころばせた。

「その羊飼いの娘に初めて出会ったのも、このシノン城でしたな」

「そういえば、そうだったな。懐かしい思い出だ」

　自分は神の声を聞いて、フランスを救いに来た。自分にはオルレアンを解放し、イングランド軍を追い払い、シャルル王をランスの街に導いて戴冠式を挙行させる使命がある。そう主張して、ジャンヌは故郷の村からはるばるシノン城へとやってきたのだ。普通なら頭のおかしな田舎娘のたわ言として、門前払いするところである。

「では、いっそあの時と同じ余興をやってみては？」

　トレモイユの提案に、シャルル王は膝を打った。

「なるほど。それは、面白い」

「では……そうだな、ジャン・ドーロンを呼べ」

　やがて現れたのは、若い騎士であった。なかなかの男前である。意志の強そうな大きな目と、固く結ばれた唇が特徴的である。一見して、腕の立つ騎士と分かる。実際、彼はオルレアン解放戦をはじめとする数々の戦いに参加し、武勲を立てた勇者であった。

「お呼びですか、陛下」

「今からしばらくは、お前が『陛下』だ」

　笑いながら、王は言った。

「と、おっしゃいますと？」

「お前が王のふりをするのだ。ジャンヌの時と同じくな。お前もあの場にいただろう」

　舌なめずりをするように、王は説明した。

「あのときも、余は別人を王に仕立てて、自分は大勢の廷臣たちに混ざり、目立たぬところに隠れていた。だが、あのジャンヌはそれを見破った。この者は王ではない、と確信すると、すぐに周囲を見渡して余を探し当て、余に跪ひざまずいたのだ。それを見て、余はこの娘を信用してもよい、と感じたのだ」

「本当に、信用なさっておいででしたのかな？」

　トレモイユが、意地悪く問う。

「どういう意味だ？」

「信用したふりをなさっただけなのでは？」

　赤い鼻を揺らし、シャルル王は満足げに笑った。さすがトレモイユは頭が切れる。

　王が別人であることを見破り、真実の王を探し当てた、自称『神に遣わされた乙女』ジャンヌ。これを活用しない手はない。当時、シャルル王はイングランドのヘンリ王とフランス王位を巡って激しく争っていた。そんな折、彼女のような存在はシャルルにとって極めて好都合であった。

「神がわざわざ遣いの乙女を寄よ越こして、シャルルこそはフランスの正統の王であると宣言した。大勢の中からシャルルを探し当てたことこそ、彼女が本物の神の遣いである動かぬ証拠だ。やはり、神はシャルルがフランスの王として君臨することを望んでおられるのだ」

　そういう理屈である。ジャンヌには、利用価値があったのだ。

「あのときジャンヌがどうして余を見つけ出したのか、それは今でも分からん。おそらくは余の風貌を誰かから聞いていたのだろうが、実は本当に神の声を聞いたのかもしれぬ。正直、どうでもよい」

「わたくしは、ジャンヌは真に神が遣わした救国の乙女であったと信じております、陛下」

　まっすぐな瞳で、ドーロンは言った。

「お前はそうであろうな。だが、余はお前の意見など求めておらぬ」

　そっけなく言い放つと、シャルル王はマントを脱いだ。侍従たちに命じ、ドーロンを「国王シャルル七世」に仕立てるための小道具を準備させる。

　ドーロンに王家のマントを着せ、黄金の冠と首飾り、それに錫しやく杖じようを持たせて一番目立つ位置に座らせた。

「見事、余を探し当てることができたなら、その者の話を聞いてやってもよいだろう。かの『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』のようにな」
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　時計塔の塔門を通過して、ヴィエンヌ川を左手に臨む回廊を進み、大広間へと向かう。

　ジャンヌはフードで顔を隠しているが、特に不自然なことではない。修道女は、貞潔であらねばならないという掟おきてがある。身内以外の男に素顔を見られまいと振る舞うのは、ごく普通の行いである。

　ギョームはフランス人とはいえ、故郷のルーアンは彼が生まれる以前からイングランド王国の統治下にある。フランス王の居城は、いわば敵地だ。あまり居心地はよくない。

　が、そんなギョームの事情など、ジャンヌはお構いなしである。振り返りもせず、石造りの回廊をどんどん進んでいく。

「ちょっと、待ってくれ。ジャ……いや、クロード修道女」

「待てない。一刻も早く、王の首を刎はねたい」

　なぜそんなにも王が恨めしいのか。ジャンヌは詳しくは説明しないが、ギョームには思い当たるふしがある。

　かつて行われたコンピエーニュの戦いで、ジャンヌはイングランドに与くみするブルゴーニュ派の軍隊の捕虜となった。味方が捕虜となった場合、身代金を支払って買い戻すのが通例である。だが、ジャンヌが虜囚の身となっても、シャルル王はそれをしなかった。そもそも王が十分な援軍を派遣していれば、ジャンヌが捕虜となることもなかったはずだ。だから王は、ジャンヌにとって復ふく讐しゆうの対象なのだろう。

「国王の言い分も、まずは訊きいてみるべきじゃないか？」

「そうだな。だからそのためにも、まずは王を殺してみないと駄目だ」

「それは……国王を殺す幻覚を見せて、事実を白状させるという意味か？　そういう解釈でいいのだな？　まさか、本当に殺すわけではあるまいな？」

　頼むから、そうであってくれ。そう願うギョームだが、ジャンヌは何も答えない。宴会が行われている広間の方へと早足で歩いていく。オーヴィエットに持たされた革袋を握り締めながら、ギョームは慌てて後を追う。

「クロード修道女と、その付き添いの公証人の方ですな。わしは王室侍従長ジョルジュ・ド・ラ・トレモイユと申す。どうぞこちらへ。王がお待ちだ」

　広間の手前まで来ると、恰幅のいい貴族風の男が話しかけてきて、二人を案内した。目つきが鋭く、金の装飾で彩られた絹の服を着ている。

「ご親切に、ありがとうございます」

　礼儀正しく、ジャンヌは一礼した。侍従長によい印象を与えたようである。まあ、それはそうだろう。彼女が実は国王への復讐を企たくらんでいるなどと、誰が分かるものか。

　ジャンヌは、こっそりギョームに耳打ちした。

「この際だから、この男も王と一緒に殺してしまおう」

　トレモイユはシャルル王の側近中の側近だが、ジャンヌの起用には一貫して反対の立場だったとギョームは聞いている。逆にジャンヌを支持したのが王妃の母であるヨランド・ダラゴンという人物で、トレモイユは彼女の政敵でもある。

「あまり、そういう物騒な冗談は言わない方が……」

　ギョームは呟つぶやいたが、ジャンヌは冷たい眼まな差ざしを返すのみである。冗談なものか、わたしは本気だ、とその目が語っている。

　広間は人でいっぱいだった。食事に興じながら、フランス国王に仕える臣下の者たちが、がやがやと談笑している。

　骨付きの鶏とり肉にくにかぶりつく勇猛そうな騎士。肉片をナイフで切り分けて、仲間たちのまな板皿に分配する下級貴族。燻くん製せいの魚を手づかみで食べていた貴婦人は、薔薇ばらの花びらが入った手て桶おけ水で指を洗い、熟練の傭よう兵へいは仔こ羊ひつじのシチューを盛大にひっくり返し、激高した貴族に決闘を申し込まれている。蜂蜜を入れた葡ぶ萄どう酒を一気飲みして早々と酔い潰れた若い男を、聖職者が介抱している。

　それらの人々に一いち瞥べつもくれず、ジャンヌはトレモイユの後をまっすぐについていく。ギョームは不安に駆られる。

「本当にこんな場で、ジャンヌは国王を殺すつもりなのか」

　間違いなく大騒ぎになる。ギョームのときは他に誰もいない礼拝堂だったからよかったものの、今回はわけが違う。

　やがてトレモイユは、一人の気品のある若い男の前で立ち止まった。金で縁取りされた高い椅子に座り、静かに威厳のある視線を寄越してくる。黄金の冠と首飾り、それに錫しやく杖じようは、いかにも国王のいでたちである。

「こちらがフランス国王、シャルル七世陛下である」

　トレモイユが、二人に紹介した。

「この方がフランスの王か」

　なるほど、立派なお顔立ちで、風格もある。ギョームは感心した。だが。

「いつから一介の騎士がフランスの王になった？」

　ジャンヌが笑った。国王を称していた男は蒼あおざめ、トレモイユはぽかんと口を開けた。

「またわたしを試したのだな」

「うん？　何を言っている……？」

　トレモイユの質問には答えず、ジャンヌは広間を見回した。すでに彼女は、注目の的である。あれは何者か、と問うひそやかな声が、あちこちから漏れてくる。

　やがてジャンヌは、一人の中年男を見つけると、迷わずそちらへ歩み寄った。円えん錐すい形けいの帽子を被かぶった、あまり風采の上がらない地味なその男に、ジャンヌは一礼した。

「初めまして、王様。クロード・デ・ザルモワーズと申します」

「……何と。国王陛下を見事に当ててしまうとは」

　声を漏らしたのは、トレモイユである。話しかけられた男は、しばし絶句した後、感心したように口を開いた。

「よく見つけたな。本物の余を見つけ出したのは、お前で二人目だ」

　つまり彼こそが真の国王シャルル七世ということか。威厳に乏しい姿に、ギョームはややがっかりしたが、持って生まれた容貌はどうしようもないことである。

　シャルル王は、「修道女クロード」の正体に気付いていない。ジャンヌは見事に国王を見つけ出したが、国王はジャンヌを見破ることができなかったというわけである。

「お前を試したのは悪かった。で、余にお願いしたいこととは何だ？」

　気さくに、王は問いかけた。ジャンヌは穏やかに口を開く。

「わたしからの陛下へのお願いは、たった一つだけ」

「ほう、それは？」

　迫りくる危機など知るよしもないシャルル王の前で、ジャンヌは手を天にかざす。一瞬、城内は真っ暗になり、稲妻がほとばしり、遅れて雷鳴が城を揺らした。

「死んでいただく！」

　ジャンヌの手には、光り輝く剣が握られている。どこから現れたものなのかは分からない。

　広間にいる全員の目がジャンヌに釘付けになった。だが、呆ぼう然ぜんとして、誰も動けなかった。

　ジャンヌはフードを脱ぎ捨てた。長い金髪がばさりと舞った。一切の感情を排した表情で、彼女は剣を振りかざす。そして、何が起こっているのかまったく分かっていないシャルル王の首を、帽子ごと勢いよく刎ね飛ばした。

　血ち飛沫しぶきが料理の上に降りかかり、生首がまな板皿の上に転がった。

「ひいっ、王様が……」

「国王陛下が！　シャルル様が！　ああ、何ということだ！」

　ジャンヌの険しい若緑色の目が、周囲をさっと一いち瞥べつした。たったそれだけで、彼女は絶望と恐怖を振りまいた。貴婦人はよろめいて気を失い、騎士は泡を吹いてぶっ倒れた。残った者たちも、ジャンヌが剣を向けると、泣き、喚わめき、神の名を唱え、赦ゆるしを請い、失禁しながら逃げ出した。現実の光景とは思えない惨劇に、誰もジャンヌに歯向かおうとはしなかった。

「ジャンヌ……お前はいったい、何ということを……。自分のしていることが、分かっているのか!?」

　ギョームも、啞あ然ぜんとしている。まさか、本当に殺すとは。いや、これは随分と手の込んだ幻覚に違いない。おそらくジャンヌが剣を振るうところまでは現実で、シャルル王の首が刎ねられるところはまぼろしだろう。きっとそうだろう。そうであってくれ。実際には、王は気を失っているだけなのだ。

「抑えられぬ衝動が、王を殺せとわたしに囁ささやいたのだ」

　ギョームの願望を一蹴するかのように、ジャンヌが呟いた。その隣で、驚きの声を上げた人物がいた。

「今、ジャンヌと言ったか……!?」

　ただ一人、腰を抜かしながらも、逃げもせず、気絶もせず、ジャンヌをじっと見つめているのは、侍従長のトレモイユであった。金装飾の絹服を揺らしながら、彼は叫んだ。

「その顔、まさか……お前は『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』!?」

「ようやく気付いたか。間が抜けているな、トレモイユ」

「なぜお前がここに……？　その剣は何だ？　いや、それ以前に、なぜお前が生きている!?」

「お前たちに報いを受けさせるため、蘇よみがえったのだ」

　トレモイユは立ち上がり、歯ぎしりをしながら剣を抜き放った。先手必勝とばかりに、叩たたきつけるような斬撃が、ジャンヌを襲う。

　王室侍従長は、ジャンヌの不意を突くことに成功した。その一撃をかろうじて自らの剣で受け止めたジャンヌは、よろめき、足元の椅子に脚をひっかけて転倒した。隙を逃さず、トレモイユは二撃目を放つ。鋭い剣の切っ先が、まっすぐに、ジャンヌの胸を貫いた。

　黒い修道服が裂け、鮮血が噴水のように噴き出した。

　あっ、とギョームは声を上げた。間違いなく致命傷だ。あの恐ろしい魔女ソルシエールが、こんなにもあっけなく、生命を落とすのだろうか。ギョームが知りたいと願った真実は、闇に葬られてしまうのだろうか。

　そう思った次の瞬間、並の人間であれば間違いなく即死するはずの致命傷を負って、ジャンヌは笑った。

「なかなかの腕前だな」

　溢あふれ出る血を止めようともせず、立ち上がる。自分の心臓に刺さった剣を素手で引き抜いて、ジャンヌはトレモイユに投げ返した。

　ギョームは愕がく然ぜんとした。トレモイユと異口同音に、彼は叫んでいた。

「「なぜ死なない!?」」

　この金髪の魔女ソルシエールは、正真正銘の化け物なのか。それとも、この死闘自体が、そもそも幻覚なのか。

「この程度の一撃で死ぬわたしなら、火刑台で焼かれたときにとっくに死んでいる」

「火刑台で火ひ炙あぶりになったはずなのに、生きている。剣で心臓を貫いても、死ななかった。お前は、まさか不死の存在なのか……？」

　トレモイユは、恐怖に打ち震えている。正体の分からぬおぞましい相手を前にして、絶望的な気持ちを抱いているのだ。

　侍従長は、再び剣を握る。破れかぶれに、振り回す。今度は、ジャンヌの首にめり込んだ。剣が首に刺さったままの状態で、血をどくどくとこぼしながら、ジャンヌは冷たく指摘した。

「思い切りが悪いな。これでは首は斬れないぞ」

「ひっ、ば、化け物め！」

「王家に寄生し、国家の財産を食い散らかす怪物にそんなことは言われたくないものだな。そろそろお終しまいにしようか」

　再び素手でトレモイユの剣を引き抜いて投げ捨てると、光り輝く剣を、ジャンヌはトレモイユへと向けた。侍従長は、へっぴり腰のまま立ち尽くしている。

「よく見ておくがいい。首というのは、こう斬るのだ」

　閃せん光こうが、鋭い直線を描いた。トレモイユの首がごろりと床に転がった。首を失った胴体が、血飛沫を上げながら倒れる。

「さて……」

　自らの血とトレモイユの返り血で、ジャンヌは血ち塗まみれである。凄絶な姿に、ギョームは言葉を失う。

「仇かたきを討とうとする忠臣はいないようだな。無駄な血を流さずに済む」

　広間を眺め回して、ジャンヌは言った。

「ちょうどいい。取りかかるとしよう」

「何に？」

「二人の生首を、テーブルの上に並べてくれ」

　言われるまま、恐る恐るシャルル王の生首を手に取った。

　生温かい血が、べっとりとギョームの手に付着した。ぎょっとして、彼は生首を取り落とした。この生々しい感触は、幻覚のなせる技ではない。

「こ、これは……まさか本物の生首!?」

　それでは、今ここで行われていた死闘は、現実のものだったということなのか。

「まさか、本当に殺したのか？」

「そう言ってるじゃないか。なぜ信じない？」

　むくれたように言って、ジャンヌは自らテーブルの上にシャルル王とトレモイユの生首を置いた。あまり直視したくない光景だ。

　そして、胸を張ってこう言った。

「さあ、ギョーム。二人に話しかけてくれ」
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「……言っている意味が分からないが？」

　ギョームは途方に暮れる。話をしろ、とは？　ジャンヌは、二人を本当に殺したのだと言い張っている。だとしたら、死んだ人間に話しかけて何の意味があるのか。

「分からなくてもやれ」

「話をしたかったのなら、やはり殺すべきではなかったのでは……」

「やれ」

「せめて理由を……」

「聞こえなかったのか？　やれ！」

　ジャンヌは不機嫌そうな様子で、剣をギョームの喉元に突きつける。ギョームは首筋に、生ぬるい液状のものが流れる感触を覚えた。その正体に気付いて、彼はぎょっとした。剣に付着していた、王とトレモイユの血液だ。

　ただの脅しではない。この金髪の娘は、言うことを聞かなければ本当に俺を殺すつもりなのだ。冷や汗をかきながら、ギョームは半ばやけくそで、シャルル王の生首に話しかけた。

「シャルル王。初めまして」

「汝なんじは誰だ」

　いきなり、声が返ってきた。声の主を捜して、ギョームはきょろきょろと辺りを見回した。ついで、腰を抜かしてひっくり返った。その声が、シャルル王の生首から発せられたと気付いたからである。

「何を驚いている？　余が返事をすると知っていたからこそ、汝は余に話しかけたのではないのか？　自分から話しかけておいて、その反応は何だ」

　生首の目が左右に動き、唇が声に合わせて上下している。声の主は、王の生首で間違いなさそうである。これもよくできたまぼろしなのか、それとも本当に死者がしゃべっているのか。

「聞こえなかったのか？　汝は誰だ？　初めて会う人間に対しては、名を名乗るべきであろう。それが礼儀ではないのか？　それとも名乗る名を持っていないのか？」

「田舎の人間で、ろくにフランス語が分からないのかも知れませぬ」

　隣で、トレモイユの首も口を開く。グロテスクな光景であった。この世の光景とは思えない。

　だが、何しろ今のジャンヌは魔女ソルシエールだ。そういう魔術ソルセルリなのだろう。どんな意味があるのかは分からないが、とにかくジャンヌの仕業であることは確かだ。

　嘔おう吐とを堪こらえて立ち上がると、ギョームは金髪の復ふく讐しゆう者に耳打ちした。

「お前、やけに手の込んだ魔術ソルセルリを使うんだな」

　形のいい唇をほころばせて、ジャンヌは説明した。

「違う。これは、お前の能力だ」

「……俺の？」

　そういえば、ジャンヌは妙なことを言っていた。ギョームには、何か特殊な能力があると。

「そうだ。死者に語りかけることで、口なき者に口を開かせ、真実を語らせる力──『死霊対話術ネクロロギア』だ」

　どうして自分にそんな能力が備わっているのか。まるで心当たりがない。だが、それで一つ思い出したことがあった。ジャンヌが処刑された直後のことである。あのとき、ギョームには心臓だけになったジャンヌの声が聞こえた気がしたのだ。彼女を死に追いやったという自責の念がそうさせたのだと思っていたが、あれは気のせいではなかったのだ。

「いや、あの火ひ炙あぶり自体が幻覚……？」

　しかし、そんなことをしてまで、自分にそのような妙な能力があるとギョームに思わせる動機は、ジャンヌにはない。となると、まさか、これは本当に死者がしゃべっているのか。今まで行われていたことは、やはり幻覚ではなく、すべて事実だったのか。

「何をごちゃごちゃと言っておる。早く余の質問に答えぬか」

　シャルル王の生首が急せかした。何が起こっているのかはさっぱり理解できない。だが、とにかく現実にそれが起こっている以上、ひとまず受け入れるしかない。死者と対話することができるのなら、それをもとに真実に迫ることができる。まずは、話を聞いてみよう。そう判断して、ギョームは王の首に一礼した。

「失礼した。私の名はギョーム・マンション。ルーアンで異端裁判所の書記官をしていた者だ」

「ルーアンで？　ということは……」

「そうだ。彼女の裁判の記録を担当した」

　ジャンヌを指差すと、シャルル王は目を細めた。

「彼女……？　ほう、よく見れば、お前はかの『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』ではないか。そうか、余の首を刎はねたのはお前であったか」

「ルーアンで火炙りに遭ったはずですが、生きておったようですな」

　と、トレモイユ。なぜ生きているのか、については深く考えないようである。不自然な話だが、何しろ自分たち自身が、死んだはずなのに言葉を話している。

「難しいことは考えず、不思議なことも自然と受け入れられる状態になっている、ということかな……？」

　ジャンヌへの質問のつもりだったが、そのギョームの呟つぶやきを、金髪の娘は無言で受け流した。それくらいは自分で考えろ、という表情である。シャルル王が、再び口を開く。

「で、余に何を訊ききたくて、死者の口を開かせたのだ？」

「……あなたの、ジャンヌに対する振る舞いについて尋ねたい」

　ギョームは、ようやく自分に与えられた任務を把握した。なぜジャンヌはギョームを旅の同行者に選んだのか。パリ攻めの『裏切り者』について聞き出すために、ギョームの『死霊対話術ネクロロギア』が必要だったのだ。生前なら決して口に出さないことでも、『死霊対話術ネクロロギア』を通じてなら、話してくれるかもしれない。そう考えて、ジャンヌは彼を旅の供に選んだのだ。

　ジャンヌにとって、『裏切り者』は憎んでも憎みきれない相手である。

　イングランド軍に占拠された首都パリを攻めたとき、ジャンヌにはおそらく十分な勝算があった。戦の常識を知らないただの小娘のように思われていたジャンヌだが、幾度もの戦いと勝利を経て、パリ攻めの頃には経験豊富な女指揮官に成長していたはずだ。それなのに、『裏切り者』に噓うその情報を教えられて、敗北してしまった。とうてい許せる相手ではないのだ。

「国王陛下。あなたはジャンヌが敵の捕虜になったとき、身代金を出さずに見殺しにしているな？」

「政治的な判断だ」

　シャルル王は、苦しそうに言った。

「身代金を出しても、奴らがジャンヌを解放するとは思えなかった。何しろ彼女は英雄だ。奴らにしてみれば、汚名を着せて処刑する以外に道はなかった」

「パリ攻めのときからずっと、あなたはジャンヌを切り捨てるつもりで、偽りの情報を与え続けていたのではないのか？」

「まさか！」

　シャルル王は、強い口調で否定した。

「そんなことをするわけがない。余にとっても、パリ攻略は悲願だ。それに余は、まだその当時はジャンヌに利用価値があると思っていた」

　不機嫌そうに、ジャンヌが金色の髪を揺らした。彼女が何に不満を抱いているのか、ギョームはすぐさま理解した。利用価値、という言葉が許せないのだ。

「ジャンヌが『神に遣わされた乙女』であると心から信じたから、彼女に軍を任せたのではなかったのか？」

「そんなわけがあるものか」

　シャルル王の返答に、ジャンヌの頰ほおが、かっと赤みを増した。無言のまま、彼女は若緑色の瞳で王を睨にらみ付つけた。そんな彼女を、シャルル王は容赦なく笑い飛ばす。

「『神に遣わされた乙女』がフランスを救う、という筋書きは、大衆を惹ひきつける。奴らは馬鹿だから信じる。だから利用した。それだけだ。そんなことも分からないとは、お前は本当にお人よしだな」

「恩知らずが」

　ジャンヌは吐き捨てた。

「誰のおかげで王になれたと思っている。わたしがいなければ、お前は戴冠式を行うことすらできなかったのだぞ」

　金髪の娘の手が、わずかに震えている。悔しいのだ、とギョームは思った。自分が力を尽くした相手が、こんなつまらぬ男だったという事実が、ただひたすらやるせないのだ。

「余に幻滅したか？」

　垂れ下がった頰を揺らし、シャルル王は不敵に笑った。

「確かに、余が戴冠式を執り行い、フランスの真の王となることができたのは、お前のおかげだ。だが、一介の羊飼いの娘にすぎなかったお前の利用価値を見み出いだしたのは、余だ。その一点をもってしても、余がフランスの王にふさわしい慧けい眼がんの持ち主であると分かるであろう」

　ジャンヌはまだ何か言いたそうな顔をしていたが、結局何も言わなかった。確かに、ジャンヌに「利用価値がある」うちに、シャルル王が積極的に彼女を陥れる動機は何もない。王は損得勘定のできる男だ。『裏切り者』ではありえない。

　ギョームは、続けて尋ねる。

「では、トレモイユ。パリ攻めの『裏切り者』は、お前か？　お前が偽りの情報をジャンヌに流したのか？」

「『裏切り者』？　何を言っているんだ？　パリ攻めのときに、何があったというのだ？」

　とぼけているのか、それとも本当に分からないのか。トレモイユの表情からは、どちらとも判断がつかない。

「パリの城壁の外には、二重の堀が巡らされていたのだ」

　ギョームは、説明した。ジャンヌは『裏切り者』の起こした行動について詳しく語ろうとはしなかったが、どうにか彼女から聞き出した事柄にギョーム自身が持っていた知識を繫つなぎ合あわせて、おおよそのところは把握していた。

「そのいずれもが空堀だと聞いていたジャンヌは、それなら自分たちの戦力だけで十分に突破できると思い、その前提で作戦を立てていた。だが実際には、内側の堀に水がたたえられていた。水堀を越えるための準備は、何もしていなかった。そのせいで、ジャンヌの部隊はせっかく城門付近まで攻め込むことができたのに、そこで攻めあぐねてしまい、勝機を逃したのだ」

「思い出しただけでも、腹が立つ」

　ジャンヌがぼそりと呟いた。苦い記憶なのだろう。彼女の顔には、悔しさが滲にじんでいた。

「堀に水が入っているかどうかくらい、斥候が把握していないはずがないのに、ジャンヌには何も知らされなかった。空堀だという偽りの情報が伝えられた。トレモイユ、お前の仕業ではないのか？」

「斥候に金をつかませて、噓を伝えさせたとでも？　くだらん」

　トレモイユは鼻を鳴らした。

「確かにわしは、ジャンヌの起用に一貫して反対していた。だがそれは、ジャンヌのような田舎娘に軍など任せられるわけがない、と固く信じていたからだ。パリ攻めも、どうせ失敗するに違いない、と思っていた。ことさらにジャンヌを失敗させるような策を弄するなど、ありえない話だ。そもそも前線にも出ておらぬから、そんな細かい指示など出しようがないわ」

　これも、もっともな話である。トレモイユが噓をついているようには、ギョームには思えなかった。

「わたしは二人のうち、どちらかが『裏切り者』だと思ったのだが……」

　ジャンヌの表情は、険しい。ギョームはため息を吐ついた。

「違ったようだな」

　シャルル王でもトレモイユでもないとすると、次に疑わなければいけないのは、自分が信頼していた仲間だ。戦場を共にした仲間を疑わなければならないことが、ジャンヌにはつらいのかもしれない。

「……『裏切り者』なんて、本当にいたんだろうか？」

　ふと、ギョームは疑問を抱いた。

「どういうことだ？」

「斥候からの情報が知らされていなかったのは、ただの手違いかもしれない。敵側の間者が紛まぎれ込んでいて、偽情報を流布させたのかもしれない。いくらでも説明がつくじゃないか。どうして『裏切り者』がいると思ったんだ？　お前は、戦友たちのことを信頼していたんだろう？」

「……」

「話してくれ、ジャンヌ。俺のことが、まだ信頼できないか？　だが、お前は俺を旅の仲間に選んだ。だったら、自分の判断に自信を持ってくれ」

「……ヨランド様が、教えてくれたのだ」

　しぶしぶといった体で、ジャンヌは答えた。ヨランドとは、シャルル王の妃きさきマリー・ダンジューの母、ヨランド・ダラゴンのことである。

　アラゴン王家に生まれ、フランスの大貴族アンジュー公の妻となった女性だ。娘が王太子であったシャルルに嫁ぐと、宮中で味方の少ないシャルルの最大の支援者となり、政治的手腕を発揮している。

「彼女はトレモイユと違って、わたしの味方だった。わたしが『神に遣わされた乙女』であることを真っ先に信じてくださり、私費でわたしの軍備を整えてくださった。彼女が後ろ盾になってくださったから、わたしは軍を率いることができたのだ」

　淡々と語るジャンヌだが、その顔は自然とほころんでいるように、ギョームには見えた。

「パリ攻めが無残に終わった後で、彼女がわたしに知らせてくださったのだ。内部に『裏切り者』がいる。情報が伝わらなかったのはそのせいだと」

　途端に、トレモイユが哄こう笑しようした。面白くて仕方がない、とばかりに、天へと届くような高笑いを響かせる。

「なぜ笑う？」

「これが笑わずにいられるか！」

　ギョームが問うと、トレモイユの瞳がぎらつき、冷たく残忍な光を放った。

「教えてやる。ジャンヌよ、お前を裏切った者がいるとすれば、それはヨランドだ。あの女め狐ぎつねこそが、味方のふりをしてお前に偽の情報を吹き込んだのだ。ヨランド・ダラゴンがお前を陥れたのだ！」





５






「ヨランド様を侮辱する気か」

　ジャンヌは再び光の剣をトレモイユに向けた。向けられた側は、涼しい顔である。

「では、ヨランドに直接訊きいてみるがいい。今のお前なら、真実を語らせることは、難しいことではあるまい」

「分かった。だが、もし貴様の言うことが偽りであったなら、ただでは済まんぞ」

「どうするというのだ？　わしは、もう死んでいるぞ。今さらお前が何を言ったところで……」

　不自然に、言葉が途切れた。それきり、トレモイユは沈黙した。シャルル王ともども、ぴくりとも動かなくなる。どうやら『死霊対話術ネクロロギア』の効果が切れてしまったらしい。もの言う死者は、何も語らないただの死者に戻った。

　どういうことなのか。

　なぜジャンヌの味方だったはずのヨランドが、彼女を裏切ったのか。分からない。肝心なことは何も知ることができなかった。

　今は結論を出すべきではない。真実を知るための法廷審理は、まだ始まったばかりだということだ。

「で、どうする？　王とトレモイユは死んだ。お前の復ふく讐しゆう心は、これで満たされたか？　お前の溜りゆう飲いんは下がったか？」

「次の標的を探す」

　力強く、ジャンヌは宣言した。

「ヨランド様が『裏切り者』だというのなら、彼女への復讐ヴインデイクタをなすまでだ」

　金髪の娘の声は、だがかすかに震えている。ギョームは頭かぶりを振った。

「そんなことをして、何になる。復讐なんて、もうやめろ。本来ならルーアンの火刑台で死んだ生命だ。それが、助かったんだ。十分じゃないか。修道女にでもなって、静かに暮らせ。それがお前のためだ」

「それでは、駄目なのだ」

　いったいジャンヌは、何を焦っているのか。どうしてもそれをなさなければならない理由があるのか。

「その革袋の中から……」

　ギョームが背負っているくすんだ茶色の袋を、ジャンヌは指差した。

「蠟ろう燭そくを出せ」

　ギョームが革袋を開封すると、獣脂でできた蠟燭が何本か入っている。

「それと、わたしの服を」

　革袋の中には、替えの修道服も入っていた。ジャンヌが今着ている修道服は血ち塗まみれになっている上、トレモイユの剣に貫かれた胸のあたりが大きく裂けている。

　ギョームが着替えを手渡すと、ジャンヌはいきなりその場で服を脱ぎ始めた。ギョームは慌てて背を向ける。新しい衣装に素早く着替えたジャンヌは、蠟燭を床に並べ始める。テーブルの上の燭しよく台だいから火を拝借してそれらに灯ともす。蠟燭と蠟燭を結ぶ線が、不思議な光で輝き始める。魔法陣である。

「二人の死体をここに並べてくれ。首と胴体をくっつけるようにして」

　首のない遺体や切断された頭部を運ぶのは、ギョームにとって初めての経験であった。できれば一生、体験したくないところだったが、彼は素直に、その役目を引き受けた。これからジャンヌが何をするのか、ある予感があったのだ。

　引きずるようにして遺体を魔法陣の傍そばに並べ、生首を添えた。

　ギョームが作業を終えると、厳かに、ジャンヌは呪文を唱え始めた。

　フランス語でもラテン語でもギリシャ語でもなかった。ギョームが聞いたことのあるどんな言語とも違う。どこかで習ったというよりも、まるで自然と身につけたかのように、流りゆう暢ちようにその言葉をジャンヌは紡いでいる。

　神の言葉、なのかもしれない。あるいは悪魔の。

　二人の首と胴体が、ゆっくりと繫つながっていく。死者の身体からだが、ぴくぴくと痙けい攣れんを始める。土色の顔に、生気が宿っていく。これは蘇そ生せいの儀式なのだ。

「こんなところだな。後は、勝手に生き返るのを待つ」

「俺も、この魔術ソルセルリで蘇よみがえったのか？」

「……『蘇生術レヴオカーテイオ』という術だ」

　本当に、この娘がそんな大それたことをしたというのか。そんなとてつもないことが、自分の身に起こっていたというのか。どうにも実感が湧かない。

「なぜ二人を生き返らせるんだ？」

「言ったはずだぞ？　ただ殺すだけでは駄目だと」

　悪魔のような無慈悲な表情で、ジャンヌは囁ささやいた。

「生きて苦しむさまを、わたしは見たいのだ」

　シャルル王が、先に目を覚ました。上体を起こし、呆ぼう然ぜんとしたままきょろきょろと広間を見回している。ジャンヌの姿に怯おびえた様子を見せていることから、自分がどのような体験をしたのか、おおよそは記憶している模様だ。だが、それがいったい何を意味するのか、理解できないでいる。

「余は……生きているのか？」

　ジャンヌは、まだ立ち上がれないでいる王の傍に近寄り、片膝をつき、そっと彼の手を取った。王はがたがたと震えている。そんな王の振る舞いにはおかまいなしに、ジャンヌは囁いた。

「お前はフランスにとって必要な人間だ。いずれイングランドとの戦争を終わらせ、『勝利王』と讃たたえられることになるだろう。だから生命は助けてやる。神が遣わしたわたしを見殺しにしたことを、一生後悔し続けるがいい。一生わたしの影に怯え続け、眠れぬ夜を過ごしながら、お前は生きていけ。それがお前の贖しよく罪ざいだ」

「……」

「せいぜい精進しろ。でないと、また殺す」

　恐怖のあまりまた死んでしまいそうなシャルル王をよそに、ジャンヌは立ち上がった。トレモイユはまだ意識がない。

「あの、ジャンヌ殿」

　おずおずと柱の陰から現れたのは、シャルル王に成りすましていた若い男だ。他の者たちと違い、逃げ出さずに隠れて一部始終を見ていたらしい。

「ジャン・ドーロンか」

「やはり、やはり貴女あなたなのですね。ジャンヌ殿」

　ジャン・ドーロンの名は、ギョームにも聞き覚えがあった。ジャンヌの従者を務めていた若者だ。オルレアンへと向かうときから付き従い、コンピエーニュの戦いでジャンヌが敵方の捕虜となったときも、一緒に捕らわれた。常にジャンヌの身近にあって、彼女をもっともよく知る人間の一人だった。

「ジャンヌ殿。あなたが生きているとは思わなかった。いや、今のあなたは『生きている』とは言えない存在なのかもしれない。それでも僕は、あなたに再会できてよかった」

　ジャンヌの名を呼ぶドーロンの声には、彼女への敬慕の念が滲にじみ出ていた。

「また、あなたにお仕えさせていただいてよろしいですか」

「……わたしのことは、忘れてくれ」

「どうして!?」

「見ていたなら、分かるだろう。わたしはもはや、闇に生きる人間だ。お前とは違う」

「でも」

　ドーロンは食い下がった。

「あなたの行動は、常に神のご意志によるものだった。今も神のご意志で動いている。そうですよね？」

「わたしに呼びかけている『声』が神のものなのか、悪魔のものなのか、わたしには分からない。正直、どうでもよい」

「……」

「広間から逃げ出した人たちを、連れ戻してくれ。王は無事です、もう大丈夫ですと、伝えてほしいのだ」

「……分かりました」

　未練を残しながら、ドーロンは広間を出ていく。横目で見送りながら、ギョームはジャンヌに尋ねた。

「いいのか？」

「どういう意味だ、ギョーム」

「大事な仲間だったんじゃないのか？　本当は彼に、頼りたいんじゃないのか？」

「……馬鹿か？　殺されたいのか？」

「わ、悪い……。余計なことを言ってしまった」

　確かに、今のジャンヌが誰かを頼るなど、およそ考えづらいことである。ギョームのことも、下僕か何かとしか思っていない。

「まあ、それはともかく。これからどうする？　この惨状を、皆にどう説明する？」

「……どうすればいい？」

　予想外の反応に、ギョームは戸惑った。

「何も考えてなかったのか？」

　無言で、ジャンヌは頷いた。

「こんなことをしでかしたら、その後どうなるかくらい、見当がつくだろう？」

「復讐ヴインデイクタのことで頭がいっぱいで、まるで念頭になかったのだ」

「意外と、抜けているな……」

　ギョームは啞あ然ぜんとした。俺が、何とかするしかないのか。

「……確か、革袋の中に、お前の魔術ソルセルリの道具がいろいろと入っていたな」

「ん？　ああ。だがわたしは疲れている。今日はもう魔術ソルセルリは使えないぞ？」

　だが、ギョームにはこの場を切り抜ける策があった。魔術ソルセルリの道具は、魔術ソルセルリ以外の用途にも使うことができる。特に、今のような状況においては。

「大丈夫。俺がなんとかする」







　ドーロンの説得に応じたのか、恐る恐るという体であったが、廷臣たちが戻ってきた。

「陛下！　ご無事で！」

　まだ顔色はよくなかったが、シャルル王は普通に歩けるようになっている。駆け寄ってきた廷臣たちと抱擁し、健在であることを示した。あまり人気のない王だが、やはり生きていると知れば、廷臣たちはほっとするらしい。

「よかった。でも、いったい何が起こったのでしょう？　私たちには、わけが分かりません」

「皆さん、これが何だか分かりますか？」

　困惑する彼らに向けて、ギョームはあるものを高く掲げた。不気味な植物の根であった。

「マンドラゴラの根です。トレモイユの懐の中から発見されました」

　人のような形をしたそれは、魔術ソルセルリの道具である。ジャンヌもルーアンでの裁判の際に、魔女ソルシエールではないかと疑われ、「マンドラゴラを使ったことはあるか」としつこく追及されている。

「トレモイユは魔法使いソルシエだったのか！」

「はい。トレモイユはこれまでも、魔術ソルセルリで国王陛下を自分の意のままに操ろうとしてきました」

　一同は、顔を見合わせる。恐ろしい悪魔の技を使う魔法使いソルシエという存在は、広く知られている。魔法使いソルシエは決して空想の産物でも伝説上の存在でもなく、お前たちの身近にひそんで悪事をなしている、注意せよと、聖職者たちは事あるごとに人々に説教をしている。だから魔法使いソルシエの実在を疑う者は少ないはずだが、本物を見た経験のある者は、ほとんどいないだろう。

「ですが、なかなか陛下が自分の思い通りにならないことに業を煮やした彼は、魔術ソルセルリを使って陛下を殺害しようと企てていました。私はそのことを知って、陛下にお知らせをしに来たのです。ところがトレモイユはそれを察知し、魔術ソルセルリの力で幻覚を皆さんに見せたのです。私の同行者である、このクロード修道女が陛下の首を刎はねたかのように、皆さんには見えたはずです。彼女に罪をなすり付け、後で自分が陛下を殺すつもりだったのです」

「やっぱり、幻覚だったのですね」

　貴婦人の一人が、安あん堵どしたように言った。

「現にシャルル王は、生きていらっしゃるのですから。それ以外に、考えられませんわ」

「違う！」

　威勢のいい声が、広間に響く。当のトレモイユである。今になって目を覚ましたらしい。すでにギョームによって後ろ手に縛られていたが、床に転がされたままの状態で、強く抗議する。

「わしはマンドラゴラなど知らん！　全部その男のでたらめだ！」

「でも……我々は確かに見たのです」

　臆病そうな貴族が、おずおずと訴えた。

「国王陛下の首が刎ねられるところを。逃げ遅れた者の中には、トレモイユ様まで同じ目に遭うところを見たと主張する者もいます。しかしお二人は生きておられる。ということは、やはり皆に幻覚を見せる魔術ソルセルリが行われたに違いありません」

「魔術ソルセルリなど、ばかげておる！」

「おや、では、余は本当に首を刎ねられたと？」

　シャルル王が、侍従長をせせら笑った。どうやらトレモイユを切り捨てるつもりらしい。もはやトレモイユには「利用価値」がないと判断したのだろう。

「へ、陛下……？　そんな、わしを見捨てるおつもりか！　これまで、あなたに忠実に仕えてきたわしを、そんな、そんなことが……」

「見苦しいぞ、トレモイユ。余の忠実な臣下の振りをして私腹を肥やしていた人間が、何を言っている。死んだ人間が、生き返るはずがないではないか。それこそばかげた魔術ソルセルリだ！」

「確かに、陛下のおっしゃる通りだ」

　貴族の男は、深々と頷いた。

「幻覚は、魔法使いソルシエの得意技だ。マンドラゴラを使えば、それくらいは可能だろう。だが死者を蘇よみがえらせるなど、イエス様でもなければ起こせない奇き蹟せきだ」

　廷臣たちは、王の主張に納得したようである。トレモイユは、なおも吠ほえる。

「国王陛下とわしは、確かに死んだのだ！　死んでから、この魔女ソルシエールの力で蘇そ生せいしたのだ。ほら見ろ、テーブルの上が血ち塗まみれになっているではないか！　この血が何よりの証拠だ！」

「牛の血です」

　トレモイユの言葉に被かぶせるように、ギョームは言った。疑念を持たれる前に、もっともらしい理屈を述べておかねばならない。

「本当にこれらの血が国王陛下とトレモイユのものであったなら、多量の出血によって、生命はありません。生き返ったなど、ばかばかしい話です。だいたい、殺した相手をわざわざ生き返らせる動機がありません」

　ギョームの傍らに控えるジャンヌが、フードの下で、静かに笑った。だがそれはかすかなものだったので、ギョーム以外の者には見えていないはずだ。

「トレモイユはこのような小細工までして、『修道女クロード・デ・ザルモワーズによる国王殺害』を演出しようとしました。おぞましいことです。ですが、私とクロード修道女とが、トレモイユの悪あしき魔術を打ち破り、こうして彼を拘束いたしました。ですから皆さん、ご安心ください」

　誰もが完全に納得したわけではなかった。だが、結局のところ、人々はトレモイユを悪玉とする説明を受け入れた。彼らの王がその説明を是としていたし、何よりも傲慢なトレモイユの失脚は、多くの者が望んでいたのだろう。

「告発します！　トレモイユは、イングランド軍との戦いで使うべき戦費を着服しています！」

「トレモイユは、無実の者に罪を着せ、投獄しました！　私が証人です！」

「顧問会議筆頭であったピエール・ド・ジアック殿に濡ぬれ衣ぎぬを着せて殺害し、未亡人を力ずくで手に入れたことも、忘れてはならんぞ！」

　堰せきを切ったように、次々と侍従長の悪事が暴露されて、もはや彼の失脚は動かぬものとなった。

「トレモイユを逮捕いたします」

　落ち着いた風情の青年貴族が、前に歩み出た。シャルル王は頷いた。

「頼む、ジャン・ド・ビュエイユ」

　ビュエイユと呼ばれた青年は、厳かにトレモイユに近寄り、髪の毛をつかんで引っ立てていく。

「モントレゾールの城に拘禁します。さあ、大人しくしろ、トレモイユ！」

「こんな、こんなことがあってなるものか！　貴様ら、覚えておれよ！　わしは必ず、ここに戻ってくる！　その日まで、待っておれよ！」

　無念の声を、トレモイユは撒まき散ちらした。だが彼に同情を示す者は、誰もいなかった。

　ギョームだけに聞こえる声で、ジャンヌがそっと呟つぶやいた。

「トレモイユ。お前がかつての権勢を取り戻すことはないだろう。惨めな敗残者として生きていくことは、権力欲に塗れたお前にとっては何よりもつらいはず。だが、わたしはそれよりもはるかに過酷な目に遭ったのだぞ。己の選択を悔いながら、生きよ。それがお前の贖しよく罪ざいだ」

　ギョームは、ほっと息を吐く。この場は、どうにか切り抜けることができたようだ。

　緊張の糸がほどけたのだろう。ジャンヌがわずかによろめいて、ギョームの胸へと倒れかかった。とっさに抱き止めるギョームに、金髪の娘はささやいた。

「すまぬ、ギョーム。今日はお前の機転に救われた」

　少しだけ、いつもより穏やかな顔だった。
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　城から少し離れた街の宿屋。その前で、沈みゆく夕ゆう陽ひを背にして、オーヴィエットは愛馬のたてがみを撫なでながら待っていた。ジャンヌとギョームがやってくると、大きな青い瞳を輝かせて手を振った。

「おかえりなさい」

　血なまぐさい事件があったことなどまるで知らない栗くり色いろの髪の少女は、城の中で何が行われたのか、興味津々の様子である。

「ジャンヌさん、ご用は終わったの？　王様に会って来たんだよね？」

「ああ、会ってきたぞ」

「王様とはお友達なんでしょ？　ゆっくりお話しできたの？」

「もちろんだ」

「よかったね。お友達は大切だもんね」

　無む垢くな少女を騙だますことにギョームは居心地の悪さを感じたが、ゆっくり話ができた、というジャンヌの言葉自体は事実だ。彼女は噓うそをついていない。

「湯ゆ浴あみの準備をしてくれ」

「うん、分かった。それより、王様とどんなお話をしたの？　何をしてきたの？」

「お前が知らなくてもいいことだ」

「そんなこと言わずに、教えて！　ねえ、ギョームさん」

　ぎろりと、ジャンヌがギョームを睨にらみ付つけた。余計なことを言うと殺す、ということだろう。ギョームは言葉を選んだ。

「王様のために、悪い大臣をやっつけてきたところさ。ジャンヌが、大活躍だったぞ」

　オーヴィエットの栗色の髪を撫でながら、ギョームは言った。

　間違ったことは言っていない。奸かん臣しんトレモイユが失脚して、少しはましな人間がその代わりを務めることになろう。

「悪者をやっつけるだなんて、やっぱりジャンヌさんはすごいんだね！」

　少女の微笑ほほえみが、今のギョームには、少しだけ救いだった。

「うるさい。それより、早く湯浴みを」

　そっけなく、ジャンヌはオーヴィエットを睨み返した。







　翌朝早く、一行はシノンの宿を後にした。

　再びオーヴィエットが御者を務め、ジャンヌとギョームが馬車の中に並んで座っている。

「ぐっすり眠れたか？」

　ギョームは尋ねた。彼自身はといえば、まったく眠れなかったというのが実際のところだ。目を閉じるとシャルル王とトレモイユの生首が思い浮かんでしまい、ついに一睡もできずに朝を迎えたのである。

「わたしは安眠だったぞ。憎い二人に無事復讐ヴインデイクタを果たし、これ以上ないほど快適な夜を過ごせたな」

　どういう神経をしているのだろう。同じ人間とは思えない。

「じゃあ逆に、よく眠れないときってどんなときだ？　やっぱり、復ふく讐しゆうがなかなか果たせないときか？」

　尋ねると、ジャンヌは若緑色の瞳に危険な光を宿して頷いた。

「憎い奴らを、早くなぶり殺したい、切り刻んでやりたいと、気が高ぶって睡眠どころではないな」

「そうか……。いつも、そればかり考えているんだな」

「そんなときは、つい唸うなり声ごえが出たり、歯ぎしりをしてしまう」

「そ、それはオーヴィエットがかわいそうだ」

　ジャンヌは普段、オーヴィエットと同じベッドで眠っている。貴族でもない限り大型のベッドに複数人で寝るのが普通だから当然だが、そうなると隠し事はなかなかできない。

　それにしても、何も知らないオーヴィエットを、どうしてジャンヌは従者にしているのか。

「オーヴィエットは、何者なんだ？」

　ギョームは声をひそめた。

「もしかして彼女も、俺みたいに何か特別な力を持っているのか？」

「それはない」

　きっぱりと、ジャンヌは否定した。だが、であればなおのこと、彼女を付き従えているのは不可解だ。

「俺はお前のことも、オーヴィエットのことも、何も知らない」

「それでいい」

　ジャンヌの返答は、ひたすらにそっけない。知る必要はないということか。この娘には、自分のことを他人に知ってほしい、理解してほしいという感情はないのか。

　それとも、自分は決して誰にも理解してもらえないのだと、諦めにも近い心境に至っているのか。

　それは駄目だ、とギョームは思う。孤高の存在、といえば格かつ好こいいが、それはあまりにも悲しすぎる。

「俺は、お前を理解したい」

「……」

「お前は本当に不死身なのか？」

「わたしにも、分からない」

「分からない、とは？」

「わたしを殺す方法も、あるのかもしれない」

　そうか。ギョームは彼女の言わんとすることを理解した。ジャンヌに分かっているのは、普通なら死んでいるはずの事態に陥っても、自分は死なないということだけだ。彼女が本当に不死身だと証明することは、誰にもできない。

「あの光の剣は何なんだ？　それに、『蘇生術レヴオカーテイオ』はどこで身につけた？　それとも生まれつき持っている能力か？　あ、それから、もしかしてお前は未来を予見することができるのか？　シャルル王とトレモイユを蘇らせたとき、彼らの未来を知っている様子だったじゃないか」

「お前に話す必要はない」

　苛いら立だったように、ジャンヌは手を振った。目を閉じて、顔を背ける。どうやら、馬車に揺られながらひと眠りするつもりらしい。しばらくすると、ジャンヌの小さな寝息が聞こえてきた。ひょっとすると寝たふりかもしれないが、とにかくギョームと話をするつもりはないということだ。

　結局、何も聞き出せなかった。がっかりして、ギョームはため息を吐ついた。このまま、俺は真実にはいつまで経たっても辿たどり着つけないのか。彼女を理解することは、永遠にできないのか。

　いや。

　そんなことはない。今の短い会話の中でも、何かつかめるものがあるはずだ。考えろ、考えるんだ。

　オーヴィエットには、何の特殊な能力もないとジャンヌは言う。それでは、彼女を連れているのは、何のためなのか。

　戦乱でオーヴィエットは両親を失ったという。彼女自身も戦禍に巻き込まれ、そこをジャンヌに助けられたのだろうか。

　やはりオーヴィエットの存在は、ジャンヌを解き明かす鍵だ。一見、ごく普通の少女だが、だからこそジャンヌが彼女を連れていることが、不可解なのだ。何か、理由がある。

　ふと思いついて、ギョームはぽつりとつぶやいた。

「……オーヴィエットも、一度死んでいるのか？　そして、ジャンヌが蘇よみがえらせたのか？」

　思わずついて出た言葉だった。深い意味はない。だが、意外な反応が返ってきた。

「その通りだ」

　突然、ジャンヌが口を開いた。ギョームは驚いて、金髪の娘に問いかけた。

「イングランド兵に殺されたのか」

「違う」

「違う？　どういうことだ？　味方のフランス兵に殺されたとでもいうのか？」

　ジャンヌは目を見開いた。若緑色の瞳には、戸惑いがある。話すべきか、迷っているような様子である。本当は何も語るつもりがなかったのに、ギョームが真実に辿り着きつつあるのに気付いて、つい返事をしてしまったのだろう。

　穏やかな田園の風景を眺めながら、ジャンヌは言った。とても悲しい目をしていた。




「オーヴィエットを殺したのは、わたしだ」
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　シノンを離れた、翌日。

　ギョームたちは、ロワール川沿いの静かな村に滞在していた。

　家畜を殺し、塩漬け肉を作って仕込み桶おけにしまう農民。慎重に葡ぶ萄どうの剪せん定ていを行う若者に、腕まくりをして山羊やぎの乳をしぼる農婦。牛や鶏の鳴き声。時刻を告げる教会の鐘。村の悪童たちに説教を垂れる聖職者。領主に雇われた粉挽ひきの男は水車小屋の見回りをし、鍛冶かじ屋は木炭を燃料に鉄を加工して農具を作る。

　そのようなありふれた村には似つかわしくない、異様な集団がギョームたちの目に留まった。

　隊商、である。それもかなり大規模なもので、扱う品も普通ではなかった。

「絹、香辛料、砂糖、宝石。中国の陶器もあります。そっちの品は、五リーヴル八スー。そちらはちょうど十エキュ。珍しい品が、何でも揃そろっていますよ」

　隊商の隊長はいかにもやり手の商人といった風体で、ジャック・クールと名乗った。得意げな顔でギョームに商品を並べてみせる。いずれも遠い異国の品である。

「わあ、すごいよギョームさん。これ、見て見て！　こんな綺き麗れいな絨じゆう毯たん、初めて見たよ！」

　オーヴィエットがはしゃいでいる。興味がなさそうなジャンヌの横で、羊毛でできた複雑な模様入りの絨毯を手に取って、その感触を楽しんでいる。

「この、小さい絨毯みたいなのは何かな？　これも綺麗な模様が入ってるけど……」

「遊牧民が使う鞍くら袋だな。日用品を入れて、馬や驢ろ馬ばの鞍につけるんだ。この模様は、たぶん自分が所属する部族の紋章みたいなものだろう」

　ギョームが説明すると、ジャック・クールが目を丸くした。

「よくご存じで。そうです、これが鞍袋ホリジンです。では、こちらのさらに小さな手提げ袋は、何に使うものかご存じかな？」

「……おそらく、家畜に与える塩を入れておくためのものではないかな。海から遠く離れた地域では、塩は貴重だ。家畜たちを素直に従わせるためには、先導する牧者が塩を管理することが必要になる」

「ご名答。現地の人々は塩袋ナマクダンと呼んでいます。こいつを掲げるだけで、馬も駱らく駝だも羊も、大人しく隊列を組んで牧者に従います。家畜の制御に不可欠のものです」

「そんなこと、よく知ってるね、ギョームさん」

　ジャック・クールもオーヴィエットも驚いている。

「近所にギリシャ人の修道士が住んでいて、いろいろ教えてもらったのさ」

　というより、異国のことを聞きたくて、ギョームの方から話をせがんだのだ。子どもの頃の、懐かしい思い出である。

「ねえギョームさん。あれ、買って」

　オーヴィエットが指差したのは、アラビアで作られたというランプである。異国情緒あふれる奇妙な形のもので、黄金色に輝いている。

「残念ながら、持ち合わせがないなあ」

　ギョームは頭をかいた。旅の間、有り金は減っていく一方である。少しでも節約しなければならない。

「これほどの代物を、いったいどこから？　ヴェネツィアか？　それともジェノヴァか？」

　イタリアの商業都市の名前を、ギョームは挙げた。東方レヴアントとの貿易は、その二都市の商人が独占している。

「いえ。東方レヴアントまで、直接買い付けに行きました。アレクサンドリア、カイロ、それにダマスカスってね」

「噓うそだろう!?　異教徒の勢力下じゃないか」

「噓じゃありませんよ。ガレー船を自力で四隻建造して、イタリア人どもを出し抜いてやりました。途中、船が座礁したり、異教徒にとっ捕まったり、えらい目に遭いましたがね」

　言葉も分からぬ異教徒たちと交渉して珍しい品物をたっぷり仕入れた後、南仏のマルセイユからローヌ川を遡り、ついでロワール川沿いの街道を通って、ここへまで辿りついたらしい。部下たちも使って、フランス全土のみならず、ドイツやイベリア半島まで商売の範囲を広げて売りさばいているとのことだった。

「途中、オルレアンにも立ち寄りました。あそこにはなかなかの上客がいましてね」

「ほう……」

「かのフランス元帥、ジル・ド・レ殿です。ご存ぞん知じですか？」

「えっ、ジルが!?」

　つまらなさそうにしていたジャンヌが、突然、驚きの声を漏らした。この村には彼女を見知った人間もいないので、フードは取り外したままである。ジャック・クールは不審そうに問い返した。

「……お知り合いですか？」

「いや」

　ジャンヌは首を横に振った。

「勘違いだった。忘れてくれ」

　ジル・ド・レといえば、オルレアンをはじめとする数々の合戦で、ジャンヌと肩を並べて戦った戦友である。突然その名前が出てきたので、つい反応してしまったのだろう。

　ジャック・クールはジャンヌの振る舞いを不審に思ったはずだが、商売人特有の勘で「触れてはいけない」と判断したのだろう。あえて追及はしなかった。

　これからの予定をギョームが尋ねると、ジャック・クールはギョームたち一行が辿ってきた道を指で示した。

「これからシノン城に向かいます。国王陛下にも我が商品を見ていただこうかと。もっともここだけの話、国王陛下はあまりお金持ちではありませんから、大して期待はしていませんがね。その次はポワティエに行こうと思っています。大口のお客さんがそこにおられるのでね」

「ほう、それは？」

「王妃様のご母堂、ヨランド・ダラゴン様です」

　思わず、ギョームはジャンヌと顔を見合わせた。







「報いを受けさせるべき相手は、フランス各地にいる。回る順番を考えて、効率的に殺していかなくては」

　焼きたてのパンを温かいひよこ豆のスープに浸しながら、ジャンヌは言った。はふはふ、と口に入れて、幸せそうな顔をする。紡ぐ言葉は物騒だが、ものを食べる仕草は意外と愛らしい彼女である。

　その光景だけを見ると、まるで無む垢くで可か憐れんな修道女のように見える。実際、居酒屋の主人はジャンヌの美貌に目を奪われた模様で、チーズを一片、おまけしてくれた。復ふく讐しゆうのことで頭がいっぱいな魔女ソルシエールにはとても見えない。

「ジャンヌは本当に、食べることが好きなんだな」

　パンを齧かじっているときだけは、大人しくしている。逆に言うと、ジャンヌを空腹にしておくことは、極めて危険ということだろう。

　オーヴィエットは他の客と打ち解けて、隣のテーブルで何やら笑いながら話をしている。お菓子をもらったり頭を撫なでてもらったりと人気者である。

「この豚の脂肉を煮込んだスープは、なかなかの味だぞ、ジャンヌ。キャベツや玉たま葱ねぎがたっぷり入っていて、食べごたえがある」

「なかなか、よさそうだな……。それ、わたしにも一口……」

　よだれを垂らしながらジャンヌは呟つぶやき、すぐにはっとして頭かぶりを振った。

「のんびりしている場合ではない！　食べ終わったら、すぐポワティエに向かうぞ」

「……それは、ヨランド様がポワティエにいるからか？」

「もちろんだ」

「で、ヨランド様が本当にお前を裏切ったのだとしたら、彼女を殺すつもりなのか？」

　ワインで口を濡ぬらしながら、ギョームは尋ねた。

「当然、そのつもりだ」

「恩のある方なのだろう？」

「だからこそだ」

「味方のふりをしてお前に近づいて、騙だましていたわけだから、より罪が重いと？」

「そう。殺して蘇よみがえらせて、またもう一度殺して……何度も何度も殺すくらいしないと、わたしの気が収まらない」

「本心から、そう言っているのか？」

「……」

　ジャンヌによれば、『死霊対話術ネクロロギア』によって口を開いた死者は、基本的に噓を言わないという。思い込みや勘違いでしゃべることはあるが、こちらが尋ねたことには素直に答えるし、こちらを騙しにかかるようなことはない。『裏切り者』はヨランドだというトレモイユの言葉には、それなりの信しん憑ぴよう性せいがあるのだ。
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「まあ、いいさ。いずれにしても、ポワティエで彼女に会う必要があるな」

　ポワティエは、シノンの南方にある。フランスの南西部、ボルドーを中心としたアキテーヌ公領はイングランド王の支配下にあり、そのアキテーヌ公領への睨にらみを利かせるという意味で、シャルル王の重要な拠点の一つだった。だからこそヨランドは自身が入城して、さまざまな手を打っているのだろう。

「ところで、ポワティエといえば、お前が最初に『審査』を受けた場所でもあるな」

「その通りだ」

　かつてシノン城でシャルル王と会見したジャンヌは、廷臣たちの中から王を見つけ出すことで、自らの利用価値を王に示した。彼女は、敵軍に包囲されているオルレアンに自分を派遣するよう要請する。

「わたしは神に遣わされた乙女です。オルレアンをたちどころに救ってみせます」

　シャルル王に向かって、ジャンヌは胸を張った。

　神の啓示を受けたと称する預言者のような女は、フランスの歴史上、しばしば現れる。だが、一介の農村の娘にすぎないジャンヌを、無条件で信用するわけにもいかない。ジャンヌは虚言を吐いているのかもしれないし、悪魔に憑とりつかれているのかもしれない。本当に『神の声』を聞いたのか。王はポワティエにジャンヌを送り、ここに彼女に対する査問委員会を設置する。その審査に当たった中心人物が、ヨランド・ダラゴンだったのだ。

　三週間にわたって、ジャンヌは詳細な取り調べを受けた。

　なぜ王の下へ来たのか。お前が聞いた『神の声』とはいったいいかなるものか。オルレアンを、どうやって救うのか。たちまちジャンヌは執しつ拗ような質問攻めに遭う。日常生活についても、徹底的に審査が行われ、最終的に彼女は極めて模範的な、敬けい虔けんなキリスト教徒であると認められた。

「いろいろ大変だったのだろう？　特に印象に残っていることは何だ？」

「……あれ、かな」

「あれ、とは？」

「知っているだろう。処女検査だ」

　すました顔で言うジャンヌに、ギョームはむせ返り、ワインを上衣コタルデイにこぼしてしまった。いったい何をしているのか、とジャンヌは不思議そうな顔をする。

　神に遣わされた若い娘は、生き娘むすめであるというのが普通のキリスト教徒の感覚である。処女懐胎によって幼な子イエスを産んだ聖母マリア以来、女性の処女性は聖なるものの証あかしであった。だからジャンヌは処女でなければならなかったのである。

　ヨランド・ダラゴン付きの二人の侍女がジャンヌの身体からだを調べ、紛まぎれもなく処女であると確認した。それを受けた査問委員会は、本当に神に遣わされたのかどうかまでは分からないが、とりあえず彼女の言い分を認めてやってもよいだろう、とお墨付きを与えた。それによって、オルレアン行きの準備は整ったのだ。

「……ギョームも、わたしのことを調べてくれ」

「なっ」

　ギョームはさらに動揺し、危うくスープ皿をひっくり返すところだった。

「そ、そんなこと、できるわけがないだろ！」

「わたしに逆らう気か？」

「いや、だって、その、まずいだろう。俺は男だし……」

「もう一度、死ぬか？」

「いやいや、どうして俺にそんなことをさせようと……ああ、ちょっと待て」

　どうも、話が嚙かみ合あっていない。肉の串焼きを持ったままきょとんとしているジャンヌに、ギョームは指摘した。

「お前が言っているのは、ポワティエの審査記録のことか？　記録を調べろと言っているのか？」

　無言で、ジャンヌは頷いた。

「だったら、最初からそう言ってくれ……」

　いくら何でも、舌足らずではないか。自分の言いたいことは、ちゃんと他人に伝わるように努力してほしいものだ。

　二度目の審査──すなわち、ルーアンでの異端裁判のとき、ジャンヌは「ポワティエでの審査記録を確認してほしい」と、判事たちに何度も訴えていた。「あの審査の記録を読めば、自分が模範的なキリスト教徒だということが分かるはずだ」と。

　ところが、ポワティエの審査記録が異端裁判に提出されることは、とうとうなかったのである。裁判長であったコーションが故意に採用しなかったのか。それとも何か別の理由で、審査記録が持ち出されなかったのか。確認し、誰かがジャンヌを陥れたのだとしたら、その者に罰を与えなければならない。ジャンヌはそう主張した。

　もしかすると、審査記録が異端裁判に提出されることを妨害した人物こそが、『裏切り者』かもしれない。その意味でも、調べる価値はある。

「で、どうして俺にやらせるんだ？　お前が自分で調べればいいだろ？」

「……わたしは字が読めない」

　そうだった。農村生まれの娘に字が読めるわけがない。字が読めないのに文書記録の調査なんて、できるわけがない。これはギョームが調べるしかない。

「分かった。ポワティエの審査記録を確認すればいいんだな？　きちんと残っているのか、誰かが隠しているのか、調べてこよう」

　そういったことであれば、ギョームは確かに専門家である。ジャンヌよりも適任であるのは確かだった。
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　ポワティエ城。

　築城の名手として知られたベリー公ジャンによって整備された巨大な城館シヤトーである。ポワティエの行政の中心地であり、裁判所も兼ねている。来客を厳かに迎え入れる重厚な正面フアサードや、壮麗な主塔ドンジヨンを飾る青い円えん錐すい形けいの屋根が美しい。

「ここで、ジャンヌさんは例の『ポワティエの審査』とかいうのを受けたんだね」

　物珍しそうに、オーヴィエットはきょろきょろと目を動かしている。シノン城もそうだが、ジャンヌゆかりの土地を知ることができるのが、彼女にとっては何よりもうれしいことであるらしかった。

　当初、ギョームは一人で審査記録の調査に行くつもりだったのだが、オーヴィエットは「あたしも行く！　あたしもジャンヌさんの役に立ちたいの！」と、頑かたくなに主張した。

　考えた末に、彼はオーヴィエットを連れて行くことにした。この少女には、いろんな世界を見せてやりたかったのだ。

「審査ってあれでしょ。ジャンヌさん、偉い貴族とか、司祭さまとか、そんな人たちに大勢で取り囲まれて、あれこれと質問攻めにされたんでしょ？」

「そうらしいな」

「ジャンヌさん、緊張しなかったかな？」

「堂々としていたらしいぞ。一介の村娘とは思えない振る舞いに、誰もが感服したという話だ」

　ポワティエでの審査を、ギョームは直接見ていない。だが、彼はルーアンでの異端裁判の一部始終を見ている。ルーアンでの彼女の立派な立ち振る舞いは、判事たちを驚かせていた。どうにかしてジャンヌの噓うそを暴いてやろう、と息巻く裁判長コーションとその取り巻きたちは、逆にジャンヌに言い負かされ、記憶違いを指摘され、むしろジャンヌの弁舌の巧みさを引き立てることになった。

「こんなことがあった。自分は天使を見たことがある、と主張するジャンヌに、ある判事が尋ねたんだ。『その天使は、どんな姿をしていたか？　服は着ていたか？』と。ジャンヌの返事が振るっていた。『神様ともあろうお方が、天使に着せる服も持っていないと、あなたは言っているのか？』とな。法廷は大爆笑だ。その判事は、顔を真っ赤にして引き下がった」

　裁判での一幕を紹介すると、オーヴィエットは感心したように手を叩たたいた。

「さすがジャンヌさん。面白いね。そう言われちゃうと、反論できないよね」

「まあ、多分本人は何も考えてなかったんだと思うがな」

「あはは。そうかもね。でも結局、その裁判でジャンヌさんは火ひ炙あぶりにされちゃったんだよね……」

　栗くり色いろの髪の少女は、表情を曇らせる。

「神さまが生き返らせてくれたからよかったけど、そうじゃなきゃ、ジャンヌさん、本当にかわいそうなことになるところだったよ……」

　ギョームは、口をつぐんだ。ジャンヌは、さぞかし無念だっただろう。復ふく讐しゆうの念に駆り立てられるのも、無理はない。だが、本当に復讐が目的なのだろうか。何か他に目的があるのではないか、という気がするギョームである。

　いずれにせよ、この少女にジャンヌが何をしているのかを告げるわけにはいかない。それはあまりにも残酷すぎる。

「足元に段差があるから、気をつけてくれ」

「うん、ありがとう」

　衛兵に名を名乗り、用件を伝える。許可を得て正面の門をくぐる。

　旅の途中、オーヴィエットは従者としてまめまめしくジャンヌに尽くしている。食事の準備、洗濯、道の確認、宿の手配、魔術ソルセルリの道具の調達など、彼女がいなかったらジャンヌは何もできないのではないか、と思わせられるほどだ。

　反対に、ジャンヌは案外、うっかりしていることが多い。本人はしっかりしているつもりで、どんどん二人を引っ張っていくのだが、だいたい何か大事なことが抜けているのだ。

「ジャンヌさん、そっちの道は違うよ」

「ジャンヌさん、財布忘れてるよ」

「ジャンヌさん、馬の用意ができてないのに歩いて出かけるの？」

　従者の少女に指摘されるたびに、ジャンヌはほんのわずかに顔を赤らめる。そして無言で、オーヴィエットに従うのだ。

　信じられないことに、オーヴィエットはジャンヌにまったく恐怖を感じていない様子である。いつもにこにことジャンヌにまとわりついている。

「その、オーヴィエット？」

「なあに？」

「いろいろ大変だと思うが、辛つらくはないか？」

　曖昧すぎる問いを、ギョームは発した。

「オーヴィエット。お前はジャンヌに殺されたと聞いているが、本当か？」

　などと、訊きけるわけもない。だからそういう問いにならざるを得ないのである。

　オーヴィエットは笑って答えた。

「あたしみたいな境遇の子なんて、別に珍しくもないよ。もっとかわいそうな子もいるよ。継母に毎日殴られたり、悪い人に騙だまされて娼しよう館かんに売り飛ばされたり。子どもが行方不明になって、調べてみたら貴族が気晴らしに近隣の村の子をさらっては殺していた、なんて話も聞いたことがあるよ。世の中、そんなものだよ」

「いや、それはどう考えても、おかしい」

　生真面目きまじめに、ギョームは少女の言葉を否定した。

「子どもたちが悪い大人の犠牲になるような社会が、まともであるはずがない。それが当たり前であるように感じるのは、長く続いた戦乱のせいだ。そんな時代は、終わらせないといけない。俺は、お前には幸せになってもらいたいんだ」

　ジャンヌも、そのような思いを抱いているはずである。

「じゃあさ、この前言ったこと、本気で考えてみてよ」

「……何の話だ？」

「お嫁さんにしてって、言ったじゃない」

　シノン城へ向かう途中での会話だ。あれは本気だったのか。

「悪いが、今は結婚なんて考えられない」

「どうして？　今から婚約したら、五年後にはあたしもお嫁さんになるのにちょうどいい年頃になってるよ？」

　確かに、その頃にはオーヴィエットは美しい娘に成長していることだろう。気立てもよく、理想的な結婚相手になっているかもしれなかった。

「何が駄目なの？　もしかして家柄とか？」

「いや、俺はそういうのは気にしない」

「じゃあ、ギョームさん、もしかしてジャンヌさんのことを……？」

「え？　違う違う。そりゃジャンヌは綺き麗れいだし、助けてやりたいとも思うけど、恋愛感情とは違うさ」

　ギョームは苦笑した。

「俺はジャンヌが何者なのかを知りたいんだ。どうして死んだはずのジャンヌが生きているのか。彼女の旅の目的は何なのか。オーヴィエットは、何か知らないのか？」

「それがさ、何も教えてくれないんだよね……」

　青い目の少女は、困った顔をした。

「あたしは別に、毎日が楽しければそれでいいから」

「そうか」

「それに、過去に何があったとしても、ジャンヌさんは、ジャンヌさんだもの。あたしはジャンヌさんが好き。それだけ」

　確かに、オーヴィエットはそれでいいのかもしれない。だがギョームは、やはり真実が知りたい。ジャンヌの正体を突き止めることが、今の彼にとっては何よりも大事なのだ。

　話が脱線していることに気付き、ギョームは言った。

「とにかく、今はやらなきゃいけないことがあるから、結婚どころではないというだけの話さ。この旅に区切りがついたら、そのとき考えるよ」

「うん、分かったよ。そのときまでに、あたし、とびっきりいい女になって、ギョームさんのこと振り向かせてあげるね」

「子どものくせに、生意気を言うな」

「ただ、これだけは言っておくよ？」

　顔を上げ、オーヴィエットは満面の笑みをつくった。

「今は、あたし幸せだよ。だからかわいそうだなんて思わないで」

「わ、分かった」

「お弁当、持ってきたので、後で食べようね。あたしの手作りだよ」

「それは楽しみだな」

　城館シヤトーの中は、少女にとっては珍しいものばかりのようだった。

「見て、見て。綺麗なお花が飾ってあるよ。あ、あの絵、素敵だね。誰が描いたのかな」

　小さな喜びを見つけて大げさにはしゃぐ様子が、何ともいじらしい。と同時に、本来子どもはこうあるべきだ、という思いを強くする。

「ゆっくり見ていくか？」

「ううん。ジャンヌさんの大事な記録を探しに行くんでしょ？　早く行かなきゃ」

　オーヴィエットは、走り出した。

「早く、早く。置いていくよ、ギョームさん！」

「そっちじゃないぞ」

　ギョームは苦笑いした。「裁判所事務局」という札がかかった部屋を、栗色の髪の少女は素通りしてしまったのである。万事に抜かりのない彼女にしては珍しいことだが、ラテン語で書かれたその文字が読めなかったのだろう。

　少女を手招きで呼び戻し、部屋の中に入る。担当の若い事務員が、羊皮紙にペンで文章を書き入れている。ギョームに気付くと、そっけない態度で応対した。

「何か御用ですか」

「俺はギョーム・マンション。ルーアン異端裁判所の書記官だ」

「ルーアンの？　ということは……」

「そうだ。俺はかの『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』の裁判記録を担当した。……何を求めてここに来たのか、分かるな？」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　事務員は、明らかに慌てた様子だった。インクがこぼれるのもかまわずペンを置くと、上役を呼ぼうと立ち上がる。畳みかけるように、ギョームは要望した。

「ジャンヌの審査記録を、閲覧させていただきたい」

「だ、駄目です。許可のない方には、お見せできません」

　ギョームは眉をひそめた。ポワティエの審査記録は、別に極秘の資料でも何でもないはずなのだが。

　閲覧を断られるのではないか、という心配自体は、していなかったわけではない。「ルーアン異端裁判所からお越しということでしたら、当然教会のしかるべき方からの紹介状はお持ちでしょうな？　紹介状もなしに、いらしたのですか？」などと対応されてしまうと、ギョームとしてはどうしようもなかったところだ。ところが、事務員はろくにギョームの身元も確認せずに、いきなり「見せられない」と突っぱねた。不自然な態度だ。

「許可とは、誰の許可だ？　国王か？」

　国王の許可が必要なら、もう一度シノン城に戻り、シャルル王から許可を得てくるという方法はある。そう考えないでもなかったが、やはり無駄手間だ。せっかちなジャンヌが何と言うか。ここはギョームだけで解決してしまいたいところだ。

「いえ……国王陛下の許可があったところで、どうしようもありませんよ。どうかお引き取りください」

「王さまじゃないとしたら、たとえばローマ教皇さま？」

　オーヴィエットの、おそらくはさりげない一言に、事務員は反応した。

「えっ、教皇猊げい下かのご関係の方なのですか？」

「さて、どうだろうね」

　どちらにも解釈できるよう、言葉を濁しておく。

　事務員は、蒼あおざめている。やはり様子が変だ。

「まさか、審査記録が残ってない、とは言わないだろうな？」

「いやいや、そんなことは、その、ありませんよ」

　目が泳いでいる。ギョームは直感した。やはり残っていないのだ。

「重大な記録なんだぞ？　うっかりなくしてしまった、ではすまないぞ？　廃棄してしまったのか？　ポワティエ裁判所は、いったい何をしているんだ」

　ここは強気に出るべきだ。そう判断し、ギョームは語気を強める。

「その……私の一存ではお答えできませんので……」

「『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』の正統性を担保するのが、ポワティエの審査記録だ。それが失われたとすると、ジャンヌの貢献によって戴冠したシャルル七世陛下の正統性すら、疑われることになりかねない。これは、とんでもないことだぞ？　ローマにおわす教皇猊下に報告し、しかるべき処分を下していただく必要があるな」

　ギョームの攻撃的な態度は計算によるものだが、もう一つの理由として、書記官としての職業意識もあった。自分ならば、そんな杜ず撰さんな管理はしない。ルーアンでの裁判記録も、きちんと保管している。ジャンヌの生きた証あかしを、長く後世まで伝えないといけない。給金をもらって仕事としてやっているのだから、それくらいは当然のことだろう。

「ジャンヌさんを陥れるために、わざとそんなことをしたの？　ポワティエの裁判所は、イングランド人の手先なの？」

　駄目押しのように、オーヴィエットが悲しそうな声で言った。これは効いたようで、事務員は泣きそうな顔をしている。なかなか賢い子だ。

「け、決してそんなことは！　私どもの勝手な判断で、そんなことができるはずがないではありませんか」

「では、誰の判断だ？」

「ジャン・ド・クラン様のご指示です」

「……誰だ？」

「王妃様のご母堂、ヨランド・ダラゴン様の側近だった方ですが、最近はお見かけしませんね。ご高齢でしたから、引退なさったのかと。詳しいことは、ヨランド様に直接お聞きください」

　また、ヨランドか。内心で驚くギョームだったが、それは表に出さない。とっさに、ギョームは愛想笑いを浮かべた。

「何だ、ヨランド様の判断だったのか。であれば、あの方なりの事情がおありだったのだろう。言葉を荒らげてすまなかった。あなたはご自分の職務を忠実にこなしただけだ。責めるつもりはなかった」

　口を滑らせたことを後悔する前に、安心させる言葉を吐いておく。事務員は、ほっとした表情で頷いた。

　オーヴィエットとともに事務局を後にして、ギョームはひとりごちた。

「どうやらジャンヌの次の標的が決まったようだ」

　決まってしまった、と言うべきかもしれない。





３






　ポワティエの宿屋で、ギョームたちはジャンヌと落ち合った。ジャンヌはいつも通り、黒い修道女の姿である。食事を取りながら、ギョームは一連の調査について報告した。

　今日の主料理は、豚肉のソーセージである。秋のうちにドングリをたっぷり食べさせて太らせた豚を殺し、肉に燻くん製せい処理を施して腸詰めにする。これが冬期の保存食になるわけだ。

　宿屋の主人が昨年の秋につくったものがまだ残っていたということで、分けてもらうことにしたのだ。それをほうれん草の添え物とともに頰ほお張ばって、ジャンヌは幸せそうに目尻を下げた。

　本当にジャンヌは、食べることが好きなんだな。普段は絶対に見せないような表情をしている彼女を見て、ギョームはそう思った。いつも何かを食べていればいいのに、とすら感じてしまう。

　パンはかなり固くて、ギョームはやや辟へき易えきしたが、ジャンヌは気にしている様子はない。温かいタマネギのスープに浸すだけで、十分においしく食べられるようだ。

　デザートの林りん檎ごと野イチゴを綺き麗れいに平らげて、ジャンヌは口元を拭いた。さり気なく、ギョームの取り分まで口に入れてしまっている。

　オーヴィエットは、ポワティエ城の感想を一通り話すと、疲れてしまったのか、ジャンヌの肩を枕にして眠ってしまった。

「いろいろ調べてみたが、どうやらルーアンでの裁判が始まった直後に、審査記録は廃棄されてしまったみたいだ。偶然にしては、ちょっと出来過ぎているな」

　裁判に証拠として提出されないよう、何者かが意図的に廃棄した可能性が高い。そして、その「何者か」として名前が浮上しているのが、ヨランドということになる。

「やはりヨランド様が……」

　ぽつりと、ジャンヌが呟つぶやく。顔にこそ出さないが、本当は信じたくないのだろう。彼女にとってヨランドは、優しく支えてもらった恩人のはずである。

「ルーアンでの裁判のときにあの記録が提出されていれば、お前が異端ではないことを証明できたかもしれないのにな」

「……悔しい」

　珍しく、ジャンヌが感情を吐露した。少しずつ、ジャンヌが自分に心を開いてくれているのを実感して、ギョームは嬉うれしくなった。

「ちなみに、ヨランド・ダラゴンに命じられて実際に裁判所に圧力をかけたジャン・ド・クランという男は、一年ほど前に失踪している。ヨランドに口封じをされたのか、それとも……うん？　いや、待てよ……？」

「ギョーム？　どうかしたのか？」

「ああ、いや……何でもない」

　ギョームは言葉を濁した。

　一連の流れに何か腑ふに落ちないものを感じないでもないのだが、はっきりと具体化できない。

「ヨランドは、誰にも面会せずに城内に閉じこもっているみたいだ。警戒しているな。シノン城での一件が、彼女に漏れているのかもしれない」

「強行突破すればいい」

「というと、また白昼堂々、今度はヨランドの首を刎はねに行くつもりか？」

「……まさか。そんなことはしない」

　何を言っているのか、と言わんばかりのジャンヌである。シノン城では白昼堂々とシャルル王の首を刎ねに行ったはずだが、そのことは忘れているのか。

「ポワティエの城には、隠し通路がある」

「何かあったときに、要人が脱出するためのものか？」

「そうだ」

「なぜお前がそんなものを知っている？　ああ、もしかして審査を受けたときに、ヨランドにこっそり教えてもらったのか？」

「そう。逆に辿たどれば、城の中枢まで一気に行ける」

　グラスの中のワインを、ジャンヌは一気に飲み干した。

「自分が教えた隠し通路を使われて殺されるなんて、実に滑稽だと思わないか」

　悪魔の笑みである。これから殺されるヨランドに、ギョームは同情を禁じえなかった。

　日が沈み、月が上り、夜になった。外を出歩く者は誰もいない。道路も家もすべてが黒く塗りつぶされ、わずかな月明かりと、夜警吏のたいまつの炎だけが影を長く伸ばしている。森では魔女ソルシエールや人じん狼ろうが闊かつ歩ぽする時間である。

　オーヴィエットをベッドに寝かしつけてから、二人は行動を開始した。

「ここが、隠し通路の入り口になっている」

　街の外れの、小さな塔トウールへと、ジャンヌはギョームを案内した。見張り用のものであるらしいが、古ぼけて今は使われていない。

　木製の扉を開けて、足を踏み入れた。当然のことながら、中は真っ暗である。

　ジャンヌが手をかざすと、ぱあっと明るい光が辺りを照らした。まばゆい光の剣が、彼女の手の中に現れ出たのである。蜘蛛くもの巣と埃ほこりに塗まみれた塔トウールの中が照らし出された。

「いつもみたいに、雷の音が鳴り響いたりはしないんだな。前から気になっていたが、その剣は、いったい何だ？」

「フィエルボワの剣だ」

「……フィエルボワ？」

「サント・カトリーヌ・ド・フィエルボワ教会で手に入れた、わたしの剣だ。聖なる力が宿っていて、わたしを助けてくれる。誰の首であろうと、実によく斬れる。惚ほれ惚ぼれするようないい剣だぞ」

　それで思い出した。確かルーアンでの裁判のときも、ジャンヌは同じことを言っていた。シャルル王に初めて面会すべく、彼女がシノンに滞在していたときのことだ。『神の声』を聞いてフィエルボワの教会の祭壇を調べさせたところ、地中から錆さび付ついた剣が見つかったのだという。五つの十字が刻まれたその剣を、彼女は常に身に帯びていた。

　ジャンヌは階段をすたすたと降りていく。慌てて、ギョームもそれに続く。

「火刑台から蘇よみがえったわたしは、この聖なる剣をいつでも呼び出せるようになったのだ。『神の声』はわたしに告げた。この剣で復讐ヴインデイクタをなせ、と。光り輝いているのは、復讐ヴインデイクタという聖なる使命で、剣に宿る聖カトリーヌの魂が打ち震えているからだ」

　聖カトリーヌは、紀元四世紀のアレクサンドリアで生まれた聖女である。ローマ皇帝マクセンティウスの勧める結婚を拒絶し、キリスト教徒としての信仰を守った。それゆえ暴君マクセンティウスの怒りに触れて、四肢を八つ裂きにされた上、斬首されてしまう。ジャンヌの生涯と、奇妙に相似点のある人物である。

　暗い歩廊の中を、城館シヤトーの方角へ向けて歩く。何かに駆り立てられるかのように、ジャンヌの足取りは軽い。何をそんなに急ぐのか、という顔をするギョームに、ジャンヌは囁ささやいた。

「早く彼女の喉に剣を突き立てたいのだ」

　まるで、恋する男に会いたくてたまらない乙女のようである。

　歩廊の幅が、少し広くなった。天井も高くなっている。ギョームの、必ず当たる悪い予感が、警鐘を鳴らしていた。フィエルボワの剣に照らされて、石畳の床にわずかに赤黒い模様が見えた。血だ。

「まさか、罠わな……!?」

　呟いたとき、斜め上から、二人に向けて鋭い矢が雨のように降り注いだ。

　腰を抜かすギョームを、ジャンヌはとっさに自分の背を盾にしてかばった。

　ジャンヌの全身に、数十本の矢が突き刺さる。ぐしゃりぐしゃりと、肉が抉えぐられ内臓が破裂する音が、ギョームの耳にはっきりと聞こえた。噴水のように血が噴き出して、四方八方に飛び散った。ギョームの目にもジャンヌの鮮血が降りかかり、彼は哀れな悲鳴を上げた。

「どうして、無傷のお前が悲鳴を上げるのだ。わたしが無言で耐えているのに」

　顔色一つ変えずにそんなことを言うジャンヌに改めて畏怖の念を抱きながら、ギョームは立ち上がった。

「助かった、すまない」

　ギョームは感謝の言葉を述べたが、ジャンヌは返事をせず、ぎろりと彼を睨にらみ返かえした。別にお前を助けたわけではない、と言いたげである。

　ギョームは天井に視線を移した。無数の穴が開いている。矢を発射するための射撃孔ムルトリエである。

「これはこれは……。奥に、弩砲アルバレトが仕込んであるのか。侵入者を察知すると、自動的に矢を放つ機械だな。問答無用というわけだ」

　ギョームが分析している間、ジャンヌは刺さった矢を一本一本、力ずくで自分の身体からだから引き抜いていた。同時に、彼女の背中からは滝のように血が流れ落ちる。それでも金髪の娘は涼しい顔である。

「その、痛くはなかったのか？」

「痛いに決まっているだろう？　矢で蜂の巣にされて痛くない人間がいたら、教えてほしいものだ」

「そ、そうだな。当たり前だな」

　相変わらず、ジャンヌとの会話は嚙かみ合あわない。普通は「痛い」では済まないはずだが。

　少しばかり歩廊を進み、周囲に罠がないことを確認してから、ジャンヌは白い手をギョームに向けて伸ばした。

「革袋の中から、わたしの着替えを」

　弩砲アルバレトの矢でずたずたにされて、ジャンヌの修道服は原形をとどめていない。異常な再生能力で、傷口はすでに塞がっているようだが。

「え、ここで着替えるのか？」

　高貴なお方に面会を求めるのに、この姿ではみっともないということか。

　革袋から取り出した替えの修道服を手渡し、回れ右をする。衣きぬ擦ずれの音が聞こえ始めた。それが不意に止やんだので、着替えが終わったのかと思い、振り向こうとすると、袖に手を通そうとしているジャンヌと目が合った。寸法がやや合わず、手間取っていたらしい。白く滑らかな肌が、ちらりと見えた。

「うわっ、すまない！」

　慌てて、また後ろを向く。ジャンヌを怒らせると、生命が危ない。そもそも女性の着替えを覗のぞくなど、紳士としてあってはならないことだ。

「……別にわたしは、見られてもかまわないのだが」

　意外にも、ジャンヌはそんなことを言う。考えてみると、かつてジャンヌは男装をして、男たちといつも行動を共にしていた。さすがに寝所は別だったようだが、着替えを見られるくらいは日常茶飯事だったのだろう。

　それにしても、綺麗な肌だった。つい、そう思ってしまう。

「待たせた。それでは行こう」

　突然降りかかるジャンヌの声に、ギョームは慌てふためいた。呼吸を整えてから、振り返った。清せい楚そな修道女の格好をしたジャンヌは、やはりどこにでもいる可か憐れんな少女にしか見えなかった。

「どうした？　わたしの顔に何かついているか？」

「いや、そういうわけでは」

「だったら、じろじろ見るのはやめろ。はらわたを抉えぐり出だすぞ？」

　ギョームは、急いで目を逸そらした。ジャンヌは、そそくさと歩いていく。

　歩廊はやがて行き止まりに達し、古ぼけた両開きの扉が二人を出迎えた。ジャンヌが、重々しくそれを開く。ギョームは不審に思った。普通、このような門扉は内側からかんぬきで固定されているはずだが……。

　そこは、薄暗い牢ろう獄ごくのような場所だった。ネズミの甲高い鳴き声が、わずかに聞こえる。城のどの辺りに辿り着いたのかはよく分からないが、地下室であることは確かだ。独房のようなものがわずかに見えるが、現在は使われていないらしい。

　カツカツと、石畳の上を歩く音がした。誰かいるのだ。こちらへ向かってくる。

　その女は、燭しよく台だいを手にしていた。炎に照らされて浮かび上がったその顔は、気品ある老婦人のものだった。高い襟に広く長い袖の、青い外衣ウプランドを身につけたその女は、穏やかな笑みで二人を迎え入れた。

「ようこそ。久しぶり、ジャンヌ」

「ヨランド様……」

　やや呆ぼう然ぜんと、ジャンヌはその女の名を呼んだ。ヨランドは、明らかにジャンヌが来るのを待ち構えていた。おそらくあの弩砲アルバレトの罠が発動したことで、侵入者の存在を察知したのだろう。だが、なぜジャンヌだと分かったのか。

「どうして、わたしが来ると分かった？」

「わたくしはいたるところに密偵を張り巡らせていますから。もちろん、シノン城にもね。何やら大変な事件を起こしてきたらしいですね。皆には幻覚であると思わせたようですが、本当はどうだったのかしら？」

　ギョームの身体がこわばった。ジャンヌが普通でない存在であることを、彼女はすでに知っているのだ。

　そもそも、あの弩砲アルバレトからして、ジャンヌが来ることを予想して、設置したものではなかったか。要人が脱出する経路にそんなものを置く必要はない。ヨランドはジャンヌに、隠し通路の存在を教えている。まさか今日という日にここに誘い込むつもりで教えたわけではなかろうが、ジャンヌは必ずここを通ってくると確信していたのだ。

　油断ならない。

「さて、剣を納めて頂戴。わたくしとあなたには、積もる話もあるでしょう」

「気をつけろ、ジャンヌ！」

　吸い寄せられるようにふらふらとヨランドに近付くジャンヌを、ギョームは制止した。

「この女、シノン城でお前が何をしたか勘付いていながら、人目につかない地ち下か牢ろうで、たった一人で待ち構えていた。不自然だとは思わないか。必ず何か企たくらんでいるぞ！」

　世間知らずなジャンヌである。おそらくヨランドは、彼女一人ならどうにでも始末できると考えていたのだろう。

　ギョームの警告にジャンヌははっとして、剣を構え直した。

「……話は後で聞く。まずは、死んでいただく！」

　ジャンヌは勢いよく踏み込んで、フィエルボワの剣を振るった。光の波が、目も眩くらむほどの速さでヨランドへと叩たたきつけられる。完全に、不意を打った。ギョームはそう感じた。聖カトリーヌの魂が宿ったという聖剣は、老婦人の首などたやすく刎はねてしまう──そのはずだった。

　ギョームは、目を疑った。光り輝く剣は、ヨランドの首の一歩手前で止まっている。ジャンヌが躊ちゆう躇ちよしたわけではない。光り輝く刃やいばを、ヨランドは右手で──素手で受け止めているのだ。

「……！」

　ヨランドが右手を高く掲げた。ジャンヌの手から、フィエルボワの剣がもぎ取られた。

「ばかな！」

　無言のジャンヌを代弁するかのように、ギョームは叫んだ。そんなことが、あるのだろうか。

「魔術ソルセルリを使うのが自分だけだと思ったら大間違いですよ、ジャンヌ」

　無造作に、ヨランドはフィエルボワの剣を放り投げる。ギョームの真横をかすめて、石積みの壁に突き刺さった。あと少し右にずれていたら、ギョームの顔面を直撃していたところである。

　さすがのジャンヌも、表情をこわばらせた。ヨランドと向かい合ったまま、じりじりと後退する。剣を拾いたいところだが、背を見せた途端に何をされるか分からない。

「ヨランド様。あなたも魔術ソルセルリを……？」

　ジャンヌの呟つぶやきに、ヨランドは静かに首を横に振った。

「いいえ、わたくし自身には、そのような心得はありません。ですがわたくしの家臣に、ジャン・ド・クランという男がおりましてね。魔法使いソルシエだったのです。もう死んでしまいましたが」

　ジャン・ド・クランといえば、裁判所事務局で耳にした名だ。ヨランドの側近であり、彼女の命令で審査記録を破棄させたはずの男である。失踪したと聞いていたが、やはり死んでいたのか。

「あの老人はわたくしに忠義を尽くすふりをしながら、実は体よくわたくしを魔術ソルセルリの実験台に使おうとしたのです」

　苦々しい面持ちで、老婦人は吐き棄すてた。
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「不老不死の身体が欲しくはないですか」

　ジャン・ド・クランがヨランドにそう囁ささやきかけてきたのは、一年と少し前、寒い冬の夜のことだった。

「あなたも老いた。いずれ死ぬ。だが、まだイングランドとの戦争は終わっていない」

　暖炉に手をかざしながら、ヨランドは悪魔の囁きにも似たその男の言葉を、じっと聞いていた。

　婿であるシャルル王は、決して愚鈍でも無能でもないが、決断力に欠け、頼りない。『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』という奇き蹟せきによって戴冠を果たすことはできたが、ジャンヌの死により、その奇蹟ももはや望めない。フランスを一人で背負わせるのは、いかにも荷が重かった。

「それは、お嫌でしょう。私の魔術ソルセルリの力があれば、あなたの寿命を延ばし、百年、二百年先まで生き延びさせることができる」

　クランは評判のよくない男である。裏切りと殺人、略奪、暴行と数々の悪行で自己の権力を拡大させてきた悪党であった。普通なら、信用などしないところだ。

　だがヨランドは、その誘いに乗った。フランス王家のために、まだまだ死ぬわけにはいかなかった。二ヶ月をかけて、クランは周到な準備を施し、祭壇をつくり、魔法陣を描いた。領内からさらってきた子どもの心臓を生いけ贄にえに捧ささげ、偶像に祈りを捧げた。ヘブライ語の呪文を唱え、寝台に横たえたヨランドの身体に呪力が秘められた図像を描いた。

　それは、魔法使いソルシエとしての彼の知識と経験の集大成であったのだろう。だが──。

「これは……この力は、何!?」

　ヨランドは、力を得た。だがそれは、不死の身体ではなかった。儀式が終わり、水を飲もうとしたヨランドは、クランから受け取った銀の水差しを、ぐしゃりと潰してしまった。立ち上がろうと寝台の縁をつかんだとき、固いブナの木でできた寝台が、真っ二つに割れてしまった。どんな大男でも簡単にねじ伏せることのできる腕力だった。

　クランの魔術ソルセルリは失敗した。ただし完全な失敗ではなかった。ヨランドは本来得られるはずだったものとは違う能力を得たのである。

　ヨランドは、激怒した。絶対に失敗はしない、とクランは保証していたではないか。

「さてはお前、わたくしの身体で、試しましたね。上手うまく成功するか試してから、自分にも魔術ソルセルリをかけるつもりだったのですね。自分が長生きをしたくて、わたくしを実験台にしたのですね!?」

「ヨランド様……違うのです、これは……」

「ではわたくしも、お前の身体で試すとしましょう」

　ヨランドの右手が、クランの首をつかんだ。それだけで、彼の首はへし折れてしまった。そのまま、力を込める。たちまち紫に変色していく彼の顔を、ヨランドは無言で見つめていた。悪党にふさわしい最期だと思った。
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「そうしてわたくしは、図らずもこの力を得ました。何ともおぞましい、この『剛健無双フイルミトウード』の力を」

　語り終えると同時に、ヨランドはジャンヌに襲いかかった。剣を失ったジャンヌには、対抗するすべがない。老婦人の手が、ジャンヌの身体からだに伸びる。

　ヨランドは左手でジャンヌの脇腹をつかむと、右手を金髪の娘の胸めがけて、一気に突き出した。一瞬のことだった。

「……！」

　ジャンヌの悲鳴は、悲鳴未満のかすれた声となって暗闇に消えた。血の勢いよく噴き出る音が、彼女の苦痛を代弁した。

「やめろ、やめてくれ！」

　ギョームは、吠ほえた。ジャンヌは不死である。何をされても、おそらく死ぬことはない。それでも、見ていられなかった。彼女が苦しむようなことは断じて許せなかった。何もできない自分が、恨めしかった。

　ヨランドは嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべ、ジャンヌの胸に突き入れた右手をひねった。何をしているのかは明らかだった。心臓を、素手で握り潰したのだ。異常というしかない握力であった。

　蒼そう白はくな顔で倒れ込むジャンヌに、ヨランドは嗜虐的な視線を向ける。

「さて、どうなりますかね」

　心臓を潰されて生きていられる人間はいない。だが、ギョームが固かた唾ずを吞のんで見守る中、ジャンヌの身体は、少しずつ、小刻みに痙けい攣れんを始めた。心臓が再生し、傷口が塞がり、やがて彼女はむっくりと起き上がった。

「こんなに情熱的に抱きしめられたのは初めてですよ、ヨランド様」

　ギョームは、安あん堵どのため息を吐つく。減らず口を叩く余裕のあるうちは、大丈夫だ。

「心臓を突いても死なない、というのは、本当のようですね」

　一方、ヨランドも涼しい顔である。今のはほんの序の口だとでも言いたげだ。

　ジャンヌは、再びフィエルボワの剣を手に取ろうと、それが突き刺さった石壁の方角に走る。だが、ヨランドはそれを許さない。不死の娘の前に立ちはだかり、腕をつかもうとする。ジャンヌの手の中で、何かが光った。服の裏に隠し持っていた短剣を、閃ひらめかせたのだ。意外なジャンヌの行動に、ヨランドが目を見開く。

「よし、いいぞ！」

　思わず声を上げたギョームを尻目に、ジャンヌは短剣をヨランドの腕に叩きつける。どれほどの怪力を誇ろうとも、筋肉そのものを断ち切ってしまえば、無力になるはずだ。この短い時間のうちに、ジャンヌはそこまで計算して、作戦を立てたのだ。

「うおおおおおっ！」

　ジャンヌの叫び声が、暗い地下室にこだました。短剣はヨランドの右腕に深々と突き刺さった──かに見えた。

　乾いた音がして、ヨランドの腕は鋭利な得物を弾はじき返した。ジャンヌの手から、短剣が虚むなしく転がり落ちる。『剛健無双フイルミトウード』の力を得た頑強極まりない筋肉は、鋼鉄のように硬くなっていたのだ。失敗を悟り、ジャンヌは舌打ちした。

「そんな……そんなことが……」

　ギョームは呆ぼう然ぜんとするしかない。どうしたらいい？　どうしたら、ジャンヌはこの怪物に勝てるんだ？　不死の力を持っていても、ヨランドに通用する攻撃がなければ、手詰まりじゃないか。

　次の瞬間、ジャンヌの左腕を、ヨランドの右手がとらえた。たちまちにして、『神に遣わされた乙女』の腕は、ありえない角度に折れ曲がる。ジャンヌが苦痛に顔を歪ゆがめると、ヨランドはにやりと笑い、片手で彼女の頭をつかんで持ち上げた。ジャンヌはもがき、その脚がじたばたと前後に揺れる。

「ああ……ジャンヌ！」

　ギョームの叫びも虚しい。ヨランドはそのままジャンヌの頭部を、ぐしゃり、とひねり潰した。血が噴き出して、黒い修道服を真っ赤に染める。

「……！」

「心臓を突いても死なないことは分かりました。でも、頭を潰したらどうかしら？」

　もはや興味を失ったとばかりに、ヨランドはジャンヌの身体を投げ捨てる。頭部を潰された金髪の娘は、そのまま起き上がらない。ぴくりとも動かない。

「死んだようですね」

「そんな……」

　ギョームの頭の中は、真っ白になる。ジャンヌは、不死身ではなかったのか。

　本当に、死んでしまったのか。

　そんな。まさかそんな。

　いや、そのうち、また不意に動き出すに違いない。じきに潰された頭部も再生し、何事もなかったかのように、けろりと剣を振るい出すに違いない。そう信じたいギョームだが、ジャンヌが動き出す気配はない。

　どういうことなんだ。なぜ、復活しないんだ。

「さて、お前にも聞きたいことがあります」

　ヨランドは、ギョームに視線を移す。

「お前は何ができるのかしら？」

「何、とは？」

「とぼけないで頂戴」

　ヨランドの眼光は鋭く、見つめられただけでギョームの足はすくんだ。

「何の取り柄もない男を、ジャンヌが連れているはずがありません。きっとお前は、ジャンヌやわたくしにも劣らない、特別な力を持っているはず。もしや、ルーアンで死んだはずのジャンヌを蘇よみがえらせたのは、お前ではないですか？」

　ヨランドは、誤解している。

　ギョームが『死霊対話術ネクロロギア』を用い、王やトレモイユと話をする場面を目撃しているのは、ジャン・ドーロンだけである。ジャンヌの忠実な従者であった彼が、ヨランドに情報を漏らすとは考えづらい。とすれば、彼女は知らないのだ。

「だとしたら──だとしたらお前は、わたくしを不死者に……」

　この誤解は利用できる。ギョームはそう考えた。ヨランドが勘違いをしている限り、自分はすぐさま殺されることはない。時間稼ぎができる。

　あることに気付いて、ギョームは希望の光を見たような気がした。この状況を打開できるかもしれない。いや、必ずできる。ヨランドは、まだ気付いていない。今なら、まだ勝機はある。

「そんなに不老不死になりたいのか？」

　挑発するように、ギョームは言った。

「なりたいわ。ああ、あの馬鹿な男が、ジャン・ド・クランが失敗さえしなければ、わたくしはこんな苦労はしなかったのに」

「死ぬのが怖いのか？」

「怖くなどありません。ですが、わたくしにはやらなければならないことがあるのです。それがある限り、死ねません。絶対に。わたくしは、死んではならないのです」

　ギョームは眉をひそめた。クランの怪しげな魔術ソルセルリに頼り、今またギョームにすがろうとしている。ヨランドは、よほど不死への執着が深いようだ。

　生ける者は、必ず死ぬものだ。神はそのように人間を作ったのだ。それなのに、この女はそれを拒もうというのか。

「では、取引をしよう、ヨランド・ダラゴン」

「取引？　そんな回りくどいことをするつもりは、わたくしにはありません」

　ヨランドが悪魔的な笑みを浮かべた。ギョームにつけ入る隙を与えるつもりは、毛頭ないらしい。力に訴えて、彼を無理やり従わせるつもりなのである。

　腰が砕けそうになりながら、みっともなく、這はいつくばるようにして、ギョームはそろそろとヨランドから距離をとった。ヨランドが、ゆっくり近づいてくる。

　石壁に掛けられた、長い木の棒を見つけて、手に取った。門扉のかんぬきであろう。ヨランドに突き出して、牽けん制せいする。

「取引をしよう。お前が暴力に訴えるつもりなら、俺は何も話さない」

「悪あがきですか。みっともないですよ」

　ヨランドは、たやすくかんぬきを払いのける。ギョームの首に、ヨランドの手がかかった。だが、すぐには力をかけない。いつでもギョームを縊くびり殺せる状況をつくった上で、彼女は彼を脅迫した。

「教えなさい。それとも、痛い目を見ないと分からないかしら」

　狂気の眼まな差ざしが、ギョームを鋭く突き刺した。魅入られたように、彼はヨランドの濃紺色の瞳を見つめ返した。

　ヨランドがさらに何か言おうとしたとき、その背後から、光り輝く剣が突き出された。まっすぐにヨランドの首を刺し貫いたその剣を握り締めるのは、ジャンヌであった。

「……ごめんなさい、ヨランド様」

　血を吐き散らして崩れ落ちるかつての恩人に、ジャンヌは冷たい表情で呟つぶやいた。ひねり潰されたはずの彼女の頭部は、すっかり元通りになっていた。
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「ヨランド様は、ちゃんとわたしの身体をバラバラに切断して、別々に壺つぼにでも入れて封印しておくべきだったのだ」

　ヨランドの遺体を冷たい瞳で見下ろして、ジャンヌは呟いた。

「そうすれば、さすがのお前でも死ぬのか？」

「いや」

　ジャンヌは金の髪を揺らした。

「復活に多少、時間がかかる」

　けろりとした顔で言うジャンヌに、ギョームは呆然とする。この人は、本当の本当に不死身なのだ。いったいどんな奇き蹟せきが、彼女の身に起こっているのか。

「わざと、死んだふりをしていたのか？　ヨランドを欺くために」

「わたしはこう見えてもか弱い女だからな」

「策略を用いないと、彼女のような怪物には勝てない、と？」

「そうだ」

　よく言う、とギョームは呆あきれたが、案外、本音なのかもしれない。ジャンヌは不死身とはいえ、ヨランドのような怪力の持ち主であるとか、常人離れした敏びん捷しよう性せいを備えているとか、そういったことはなさそうな様子である。ただ戦うだけなら、並みの人とそれほど変わらないのであろう。正面からヨランドと戦って勝つのは、困難であったのだ。

「お前こそ、わたしが復活したのに気付いて、注意を惹ひきつけてくれたな」

「あ、ああ。それしか勝ち目がないと思ったからな」

　ヨランドの関心がギョームの持つ能力に向き、ジャンヌの「遺体」からわずかに注意が逸れたそのときになって、ジャンヌの潰れた頭部は徐々に再生が始まった。どのような理屈によるものかは分からないが、彼女は自身が生き返るタイミングを操作できるらしい。彼女の意図を察して、ギョームはフィエルボワの剣が刺さった壁がヨランドの死角になるように誘導した。それにより、ジャンヌは剣を引き抜いて彼女を背後から襲うことができたのだ。

「お前を連れてきてよかった」

「初めてお前に感謝されたな」

　ギョームは笑ったが、ジャンヌは別段面白くもなさそうに、死んだヨランドの方に向き直った。

　ヨランドの方は、やはり不死身ではなかったらしい。首を剣で貫かれて、絶命している……ように見える。

「確かに死んでいるんだろうな……？」

　ギョームが恐る恐るヨランドに近寄ると、涼しい顔で、ジャンヌは言った。

「間違いなく」

「どうして分かる？」

「首を剣で貫かれて死なない人間なんているものか」

　ジャンヌは真顔である。どうしてそんな変なことを言うのか、という表情で、彼女はヨランドの上半身を起こした。首にフィエルボワの剣が刺さったままの状態で、独房の鉄格子に寄りかからせる。

「そんなことよりも……」

「わ、分かった。話しかけてみよう」

　ここからは、『死霊対話術ネクロロギア』の能力を持つギョームの出番である。深呼吸をして、彼は死者への第一声を発した。

「ヨランド様。私はルーアン異端裁判所の書記官、ギョーム・マンションだ。少し話をさせてくれ」

「嫌と言っても、無理やりわたくしの口を開かせるつもりなのでしょう？」

　ヨランドの口が開き、目が動く。

「何でも訊ききなさい。ただし、愚かな質問には答えませんよ」

　死してなお自信に満ちあふれた態度である。

「ヨランド様。あなたはパリ攻めが失敗した後、ジャンヌに『裏切り者』がいると告げているな。その『裏切り者』は、あなた自身だったのか？　トレモイユは、そう信じていたようだが」

「まさか。そんなわけが、ありません」

　その一言に、ジャンヌが困惑の表情を見せる。ギョームも、やや意外な印象を受けた。今さらヨランドに潔白を主張されても、信じられるわけがない。

「わたくしがジャンヌを裏切ったのは、それよりもずっと後のことですから」

　ジャンヌが目を見開く。ヨランドは、言葉を続ける。

「ジャンヌが敵の捕虜になったときです。あのとき、わたくしはジャンヌを見捨てました。『神に遣わされた乙女』の伝説は、もう終わったのだと思ったのです。イングランド軍はどんな手を使ってでもジャンヌを処刑するでしょうし、何をしても無駄だと思ったのです。だからわたくしは、ジャンヌを諦めるよう、王に進言しました。だからトレモイユは、わたくしが『裏切り者』だと思い込んだのでしょう」

「使えるときは使って、用済みになれば切り捨てたというわけか。実に卑劣だな」

「これはおかしなことを言う。わたくしはジャンヌの味方でしたよ」

　心外だ、と言わんばかりである。

「一介の村娘を神に遣わされた乙女であると王が認めたのは、わたくしの口添えがあったからです」

「でも、ジャンヌを見捨てたのだろう？」

「ジャンヌは自分の利用価値を示して、わたくしの後ろ盾を求めたのです。価値がなくなったら見捨てるのは当然。ジャンヌ、あなたもそう覚悟していたのでは？　フランス王家のために命を投げ捨てたのです。本望でしょう」

　後ろめたい気持ちは、まるでない様子である。

「他人ひとの命を、まるで虫けらのように……」

「あら？　自分が虫けらよりも上等な存在だとでも？」

　怒りを露あらわにするギョームを、ヨランドはせせら笑った。

「すべては、フランス王家のための駒です。わたくしは、王家が何よりも大切だと考えています。今も王家のために動いています。ジャンヌだって、そのはずですよ」

「ジャンヌは、フランスの民のために立ったんだ。国王をランスの街まで導き、戴冠式を挙行させたのも、それが民のためになると『神の声』が告げたからだ」

　決然として、ギョームはヨランドの言葉を否定した。民のために。異端裁判のとき、ジャンヌのそんな言葉を何度聞いたことか。戦禍から民を救いたい。親を亡くす子や、子を弔う親をなくしたい。そんな思いで、彼女は村を飛び出したのだ。そしてその思いは、今も彼女の中にあるはずだ。

「まあ、綺き麗れい事ごとをおっしゃること。でも、確かにそうでしたわね。ジャンヌ、あなたはそんな子でしたね」

　ヨランドの呼びかけに、無言で、ジャンヌは頷いた。たちまちヨランドは悪魔のような表情になった。

「あなたのそんなところが、わたくしは大嫌いでしたのよ」

　ジャンヌは眉をひそめる。ヨランドは、言葉を続ける。

「『神の遣わした乙女』『オルレアンの英雄』などともてはやされていましたが、兵士たちの中にも、ジャンヌに不満を持つ者もいたのです。パリ攻めが失敗したのは、ジャンヌのせいでもあるのですよ」

「どういう意味だ？　なぜパリ攻めの失敗が、ジャンヌのせいになる？」

　ジャンヌが首都奪還のための軍事行動を強く主張したのに対して、シャルル王はそれに消極的で、援軍を送らず、ジャンヌは孤立無援の戦いを強いられたと聞いている。だとしたら、責任は国王にあるはずだが。

「ジャンヌが略奪を禁じたからです。兵士たちの気晴らしのために、とても有効な手段であるのに、神がそれを認めていないからと、ジャンヌは馬鹿正直に略奪を兵士たちにやめさせました。徴発権の行使も行いませんでした」

　徴発とは、国王が一方的に定めた価格で必要な物資を強制的に買い上げることをいう。兵士たちに補給を受けさせるためにやむを得ず行う処置だが、民からすれば自分たちが汗水垂らしてつくったパンやワインを、相場よりもはるかに安い価格で軍隊に巻き上げられるのだから、たまったものではない。だが、それを禁止したのは失敗だったのだ、とヨランドは主張する。

「従軍娼しよう婦ふを、剣で追い返したこともあったそうですね。そのような潔癖さが、裏目に出たのです。略奪もできず、女も抱けないとあっては、兵士たちの間で厭えん戦せん気分が高まるのも当然です。だからパリ奪還は時期尚早、と王も判断したのです」

　勝っているうちは、それでもよかった。兵士たちは、ジャンヌを『天使アンジエリク』だの『聖女』だのと褒めそやした。だが、パリ攻撃に失敗すると、彼らはたちまち手のひらを返した。

「兵士の支持を得られぬ指揮官に、用はありません。私はジャンヌよりもずっと優れた指揮官を、王に推挙するつもりでおりますのよ。ブルターニュ公の弟、リッシュモン伯アルテュール殿です。ジャンヌ、あなたは一度、彼とともに戦ったことがあるでしょう？」

　ヨランドの言葉の中に、ほんのわずかな違和感を、ギョームは感じ取った。気のせいか……？　いや、だが、ヨランドは何か間違った前提の下に、話をしている。

「パリの郊外に、エサンという小さな村がある」

　と、突然、ジャンヌが話に割って入った。珍しいことだった。

「半年前、イングランド軍によって略奪を受けた。興奮した兵士たちは、村に火を放ち、狼ろう藉ぜきの限りを尽くした。村民のほとんどが死んだ。フランス軍は、ちょうど近くまで進軍していたが、それを止めようとはしなかった。その軍の中に、あなたがいたと聞いている。あなたがそう指示したのだな？」

　ジャンヌは、いったい何の話をしている？　ギョームには分からない。

「無益な交戦を回避しただけです。わたくしはフランス王家の守護者として、それにふさわしい行動をしているだけです。これからも、同じ状況になれば、同じ指示を出しますよ」

「……王家に救いを見み出いだした民を、王家が見捨てるのか？」

　静かな怒りをたたえて、ジャンヌは糾弾する。ジャンヌがこれだけ饒じよう舌ぜつになるのは、極めて稀まれなことだ。よほど歯がゆい思いを抱えているのだろう。

　ギョームは、ようやく違和感の正体に気付く。ヨランドは、おそらく理解していない。当然理解しているものだと思っていたが、実はまるで分かっていない。ならば、とギョームは彼女に問いかけた。

「フランス王家のために生命を投げ捨てるのは本望だと、先ほどあなたは言ったな？」

「ええ、そうですよ」

「では、あなた自身も、王家のためなら生命を捨てるのか？」

「わたくしも、王家のためなら喜んで首を差し出しますよ。当然でしょう」

　ヨランドは胸を張る。それを見て、ギョームは確信した。やはりヨランドは気付いていないのだ。

「では、そのまま死んでいていただこう」

　静かな怒りに打ち震えながらのギョームの言葉に、ヨランドは一瞬、きょとんとする。その視線が、下を向く。そして驚きよう愕がくに目を見開いた。

　彼女はようやく気付いたのだ。自身の喉元から生えている、光り輝く剣に。

「えっ……こ、これは……」

「今さらお気付きですか。ご自身が『もう死んでいる』ことに」

　ヨランドはジャンヌの剣に後ろから首を貫かれ、一瞬で絶命した。自分が死んだことに気付く暇もなかった。さらにギョームの『死霊対話術ネクロロギア』という能力のことを、彼女は知らなかった。だから今何が起きているのか、彼女は正しく認識するすべを持たなかったのだ。

「これは何……？　何が起きているの……？　どうして、わたくしの首に、剣が突き刺さっているの？」

「まずはこちらの質問に答えていただこう、ヨランド様」

　巧妙に、ギョームはそのような言い方をした。答えたら助ける、とは彼はひとことも言わなかった。だが、ヨランドはそのことに気付いていない。

「答えるわ。何でも答えるから、わたくしを助けて。わたくしは今、死ぬわけにはいかないのです。王家のためにも。みんなが、わたくしを頼りにしているのです。わたくしが死ぬわけにはいかない」

「審査記録を破棄したのはあなたか？」

　ギョームが問うと、ヨランドはわなわなと震えながら、喚わめき散らした。

「何のこと？　審査記録って、異端裁判の？　ルーアンにあるものが、どうして──」

「まだ白を切る気なのか？」

　ジャンヌが口を挟んだ。それ以上何も言わない彼女に代わって、ギョームは説明した。

「ポワティエの審査記録だ。裁判所の事務員が、あなたの指示だと証言している」

「審査記録が破棄されたことは、知っていたわ。でも、わたくしは何も指示してはいません。噓うそじゃないわ。だからお願い。わたくしを助けて。王家のために、わたくしはこれからも働かなければなりません。こんなところで、死ねないのです」

「ジャンヌ。ヨランドの言っていることは、多分、事実だ」

　ヨランドがシャルル王に、ジャンヌを見捨てるよう進言したことは確かだろう。だが、記録を破棄させたのは、ヨランドではない。

「今の反応で分かった。彼女は本当に知らない。犯人は別にいる」

「ギョームが言うのなら、そうなのだろう」

　ジャンヌは、ため息を吐ついた。

「分かった。ヨランド様、あなたを生き返らせてやってもいい」

「えっ」

　ギョームは驚きの声を上げた。

「本当に生き返らせるのか？　だって、彼女がお前を見捨てたのは、確かなのだろう？　復ふく讐しゆうの対象者なんじゃないのか？」

　すでにジャンヌは、シャルル王とトレモイユをも、生き返らせている。復讐と言いながら、結局、どの相手も生き返らせてしまうつもりなのか。

　本当に、彼女の目的は復讐なのか。何か別の意図があるのではないか？

「本当に？　本当に、そんなことができるの!?　わたくしは、助かるの!?」

　歓喜に目を光らせるヨランドに、ジャンヌは釘くぎを刺した。

「わたしがあなたを生き返らせるのは、あなたを助けるためではない。苦しめるためだ。『神に遣わされた乙女』を見殺しにしたことを、あなたは後悔しながら余生を過ごすのだ。これからは王家のためではなく、民のために生きよ。イングランドとの絶え間ない戦争を終わらせるために、力を尽くせ。あなたがそれを放棄したとき、わたしはまたあなたを殺しに行く。一生、わたしの影に怯おびえ、毎晩のように悪夢にうなされながら、生きるがいい。それがあなたの贖しよく罪ざいだ」
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　ポワティエから三日の小さな村の外れに、その質素な墓地はあった。修道女の姿をした金髪の娘とともに、ルーアンの書記官は老樹シユニユの下の粗末な墓と向き合った。死者の名は記されていない。

　ジャンヌに言われるまま、ギョームは墓を暴く。鍬くわで土を取り除き、棺かん桶おけを掘り起こし、その中に納められていた頭蓋骨を取り出した。力仕事に慣れていない彼にとっては、なかなかの重労働である。

「ジャン・ド・クランだな？」

　死者の髑どく髏ろに、ギョームは話しかけた。クランはヨランドに仕える有力貴族の一人であり、本来なら由緒ある寺院にでも葬られてしかるべきである。だが、彼はヨランドに殺されて、密ひそかにこの小さな墓地に葬られていたのである。

　ギョームが言葉をかけた途端、頭蓋骨の眼がん窩かの奥に、赤黒い光が宿った。『死霊対話術ネクロロギア』の力によって、仮初めの魂が宿ったのだ。

「死者たる俺に話しかける者は誰だ？」

「俺はルーアン異端裁判所の書記官、ギョーム・マンションという者だ。こちらの女性については、お前も知っているだろう？」

「ほう！　これは！」

　面白いものを見たとばかりに、クランの髑髏は歯をかちかちと鳴らした。

「『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』か！　あの世で出会わぬから、めでたく天国パラデイに行ってしまったのかと思っていたが、まだ地上にいたか」

「……今のところは、な。地獄アンフエルでの暮らしには、もう慣れたか？」

「おかげさまでな」

「ジャン・ド・クラン。俺たちは、ヨランド・ダラゴンに会ってきた」

　髑髏の表情は分からない。だが、間違いなく「蒼あおざめて」いた。

「まさか、殺したのか？　ヨランド様を……」

「彼女は生きている」

　そう言って、ギョームはクランを安心させた。「一度ジャンヌに殺されたが、『蘇生術レヴオカーテイオ』によって生き返った」などと、わざわざ伝える必要はないだろう。

「ポワティエの審査記録を破棄したのは、お前だな？　お前がヨランドの名を勝手に使い、裁判所に命じて破棄させたのだな？」

「そうだ。俺が破棄させたのだ。ヨランド様に断りを入れず、独断でな」

　やはり、そうだったのだ。ギョームは頷いた。

　ジャンヌを見捨てると決めたヨランドだが、ことさらに審査記録の破棄を命じたりはしなかった。そんなものに、彼女はほとんど関心がなかった。何が書いてあるのかも知らなかっただろう。ラテン語で書かれた公的文書を読むには専門的な識字の知識が必要で、それを彼女は持ち合わせていなかったはずだからである。

「なぜそんなことを？」

「ポワティエの審査は、ヨランド様が主導して行われた。そのことは審査記録にもしっかり書かれていた。ジャンヌがルーアンの裁判で異端と断じられたとき、もしポワティエの記録が残っていたら？　ポワティエで異端者ジャンヌにお墨付きを与えた者の責任も、問われることになるだろう。つまりヨランド様だ。俺はヨランド様を守りたかったのだ」

　少しためらってから、クランは言葉を続けた。

「俺はヨランド様を、ずっとお慕いしていた。老いてもなお美しいヨランド様を」

　それは、若いギョームにはない発想だった。確かにヨランドは皴しわも少なく気品に満ちあふれた容姿の持ち主だが、あくまでも「年の割には若く見えるな」という程度の印象でしかない。恋愛の対象として見ている者がいるなどとは、思いつきもしなかった。

「俺はどうにかしてヨランド様の美貌を、永遠のままにしたかった。彼女が死ぬところなど、絶対に見たくなかった。だから魔術書を読み漁あさり、『不老長寿の解法ユヴエンタ・ペルペトウア』を完成させた。彼女は老いることなく、百年、二百年の寿命を保つはずだった。だがあと一歩のところで、俺の魔術ソルセルリは失敗した。失敗してしまったのだ！」

「ヨランドは、自分がお前の魔術ソルセルリの実験台にされたと思い込んでいたぞ」

「ああ。俺がヨランド様に殺されたのは、自業自得だ。まさかお慕いしていた人に殺されるとは。だが、俺は悪いことをたくさんしてきた。政敵を何人殺したか分からない。領民たちからも過酷に取り立てた。だからこれは罰なのだろう」

「罰……？　ふざけるな！」

　怒りに身を震わせながら、ギョームは言った。

「そのせいで、ジャンヌはルーアンでの異端裁判で、無罪を勝ち取ることができなかったんだぞ？　お前のせいで……！」

「……ルーアンの異端裁判は、イングランド人どもの命を受けた、ピエール・コーションの一人芝居だ。ジャンヌが異端と断罪され、処刑されることは、既定路線だった。今さらポワティエの記録を持ち出したところで、それは覆らなかったはずだ」

「それでも！　それでもジャンヌは、一いち縷るの望みを、審査記録が法廷に提出されることに託していたんだ。それが、失われたんだぞ！　お前のせいで！」

　稲光が目を眩くらませ、雷鳴が轟とどろいた。ギョームが振り返ると、ジャンヌの手に、フィエルボワの剣が握られている。クランの髑髏に剣を向けて、ジャンヌは虚むなしく呟つぶやいた。

「お前を殺したかった」

　そのまま髑髏に剣を叩たたきつけた。額に、ひびが入った。眼窩には、だが赤黒い光が灯ともったままである。

「わたしが殺したかった。他の誰でもない、わたしの力で、わたしのこの剣で、お前を殺したかった」

「そうか、それは残念だな。俺も、お前に殺された方がよかったな。愛する女性ひとに殺されるのは、なかなかつらいものだぜ」

　クランは笑った。悪行の報いとはいえ、確かにそれはむごいことには違いなかった。ギョームは、静かに命じた。

「もういいだろう。死者よ、眠れ」

　クランは、黙った。ジャンヌはため息を吐き、クランの遺骸を埋め戻すよう、ギョームに命じた。

「生き返らせないのか？」

　怪け訝げんな顔でギョームが尋ねると、ジャンヌはうつむき、そっと首を横に振った。

「彼はもはや、地獄アンフエルの世界の住人だ。わたしの手の届かないところにいる。永遠に、ずっと、彼は恐ろしい地獄アンフエルを彷徨さまようのだ」

「永遠に……」

「そうだ。この世が終わっても、太陽が朽ちても、ずっと、未み来らい永えい劫ごうにだ」

　それがどれほど恐ろしいことか、ギョームには想像がつかなかった。
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　その夜、村の粗末な宿に、産卵直後の雌めん鶏どりのような甲高い叫び声が響き渡った。

「大変大変！　ギョームさん、起きて！」

　棺かん桶おけを掘り起こしてまた埋めるという肉体労働をして疲れ切ったギョームは、部屋に入るなり即座にベッドで眠りについていたが、オーヴィエットの声に叩き起こされることになったのである。

「ジャンヌさんが熱を出したの。様子が普通じゃないの！　早く来て！」

　慌てて服を着、燭しよく台だいに火を灯して、ギョームはジャンヌとオーヴィエットの部屋に駆けつける。ベッドの中で眠る金髪の娘の額には、汗の粒が浮かんでいた。何か恐ろしい悪夢でも見ているのか、激しくうなされ、呻うめき声ごえを上げている。

「うう……うう……ああ……」

　ギョームは医者ではない。どのような病なのか、見当もつかない。ただの風邪だとよいが、心臓を刺されても、頭を潰されても死なない不死の者が、ごく普通の風邪にかかって苦しんだりするものだろうか。もっと恐ろしい病気、もしくは呪いのようなものなのではないか。

「昼間、何かあったの？　ジャンヌさん、あんまり顔色がよくなかったけど」

「大したことじゃない」

　墓を暴いていたとは、さすがに言えない。オーヴィエットは村の広場に物資の調達に行っていたので、二人が何をしていたか知らないのだ。ギョームは、ジャンヌの枕元に顔を近づけた。

「ジャンヌ！　ジャンヌ！」

　むき出しの肩をゆすりながら、声をかける。

「大丈夫か、ジャンヌ！」

「そう……そうだ、わたしはジャンヌ。『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』……」

　うわ言を、ジャンヌは呟いた。ぎょっとして、ギョームは彼女から手を放した。ジャンヌの唇から発せられる言葉は、やがて激しい叫び声へと変わっていく。

「わたしは、ジャンヌ。神に遣わされた、乙女。そのわたしを、奴らは、火ひ炙あぶりにした……憎い……憎い……復讐を！　わたしを殺した奴らに、復讐を！」

「ジャンヌさん……？」

　オーヴィエットが、みるみる蒼ざめていく。まずい。ジャンヌの復ふく讐しゆう者としての本性を、快活な少女に知られてしまうのは、致命的な失敗になりかねない。

「あの男が憎い……ピエール・コーション……。コーション！　お前は、今どこで何を!?」

　ジャンヌに「異端」の烙らく印いんを押した裁判長の名を、彼女は呼んだ。やはり、彼女が最も憎んでいるのは、イングランド軍の手先となって彼女を火炙りにした、あのボーヴェー司教なのであろう。

「お前のせいで！　お前のせいでわたしは！」

　ジャンヌは目を開いた。その若緑色の瞳は充血し、狂気を孕はらんでいる。ベッドから今にも飛び上がりそうな勢いで、ジャンヌはギョームを罵った。

「お前がわたしを殺したのだ、ボーヴェー司教コーション！　お前が！　お前が！　お前が！　熱い……！　苦しい……！　どうして、どうしてわたしがこんな目に……！」

「落ち着け！　俺はコーションじゃない！」

　だが、ギョームのその言葉は、ジャンヌの耳には届かなかった。

「お前の胴を切断し、お前の心臓を三度抉えぐり、お前の首を七度切り落とすまで、私の気は晴れないだろう。神の名にかけて、殺す！　必ず殺してやる！」

「いやっ、殺さないで！」

　オーヴィエットが悲鳴を上げた。普段の元気な彼女とはまるで違う、か弱いちっぽけな少女の姿がそこにあった。泣きながら、彼女は崩れ落ちるようにしてその場に座り込んだ。

「ジャンヌさんが、あたしを……」

　そのときギョームは、小さな少女の小さな顔に、凄絶な死の覚悟を見た。何度も死地をくぐり抜けた熟練の傭よう兵へいが、矢も尽き、味方もすべて失って、ただ一人、傷だらけになりながら多数の敵に囲まれたときにするような、悲壮な死の準備の表情である。いったいどんな体験をしたら、その年齢で、そのような顔ができるのか。

「ジャンヌさん……また、またあのときみたいに、あたしを殺すの……？」

　わなわなと震えるオーヴィエットに、ジャンヌは無慈悲に宣告した。

「殺す？　そう、わたしはお前を殺す」

　もはや一刻の猶予もない。ギョームは平手で、ぴしゃりとジャンヌの頰ほおを打ちすえた。

「ジャンヌ！　目を覚ませ！　お前の目の前にいるのは、復讐すべき憎い敵じゃない。オーヴィエットだ。お前の大事な従者だ」

「オー……ヴィエット？」

「過去に何があったか、俺は知らない。だが、今のお前にとって、オーヴィエットは殺すべき敵じゃないだろう？　大事な、家族のような存在じゃないのか」

　オーヴィエットが倒れ込んだ。緊張と恐怖のあまり、失神しかけたようだった。それを慌てて支えながら、ギョームはジャンヌから目を離さない。蒼そう白はくになったジャンヌは、か細い呻うめき声を上げた。

「ああ……オーヴィエット」

「ジャンヌ……さん？」

「すまない。わたしは、なんてことを」

　ジャンヌは、我に返ったようだった。まだ顔色は悪く、目は虚うつろだ。いつものジャンヌの勇ましさや冷徹さは、どこにもない。だが、意識は確かにあるようだった。

「オーヴィエット、その……」

　すすり泣きながら、おずおずと声をかけるジャンヌに、オーヴィエットはうつむき加減に応える。

「えっと、あたし、下階したに行って、お水を取ってくるね」

　そそくさと、部屋の外に出る。さすがに気まずいようだ。ギョームは口を開いた。

「恐ろしい悪夢を見たんだな。今までも、こんなことはあったのか？」

　落ち着かせるために背中に手を回そうとして、ギョームは今さらながら気付いた。ジャンヌは、眠りに就くために服を脱いでしまっている。なだらかな肩はもちろん、白い胸も半ばまで見えている。

「す、すまない」

「気にしなくていい」

　慌てて後ろを向くギョームに、ジャンヌは泣きながら声をかけた。彼女らしくもなく、妙にしおらしくなっている。ギョームの背に、ジャンヌは語りかけた。

「これまでも悪夢を見たことがあったか、との質問だったな。そうだ、何度も見ている。わたしは復讐ヴインデイクタの衝動に、いつも駆り立てられている。ジャン・ド・クランにわたし自身の手で報いを受けさせることができなかったから、その欲求が行き場をなくし、おぞましい悪夢の形をとったのだろう」

　それでジャンヌは話を終わらせようとした。だが、ギョームにはまだ、訊きいておきたい、いや、訊いておかなければならないことがあった。

「お前がオーヴィエットを殺したというのは、本当だったのか」

　オーヴィエットは、自分がジャンヌに殺されたということを知っていた。ジャンヌの作り話などではなかったのだ。

「だが、俺にはとても信じられない。お前は恐ろしい復讐者だが、無関係の者までむやみに殺す奴とは思えない」

「……話をしても、よい時期だろう」

　衣きぬ擦ずれの音が、かすかに聞こえた。ジャンヌは起き上がって、服を着始めたようだ。

「オーヴィエットは、エサンという村で生まれた」

　その名をジャンヌから聞くのは、二度目である。死者となったヨランドと話をしていたときに出てきた村の名だ。唐突な話題であったから、記憶に残っている。

「ある日、そのエサンの村にイングランド軍が襲来し、物資を略奪し、民は暴行を受けた。とりわけ若い娘たちは兵士たちの性欲のはけ口にされ、乱暴された後で殺された。それに激高した男たちが武器をとると、イングランド兵たちは村に火を放ち、村人を手当たり次第に殺し始めたのだ」

「……むごい話だな。しかも、それをフランス軍は助けに行かなかった。ヨランドが、そう指示したのだったな」

「そうだ。当時、既にルーアンの火刑台から蘇よみがえっていたわたしは、何とか村の人たちを救うべく、駆けつけたのだ。だが、間に合わなかった。村は焼かれ、村民は皆殺しに遭っていた。ただ一人、生き残っていたのがオーヴィエットだ。だが、彼女もまたひどい火傷やけどを負い、虫の息だった。天に召されるのは時間の問題だった。だから、わたしが殺した。心臓を、一突きで」
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「フィエルボワの剣で、だな？　あの光の剣で、殺す必要があった」

「気付いていたか」

「ジャン・ド・クランを、お前は蘇らせることはできなかった。お前の剣で死んだわけではないからだ。俺が知っている限り、お前が蘇らせた者は、みんな、お前の剣で殺されている」

「そうだ。わたしの『蘇生術レヴオカーテイオ』は万能ではない。わたしが生き返らせることができるのは、わたしがフィエルボワの剣で殺した者だけだ」

　ヨランドに首をつかまれたときのことを思い出し、ギョームは冷や汗をかく。あのとき彼女に殺されていたら、ギョームは蘇ることができなかったのだ。危ないところだった。

「オーヴィエットを生き返らせるためには、自然な死を待つわけにはいかなかった。だからわたしの剣で殺したのだ。嫌、やめて、殺さないでと泣き叫ぶ、その声を無視して。そして『蘇生術レヴオカーテイオ』を使い、彼女を蘇らせたのだ。孤児となった彼女をどこかに預けて、わたしは去るつもりだった。だが、オーヴィエットの方が、わたしを放さなかったのだ。わたしを慕って、ついてくるようになったのだ。わたしは、彼女を殺してしまったのに……」

「……」

「わたしが彼女を殺したのは彼女を救うためであったことを、どうやらオーヴィエットは悟ったらしいのだ。家族や村のみんなを失い、自らもいったん生命を失うという凄絶な体験をしたにもかかわらず、オーヴィエットは明るく振る舞った」

　どのような思いで、栗くり色いろのくせ毛の少女は、ジャンヌに付き従ったのだろう。自分の心臓に剣を突き刺した女に、それでも恩人だからと、心を寄せたのか。それとも、そのような忌まわしい事実は、とうに忘れ去ってしまっていたのか。

　燭台の炎が、風もないのに揺らめいた。

　オーヴィエットが戻ってくる気配はない。二人の間で大事な話があることを察してくれているのか。

「もう、こちらを向いてもいいぞ」

　ジャンヌが言ったので、ギョームは振り向いた。いつもの修道女の姿のジャンヌがそこにいた。

「いい加減、話してくれないか。お前の本当の目的を」

「本当の目的？　そんなものはない。わたしの目的は、第一に復讐ヴインデイクタ、第二に『裏切り者』を探すこと。それだけだ。わたしを破滅に追いやった者どもに、報いを受けさせるのだ」

「噓うそだ。だったらなぜ、憎くて殺した相手を、わざわざ蘇らせる？」

「それは、生きて苦しむ姿を見たいから……」

「違う。それは噓だ」

　ギョームは、もはや騙だまされない。憎い相手を苦しませたいのなら、少しでも早く地獄アンフエルへと送ってしまえばよいのである。だが、ジャンヌはそうしない。

「俺はもう気付いている。お前の目的が、別にあることを。お前が口にする、その『復讐ヴインデイクタ』というラテン語が何よりの証拠だ。思えば、お前は復讐ルヴアンシユというフランス語を、決して使わない」

　もっと早く、気付くべきだったのだ。その言葉に、特別な意味が込められているということに。

「vindictaヴインデイクタというラテン語には、『復讐』の他に、もう一つの意味がある。『解放』という意味だ。かつてローマ人は、主人が奴隷を自由の身へと解き放つときに『解放の杖ヴインデイクタ』と呼ぶ儀式用の杖つえを使っていた。それで奴隷の頭に触れると、奴隷は自由身分になるんだ」

　ジャンヌにラテン語の教養はないはずだが、何かのきっかけでそれを知り、真の目的を包み隠すために使っているのだろう。

「お前の真の目的は、復讐じゃない。そうだろう？」

　ジャンヌは深いため息を吐ついた。本当は話すつもりはなかったが、ギョームが真実に極めて近い位置にまで辿たどり着いているのを知り、もはや隠す意味などないと悟ったのだろう。

「さあ、話してくれ」

「復ふく讐しゆうの衝動に駆られているのは事実だ」

　しぶしぶといった体で、ジャンヌは口を開いた。

「……身体からだが復讐を求めるのだ。わたしは何者かの魔術ソルセルリによって、不死者として蘇った身。復讐をせよ、殺せ、と、そんな声が常に身体を蝕むしばむのだ。わたしを蘇らせた何者かは──神なのか悪魔なのか、あるいは人間なのかは分からない。とにかくその何者かは、わたしが衝動のおもむくまま殺さつ戮りくを重ねることを、わたしが自分を陥れたすべての人間をわたし自身の手で地獄アンフエルに突き落とすことを望んでいるのだろう。だが、わたしはその何者かの思い通りには動かない」

　若緑色の瞳が、ジャンヌの強い意志を浮かべて光った。

「わたしを裏切り、陥れ、殺した者どもは、そのままでは絶対に天国パラデイへ行くことができない。何しろ『神に遣わされた乙女』を破滅に追い込んだのだから。わたしを欺いた『裏切り者』には、特におぞましい運命が待ち受けているだろう。だが、わたしにはそんなことは耐えられない。わたしのせいで、多くの人が、永遠の不幸の輪の中に閉じ込められる。いかに悪人といえども、そんなことはあってはならない」

　ジャンヌの言葉に、ギョームはどきりとした。もしや自分も、天国パラデイへは行けないことになっていたのか。あの異端裁判に関わったことで、恐ろしい地獄アンフエルで永遠に苦しみ続ける宿命を背負うことになっていたのか。

「それを免れる方法は、たった一つだ。わたしを陥れた者たちが、わたしに一度殺され、自らの行いを心から反省し、過ちを認め、悔い改め、敬けい虔けんなキリスト教徒としての新しい生をまっとうすることだ。わたしがそれを認め、赦ゆるすことで初めて、彼らは神の御み許もとへと向かうことができるのだ」

「そ、それでは、まさか……」

　なぜ彼女は、殺した相手を蘇らせるのか。ギョームは理解した。いったん死の恐怖と絶望を与え、心からの反省を迫り、『神に遣わされた乙女』の名のもとに赦す。それによって彼らの魂を救済しようというのだ。復讐者でありながら、ジャンヌは同時に、救済者でもあったのだ。

「忌むべき復讐者となってなおも、お前は聖女であり続けているというのか……？」

「誰にも話さないつもりだったのに」

　ジャンヌは顔を背けた。その姿に、ギョームは孤高の意志を見た。

「自分だけで、すべてに片をつけるつもりだったのか？」

　そんな必要は、どこにもない。そうギョームは思う。

「何でも、自分だけで背負おうとするな。お前は一人じゃないんだ。一人で抱え込まなくていいんだ。もっと他人を頼れ」

　かつてギョームはジャンヌ異端裁判に筆頭書記官として関わり、ジャンヌを死に追いやるというピエール・コーションのどす黒い野望を止めることができなかった。どれほど後悔したか。永遠に、取り返しがつかないと思っていた。

　だが、そうではなかった。ジャンヌは蘇った。今、彼は彼女の手助けをすることができるのだ。

　ジャンヌの若緑色の瞳には、大粒の涙が浮かんでいた。いつもの強気な態度からは、想像もできない姿だった。いつも気負って無理をしてきたのだな、とギョームは思った。

「俺がお前に手を貸すから。何でも頼っていいから」

「……いいのか？」

　潤んだ瞳のまま、ジャンヌはこちらを見ていた。

　ギョームは、そっと金髪の娘を抱き寄せた。とまどいながらも、ジャンヌはそれを受け入れた。

「お前の目的を、俺が叶かなえてやる」
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　村はずれの教会の鐘楼が、一時課（午前六時）の鐘を鳴らす。

　清すが々すがしい朝だった。宿の外に出ると、オーヴィエットが馬に燕えん麦ばくの餌をやっていた。栗くり色いろの髪に、藁わらくずが混じっている。どうやら昨夜はジャンヌの部屋に戻らず、馬小屋で睡眠をとったようだ。

　ギョームの姿を見ると、「おはよう、ギョームさん！」といつも通り、朗らかな挨拶をしてくる。

「おはよう。熱心だな」

「ジャンヌさんに褒めてもらいたくて。えへへ」

　ジャンヌの名前が出た瞬間、ギョームは自分の身体がこわばるのを自覚した。

「オーヴィエット。昨夜のことだけど……」

「あのね、あたし、だいたい知ってたよ。ジャンヌさんが、何をしているか。ジャンヌさんが、あたしに何をしたのか」

「そうか……」

　昨日のジャンヌの話を聞いて、もしかしたら、とは思っていた。強い子だな、とギョームは思った。それにかしこい。

「で、ギョームさん。昨夜はジャンヌさんと情熱的な一夜を過ごしたのかな？」

「な、何もなかったぞ。大人をからかうんじゃない」

　つい勢いで抱き寄せてしまったが、それ以上は何もしていない。我ながら甲か斐い性しようのないことだと思うが、何しろ相手は『神に遣わされた乙女』である。

　井戸から冷たい水を汲くんで、宿に戻る。ノックして女性部屋に入ると、ジャンヌは既にベッドから起き出して、いつもの修道服に身を包んでいた。木製のコップに水を入れ、ジャンヌに手渡した。

「すまない。それと、昨日は見苦しいところを見せてしまった」

　顔をほんのりと赤らめて、ジャンヌは言った。心なしか、今までよりも優しげな口調になっている。

「ところで、オーヴィエットは……？」

「馬の世話をしていた。昨日のことなら全然気にしていない様子だったから、安心しろ」

「……そうか。彼女には、迷惑をかけてしまった」

「本当にいい子だな、オーヴィエットは。後で、ちゃんと褒めてやってくれ」

「そうしよう。ところで、次の目的地だが……」

　コップをテーブルの上に置きながら、金髪の娘は提案した。

「オルレアンに行こう。お前の言う通り、仲間を頼りたい。ジルと会って、話がしたいのだ」

　フランス元帥、ジル・ド・レのことである。シノン近郊の村で出会った大商人ジャック・クールからの情報で、かつてのジャンヌの戦友である彼がオルレアンにいることは分かっている。

　懐かしい思い出を記憶から掘り起こしているのか、ジャンヌは嬉うれしそうに目を細めた。

「わたしには、たくさんの素晴らしい仲間たちがいた」

「シノン城で会ったジャン・ドーロンもその一人だな」

「ああ。だが彼らの中で今のわたしを受け入れてくれるのは、ジルだけだと思う」

「というと……？」

「彼は、魔法使いソルシエなのだ」

　ギョームは、眉をひそめる。嫌な予感しかしない。異端の魔術ソルセルリに手を染める人物など、まともであるはずがない。だが、彼の怪け訝げんな顔を、ジャンヌは違う意味にとったようだった。

「別におかしくはないだろう。祖父から魔術ソルセルリの基礎を習ったというだけの話だ。彼はジャン・ド・クランの孫なのだ」

　世間とは、案外狭いものである。いや、貴族社会が狭いのか。

「ジルはいくつもの領地を所有する大貴族で、資産家だ。復讐ヴインデイクタの手助けをしてくれるに違いない」

「彼に関しては、あまりよくない評判を聞いたが」

　実は、ジルについては、ギョームも独自に調べている。

「ジル・ド・レは、広大な所領を有するトアール家の財産がほしいばかりに、当主の娘を誘拐し、強引に結婚しているな。それでもトアール家の所領が手に入りそうにないことに業を煮やし、今度は妻の母を誘拐し、妻の目の前で拷問を加えている。結局、彼は妻の家の所領を、私兵を使って違法に占拠し、自分のものにした。そのような、筋金入りの悪党だと、自分の欲を満たすためなら、どんなにえげつない方法も用いると、俺は聞いたぞ。そんな男を頼るのは、ちょっとどうだろうか」

「……わたしのかつての仲間を、悪く言わないでくれ」

　フランスを救うためにともに戦った仲間たちとの思い出は、彼女にとっては聖域のような存在なのだろう。

「ジルは、わたしにとっては優しく頼もしい友人だった。昨夜、お前が言ったのではないか。もっと他人を頼れ、と。だから……」

「ひょっとしたら、そいつが『裏切り者』なのかも分からないじゃないか」

「……わたしの大事な戦友を、『裏切り者』だと疑っているのか？　自分のことは信用しろと言いながら、他の人のことは信用するなと？」

　ジャンヌは、あまりにも純真すぎる。ギョームはそう思った。『裏切り者』がジャンヌのかつての仲間である可能性は高い。

「もう少し、他人を疑うことも覚えた方がいい。シャルル王やヨランド・ダラゴンで、懲りただろう？」

「ジルは違う。戦場でともに戦った仲間を疑うことは、わたしにはできない。お前が何と言おうと、わたしはオルレアンに行って、ジルを頼る！」

　ギョームは、ため息を吐ついた。一度ジャンヌが言い出すと、止められそうにない。

　ジルが『裏切り者』かもしれないというギョームの疑念も、明確な根拠があるわけではない。そんな悪党なら他人を偽るくらいは平気でやるだろう、という思い込みでしかない。彼にジャンヌを裏切る動機などない、と言われればそれまでである。

　また、もしジルが『裏切り者』だったとしたら、それはそれで『復讐ヴインデイクタ』の対象として、避けては通れない相手である。

「とりあえず行くか、オルレアン……」

「決まりだな」

「だが、ジルにすぐに接触するのはやめろ。まずは情報を集めてからだ」

「……本当にお前は、疑うたぐり深ぶかいのだな」

　ジャンヌが呆あきれ声で呟つぶやいたとき、オーヴィエットの大きな声が、階下から聞こえてきた。

「馬の準備ができましたっ、ジャンヌさん！」







　ジャンヌが初めて王と出会ったシノン城。審査を受けたポワティエ。そして最初の戦場となったオルレアン。偶然にも、ジャンヌの生涯の軌跡を辿たどるような道筋になっている。

　フランスを南北に分けるロワール川。オルレアンはその北岸の街であり、オルレアン公領の中心都市である。ただし、現在のオルレアン公は一四一五年のアザンクールの戦いでイングランド軍の捕虜となっており、今でも異国の地で幽閉生活を送っている。

　オルレアンがイングランド軍によって包囲されたのは、六年前、一四二八年十月のことだ。この軍事行動は、世間から驚きをもって受け入れられた。領主を捕虜にしている都市は攻撃しない、というのが一般的な常識である。そのような卑劣な行為は騎士道精神に反するし、捕虜解放のための身代金交渉もややこしくなるからだ。

　だが、あえてイングランド軍はオルレアン攻めを強行した。この都市を占拠すれば、ロワール川南方のシノン、ブールジュといったシャルル王の本拠を直接攻撃できるようになる。それくらい戦略上、重要な都市だったのである。

　イングランド軍の総指揮官は、ソールズベリー伯トマス・モンターギュ。イングランド全軍の中で最も聡そう明めいで、卓越した武人であると讃たたえられる名将であった。兵士たちからも慕われ、愛され、その人望は絶大であった。だが、彼にとってオルレアンは悲劇の場となった。

　包囲が始まって、数日。街のノートルダム教会の塔の上に置かれた一門の射石砲から、重さ一二〇リーヴル（約六〇キログラム）の弾丸が、イングランド軍の橋きよう頭とう堡ほであるトゥーレル砦とりでに向けて発射された。たまたまソールズベリー伯は砦の塔の三階にいて、ロワール川を挟んだ向かい側にあるオルレアンの街を見下ろし、攻略の算段を立てていた。弾丸は、窓を破壊し伯の顔面を直撃した。

　重傷を負ったソールズベリー伯はそれでも八日間の生命を保ったが、護送されたマンの町で死去した。イングランドの全将兵が悲嘆にくれた。

　闘将ジョン・タルボットを中心とする副将たちが彼の遺志を継ぎ、オルレアン包囲を続行した。街の北側にパリ砦、西側にはロンドン砦と名付けられた橋頭堡を築き、オルレアンをぐるりと取り囲んだ。

　オルレアン側は、虜囚の身となっているオルレアン公の異母弟、ジャン・ル・バタールらを中心に、堅固な城壁を頼りに守城戦を展開した。

　双方が射石砲で弾丸を撃ち合い、郊外で小競り合いが絶えず繰り返され、激しい攻防が数ヶ月にわたって続いた。じりじりと、オルレアンにこもるフランス軍は苦しくなっていく。食糧が、矢が、大砲用の火薬が、次第に尽きてゆく。城壁にひびが入り、兵士の士気は下がり、住民は不満を漏らし、負傷者や病人は増える一方である。

　ロワール川を利用して船で物資を輸送しようとの試みは、対岸のトゥーレル砦を押さえたイングランド軍の妨害で失敗する。都市を放棄するべきだという意見が、指揮官の中からも公然と上がってくる。

　もはや、打つ手はないのか。オルレアン公弟が絶望しかけた翌年四月、一つの噂うわさが、城内に広まった。

　神に遣わされた一人の乙女が、フランスを救うためオルレアンに向かっている。そんな噂であった。わずかな希望にもすがりたい市民の声に応えるように、ジャンヌは四月二九日、オルレアンへと入城した。『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』の伝説は、ここから始まったのである。







　オーヴィエットは、上機嫌だった。青い瞳を輝かせて、くるくると舞いながら、オルレアンの街を取り囲む城壁の門へと至る街道を歩く。馬車を郊外の宿に預けたため、そこからは徒歩での移動となったのだ。

「オルレアンといえば、ジャンヌさん。ジャンヌさんといえば、オルレアン。ジャンヌさんが英雄になった街が見られるなんて、嬉しいな」

「ジャンヌは、正体がばれないよう、いつも以上に気を配らないとな」

　ギョームが言うと、修道女姿のジャンヌがフードを深く被かぶり直す。

「今からわたしはジャンヌではなく、修道女クロード・デ・ザルモワーズだ。二人とも、間違えぬように」

「うん、分かったよ、ジャンヌさん♪」

「クロードだ。お前、わざと言っているな？」

「それにしても、すっごく賑にぎわってるね！」

　門をくぐるより前から、往来は人通りが激しい。大勢の人が、オルレアンへと向かっていく。

「ああ、お祭りをやっているからな」

　ギョームが言うと、オーヴィエットが目を輝かせた。

「えっ、お祭り!?　何の？　……って、あれってもしかして、ジャンヌさんの肖像？」

　城門に、甲かつ冑ちゆうを着た若い女性を描いたフレスコ画が飾られている。颯さつ爽そうと白馬を乗りこなし、軍旗エタンダールを高く掲げる気高いその姿は、まさにジャンヌである。

　無言のまま、ジャンヌはうつむいた。フードの中を覗のぞき込むと、彼女の頰ほおはバラのように真っ赤だった。意外に、照れ屋なのだろうか。「み、見るな！」と、強い口調で[image: ]られた。

「ジャンヌさんの絵が飾られているということは……お祭りって、もしかして」

「ああ。オルレアン解放の祝祭だ」

　ギョームは説明した。

「一四二九年五月八日のオルレアン解放を祝って、毎年開催されている。もちろん、街解放の立役者であるジャンヌを讃たたえるものだ。子どもたちが、ジャンヌに扮ふん装そうしたりもするみたいだぞ」

「そうなんだ。あたしたち、いいときに来たんだね！」

　ジャンヌはフードの下で、すっかり縮こまっている。

　フレスコ画だけではない。城門前には美しい白しら百合ゆりの花が一面に咲く花壇が広がり、城壁はオルレアン解放戦の名場面を解説した綴織タペストリーで埋め尽くされている。綺き麗れいに着飾った男女が、笛を吹き、歌を歌い、大道芸を披露して、祭りを盛り上げている。城門の外で、すでにこれなのだ。中央広場では、どれほどの人が集まっているのだろう。

　まだイングランド軍との戦いは続いている。領主オルレアン公は未いまだ敵の虜囚であり、とても吞のん気きに祭りを楽しむ状況ではないはずなのだが。

　加えて言えば、ジャンヌはルーアンの裁判で「異端」の判決を下されている。だから公式には、ジャンヌを聖女のごとく祭り上げるなどありえないことのはずなのだが、

「あんな裁判、イングランドが勝手にやったことさ。『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』が俺たちオルレアン市民の誇りであることには変わりはねえ」

　オルレアンの人たちからすれば、そんな意識なのかもしれない。とにかく、派手で大規模である。

「さ、さすがにやりすぎでは……」

「今年は特別だ」

　困惑するジャンヌに、ギョームは語った。

[image: ]

「宿で情報を集めた結果、面白い話を聞くことができた。今年の祝祭は、オルレアンに滞在しているさる貴族がすべてを企画したそうだ。これまでにない、大掛かりなものにしたいらしい。しかも費用は全部、その貴族が持つという。一ヶ月ぶっ通しで、ジャンヌ祭りを行っているようだ」

「その貴族というのは……」

「そう。ジル・ド・レだ」

　ジルはただの貴族ではなく、国王をも凌しのぐと言われるほどの、大変な資産家である。その財を惜しみなく使って、祝祭を盛り上げるつもりらしい。

「中でも注目なのは、最終日の五月八日に行われる、ジャンヌとジルを主役にした舞台演劇『オルレアン解放の聖史劇』だ」

　街の中央広場に大掛かりな舞台装置がしつらえられており、そこで盛大に執り行われることになっている。

　行き交う人々も、最終日の演劇の話題で持ちきりである。

「ジャンヌを演じる子は、本物のジャンヌによく似た女の子なんだって」

「そうなんだ。ぜひ、拝んでおかなきゃね」

　そんな会話が聞こえてきて、オーヴィエットが青い瞳を輝かせた。

「へえ、どんな子かな。お友達になりたいな」

　ジャンヌが人気者なのが、素直に嬉うれしいのだろう。オーヴィエットは誇らしげである。

　城門をくぐり抜け、街の大通りを練り歩く。あらゆる建物に飾り付けがなされ、そこかしこが、白銀の甲冑を身につけた少年少女であふれていた。

「オルレアンばんざい！」

「『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』ばんざい！」

「ジル・ド・レ様ばんざい！」

　ラッパの音とともに、そのような掛け声があちこちから響く。

「すごいものだな……」

　それにしても、これだけ大規模な祝祭のすべての費用を、ジル・ド・レが負担しているとは。

「ジルさんって、とってもお金持ちなんだね」

「そうなんだが、それにしても、これは派手すぎる。俺は、何かきな臭いものを感じる」

　ジルは、父方のラヴァル家、母方のクラン家およびレ家の遺産相続人となり、広大な領土を継承したという。何もせずフランス屈指の大富豪になったわけだが、それにしてもこれほどの規模の祝祭となると、費用も相当なものだろう。どれほど資産家といっても、個人でこれだけの負担が可能なものだろうか。

「どうして？　お金持ちが、お金を使うだけの話でしょ？　何が変なの？」

「ギョームは、どうしてもジルを信じられないらしいな」

　オーヴィエットとジャンヌはそう言うが、公証人でもあるギョームは、金銭やその運用についての知識も一通り身につけている。たとえいくつもの領土を保有する大貴族であったとしても、無限に黄金が湧き出る魔法の泉を所持しているわけではないことくらいわきまえている。

「ジル・ド・レは、魔法使いソルシエとのことだが……」

「あっ、あっちの踊り、楽しそう！」

　ギョームの話を、まるで聞いていないオーヴィエットである。祭りを楽しむことで、心の中はいっぱいだ。

「こっちではお菓子を売っているよ！　行ってみよう！」

「元気だな、オーヴィエットは」

　ギョームが苦笑すると、いつもより柔らかい表情で、ジャンヌが従者の少女の肩に手を置いた。

「少し、付き合ってやるとしよう。先日、恐こわがらせてしまった詫わびだ。最近は人さらいが横行しているとも聞くし、迷子になると困る」

「迷子になるのは、どっちの方かな……？」

　むしろジャンヌの方が心配だ。復ふく讐しゆうやら『裏切り者』の話となると、他のことはまるで目に入らなくなる。

「大丈夫。あたしがジャンヌさんのこと、ちゃんと見てるから！」

「……わたしは子どもか？」

　ぼそりと呟つぶやいたジャンヌだが、甘い焼き菓子の匂いが漂ってくると、たちまちそちらへと視線を移した。

　焼き菓子を配っているのは、ジャンヌに扮ふんした少女たちである。銅貨を渡してそれを受け取ると、今度はトランペットの音が、街の教会の方から聞こえてきた。

「ジル・ド・レ卿きようお抱えの少年聖歌隊だ！」

　街行く人たちが、一斉にそちらへ集まっていく。ギョームたちも、もちろん教会へ向かう。着飾った少年たちが、楽器を手に集まっている。

　声変わり前の少年たちが、ハープ、リュート、トランペット、フルート、それにオルガンの音に合わせ、高らかに讃さん美び歌かを歌い上げる。澄み切った美しい声に、ギョームたちは魅了された。

「すごいなあ。こんな音楽、初めて聴いたよ。ねえ、ギョームさん」

「ああ。イングランドで生まれた新しい技法を取り入れたものだな。古い教会音楽とは、まるで違うな」

　ギョームがふと隣を見ると、ジャンヌが口をもぐもぐと動かしている。先ほど購入した焼き菓子を頰ほお張ばっているのだ。いつの間にか、ギョームの分の焼き菓子まで食べてしまっている。

　フードの下で、気まずそうな顔をするジャンヌに、ギョームはつい苦笑した。

「いつもそのくらい、肩肘を張らずにいればいいのに」

　ギョームが忠告すると、ジャンヌはまじめくさって頷いた。

「せめてこの街にいる間くらいは、そうしようと思う。ここでは嫌な思い出をつくりたくないからな。わたしにとって、オルレアンは特別な場所だ」





２






「まずい。これはまずいぞ」

　オルレアン公の財務官ジャック・ブーシェ宅の庭に集まった若者たちは、慌てふためいて互いの顔を見やった。

　彼らが担当しているのは、祝祭の最後を締めくくる演劇『オルレアン解放の聖史劇』である。ジルとジャンヌらがイングランド軍と華麗に戦い、オルレアンを包囲から救うまでを描いた壮大な作品である。

　開演は、三日後に控えている。準備は万端整えている。ところが今日になって、思わぬ災難が降りかかり、上演が危ぶまれる事態となっている。

『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』を演じるはずだったアニェスという名の少女が、突然いなくなったのである。

　街じゅうを、皆で捜し回った。本町シテも下町ブールも、教会から施療院、鐘楼、ロワール川にかかる跳ね橋まで少女が行きそうなところをくまなく何度も歩き回った。だが、見つからない。人さらいに、捕まったのか。確かに、子どもがいなくなる事件は、最近よく起きていると聞いている。ジャンヌ役に抜ばつ擢てきされるくらいだから、もちろん美貌の少女である。邪よこしまな欲望を持った男にでも、かどわかされてしまったのか。

　ジャンヌを演じる俳優は、子どもたちの中から、今回の祝祭の出資者であるジル・ド・レ自らが選んだ。オルレアンの少年少女たちは、みなジャンヌに憧れている。かつて目に焼き付けたジャンヌの姿に少しでも近づこうと、彼女の髪形を真似まね、そっくりの衣服や甲かつ冑ちゆうを身につけ、仕草や口調を覚えて、ジルの審査に挑んだ。

　ジルは注文の多い審判者であった。少しでも気に食わないところがあると、容赦なく落選させた。顔が似ていない、雰囲気が違う、声がよくないなど、あれこれと難癖をつけて、ずるずると決定を先送りさせた。

　これでは、いつになっても決まらない。ジルは周囲から強く説得され、

「やむを得ん。ジャンヌの美しさにはとうてい及ばぬが、仕方ない」

　そう言って、ようやく一人の少女を選んだ。

　選ばれた少女は、演技の指導を受け、直接ジャンヌを知る街の人々から、彼女の癖や仕草までを徹底的に仕込まれた。ジャンヌよりもジャンヌらしいと、皆が冗談を言ったほどだ。もはや彼女以外には、考えられない。

　その彼女が、失踪してしまったのである。肝心のジャンヌ役を抜きで上演することは、考えられない。このままでは演劇は台無しだ。

「すみません……僕がうっかり目を離したばかりに……」

　後悔の言葉を口にしたのは、少女の若い父親であった。ソレルという名で、普段は勇敢な兵士をしているが、今は娘を心配する無力な男にすぎない。誰も、彼を責めることはできなかった。最もつらいのは、父親である彼だろう。

「彼女のことは、引き続き捜すとして……どうするんだ!?　代役を、今から探すか？」

「駄目だ。今回の史劇は、すべてジル様の出資によるものだ。あの方は、ジャンヌ役には本当にうるさい。少しでもイメージと違うと、激怒なさる。単に台詞せりふを覚えているだけの代役では、とうてい納得なされないぞ」

　若者たちは、演劇に興味のある有志が集まったグループであった。普段は自分の職業を持っているが、ここでは俳優や演出家、舞台係として活動している。誰もが、何としても今回の舞台を成功させたいと強く願っていた。

　彼らに打ち合わせのための場を提供しているのが、オルレアン公の遠縁にあたる財務官ブーシェという壮年の男である。彼は、特に演劇に興味があるわけではなかったが、オルレアン市民の中でもとりわけ『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』の熱烈な信奉者であった。何しろオルレアン滞在中のジャンヌは、彼の家に宿泊していたのである。子どものいないブーシェ夫妻にとって、ジャンヌは自分の娘のような存在だったのだ。ジャンヌがルーアンで火ひ炙あぶりにされたと聞いて胸が張り裂ける思いがしたし、彼女の偉業を後世まで長く伝えたい、という気持ちでは誰にも負けないつもりだった。

「ああ……どうしたら。いったい、どうしたら」

　ブーシェは、途方に暮れる。もはや打つ手は残されていないように思われた。出資者のジル・ド・レは気前の良い殿様だが、一度機嫌を損ねると途端に気難しくなる。若者たちが彼の不興を買ってしまうのも、避けたいところだった。

「ジャンヌはたくさんの奇き蹟せきを起こしてオルレアンを救ってくれたが、奇蹟など、都合よく起こるものではないからなあ」

　ため息を吐ついたとき、道端にたたずむある女の姿が目に入った。どうやら修道女のようだった。

　ブーシェ宅の庭は、三年前に塀を取り払ってしまい、街路に開かれた形になっている。「かの『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』が滞在していた家」ということで、見学を希望する者が絶えないためだ。だから外の様子もよく見えるのである。

「……あれは、まさか」

　フードを被かぶり、しかも背を向けているので、顔までははっきり分からない。だがその立ち振る舞いに、彼は見覚えがあったのだ。彼の家に滞在している間、彼女はいつもここで立ち止まって、こうしてロワール川の眺めを見つめていた……。

「ジャンヌ!?　まさか、ジャンヌなのか!?」

　いや、もちろんジャンヌは死んでいる。ジャンヌであるはずがない。

　だが、ブーシェの声を聞いて、修道女の方もまた、驚いたように振り返った。

　その拍子に、修道女の顔を隠すフードがめくれ上がった。純金の粒で編み上げたような美しい髪が、高く舞い上がった。

　その瞬間、皆が、あっと息を吞のんだ。似ていたのだ。彼女に。あまりにも。

「奇蹟だ。奇蹟が起きた」







　オルレアン解放の祝祭は、ついに最終日、五月八日を迎えた。

　街の中央の広場は、群衆で埋め尽くされている。『オルレアン解放の聖史劇』の、幕が上がったのだ。

　最初に舞台に登場するのは、ジル・ド・レである。演じるのは、もちろんオルレアンきっての美しい青年だ。過剰な演出であるとはいえない。ジルは実際、美しい若者であった。吸い込まれそうな黒髪に紅あかい目、立派な口くち髭ひげという容貌は、ジル本人を忠実に再現しているのだ。

　続いて現れたのは、若い一人の娘だった。ひときわ高い歓声が上がった。もちろん『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』である。両腕でしっかりと抱え込んだ純白の布地の旗には、百合ゆりの花を持った二人の天使が描かれている。白馬にまたがってこそいなかったが、銀色の甲かつ冑ちゆうで身を覆い、颯さつ爽そうと風を切って歩くさまは、まさしく神に遣わされた聖なる乙女であった。

「何という美しい娘……！」

「すごい、まるで本物のジャンヌだ！」

　その姿を、最前列の特等席から、険しい顔で見つめる男がいた。舞台に出演している俳優ではない、正真正銘のジル本人である。

「これは……どういうことだ？　私が選んだ少女とは、別人のようだが？」

「も、申し訳ありません」

　ジルを接待する財務官ブーシェは、平謝りである。

　舞台に出ているのは、三日前に急きゆう遽きよ代役として抜擢されたクロードという娘だ。直接『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』をよく知るブーシェから見ても、生前のジャンヌと極めてよく似ている。土壇場でそのような娘に出会うことができたのは、まさに神の奇蹟としか言いようがない。

　だから失踪した少女の代役として、迷わず起用したのだ。

　だが、クロードの役者としての才能はお粗末極まりないものだった。台詞はろくに覚えられないし、演技も下手くそだ。三日間かけて徹底的に鍛えたつもりだが、やはり無理があったのだ。見た目こそよく似ているが、それだけでは役者として十分ではない。ジルが選んだ少女を無断で降ろすような形になってしまったのも、彼にとっては不快だろう。

「ジル様のお怒りはごもっとも。ですが……」

　ブーシェが口ごもると、ジルはきょとんとした。口髭をさすりながら、不思議そうに問う。

「怒っている？　私が？　誰に？」

　今度は、ブーシェがきょとんとする番である。ジルは、代役に腹を立てているわけではないのか。

「素晴らしいではないか！　この娘はいい！　ジャンヌに、瓜うり二ふたつではないか。よくぞ探してきてくれた！」

　怒っているわけではなかったのだ。上機嫌で両手を広げ、ジルはジャンヌ役の娘に見入った。ブーシェは、深い安あん堵どのため息を吐く。

　練習のときとは打って変わって、舞台上のクロードは生き生きと振る舞っていた。台本を無視しているのは相変わらずだが、むしろそれがかえってのびのびとした演技につながっていた。いや、演技というよりも、本物のジャンヌそのものになりきっている、という様子だった。

　ジルとジャンヌがオルレアンに入城する場面が再現される。イングランド軍の包囲を突破して、輸送部隊とともにオルレアンに姿を現した二人に、市民たちは歓呼の声を浴びせかける。

　そこから、二人の快進撃が始まる。イングランド軍に占拠された、周辺の砦とりでを次々と攻め落としていくのだ。手始めに、街の東に位置するサン・ルー砦。次に、ロワール川をはさんだ南方にある、サン・ジャン・ル・ブラン砦。そしてオーギュスタン砦を落としたところで、二人は今度は兵士たちの歓呼の声を受ける。フランス軍の勢いは最高潮に達する。

　もちろん、話は脚色されている。ジルは、本当は多数の指揮官の一人にすぎず、派手に活躍したわけではない。だが、今回の脚本では、ジルはジャンヌとともに勝利に大きく貢献した立役者ということになっていた。

「私がすべての費用を受け持ったのだ。このくらいの役得は、あってもよかろう」

　というのが、ジルの言い分である。

　オルレアンを包囲する砦を次々に落とされたイングランド軍が最後に立て籠もったのが、トゥーレル砦である。舞台の上では、この砦を攻略する大一番のシーンが再現されていた。

　ロワール川を挟んでオルレアンの南方にあるトゥーレル砦は、巨大な跳ね橋によってオルレアン市のサント・カトリーヌ門とつながっている。フランス軍は、同じくロワール川南岸にあるオーギュスタン砦から出撃し、トゥーレル砦の手前にある小広場に押し寄せた。

　これまでにないほど、激しい戦いになる。乱戦の中で、ジャンヌは肩に矢を受けて負傷する。ジルに抱きかかえられ、戦線から一時離脱するジャンヌ。フランス軍の旗色は悪くなり、撤退を余儀なくされる。それでも、彼女は治療を受けると、力強く叫んだ。

「神の啓示です。もう一度、攻撃を仕掛けましょう。イングランド軍には、もう戦う気力はありません。トゥーレル砦の陥落は、間違いありません！」

　ジャンヌは、神への祈りを捧ささげ始める。ここで思わぬ事態が起こる。ジャンヌの従者であったジャン・ドーロンは、旗持ちの疲労が溜たまっていることに配慮し、旗手を別の人物と交代させたのだ。だが、一心不乱に神に祈りを捧げていたジャンヌは、それを知らなかった。気が付くと、自分の見知らぬ人物が自分の旗を持っている。ジャンヌは、敵に旗が奪われたと誤解した。

「わたしの旗、わたしの旗！」

　すぐに旗手に駆け寄って、力ずくで旗を奪い取る。高らかに旗を掲げるジャンヌを、兵士たちは開戦の合図と思い込んだ。誰も予想しない形で、合戦は再開された。

　ジャンヌとジルが陣頭に立つと、フランス兵は奮い立ち、イングランド兵は誰もが恐怖に打ち震えた。

　戦いは、壮絶を極めた。イングランド軍の猛将ウィリアム・グラスデールは、跳ね橋の上で戦い続けるが、ついにロワール川に落ちて溺死する。イングランド軍の総帥ジョン・タルボットは、やむを得ず撤退の命令を下す。砦の中へと、フランス兵たちは次々と侵入する。グラスデールを始め、溺死した敵の兵士たちを偲しのんで、ジャンヌは涙を流す。

　街じゅうの教会の鐘が鳴り、市民は『我ら主を讃えんテー・デウム・ラウダームス』を歌い、かくしてオルレアンはイングランドの魔の手から解放されたのである……。




　ジルは満足した。素晴らしい舞台だった。特にジャンヌ役の娘は、ほとんどジャンヌそのものといってもよいくらい、はまり役だった。

　あの娘なら……。ジルは考える。自分の目的に、かなう相手かもしれない。少なくとも、試す価値はある。

「彼女を、後で私の邸宅に呼べ。よいな？」

　思わせぶりに、彼はブーシェに命じた。
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　客席で舞台を鑑賞したギョームは、他の観客に交じって拍手を送りながら、ひとりごちた。

「まさか、ジャンヌが本人役で舞台に出ることになるとはなあ」

　面白かった。素直に感動したし、引き込まれた。特に、ジャンヌは見事に自分自身を演じ切った。凛り々りしく、美しいその姿には、迫力があった。ジャンヌが人を惹ひきつけた理由が分かったような気がする。

「わたし役で、わたしが舞台に出ることになった」

　三日前、ジャンヌから突然、そんなことを告げられたときは、さすがに驚いたものである。何をふざけているのかと思ったが、ジャンヌは大真面目であった。

「代役も他にいないということで、仕方なく、嫌々、不承不承、わたし自身がわたしを演じることになったのだ」

　そう主張していたが、ギョームは全く信じていない。

「……実は、案外ジャンヌは目立ちたがり屋なのかもしれないな」

　よくよく考えると、一介の村娘が、『神に遣わされた乙女』を自称して、国王に会い、女性ながら軍を率いて、オルレアンで戦ったのである。大人しいわけがなかった。

　ジャンヌが舞台の稽古をしている間、ギョームはギョームで、することがあった。まずはジル・ド・レについて徹底的に調べ上げた。その結果、ある推測に辿たどり着つき、彼はオルレアンの警備隊にも足を運んでいた。その際、自らの身分を明かして、警備隊にある要請をしている。

　当初、警備隊は決して彼に好意的ではなかった。ルーアンの異端裁判の関係者ということで、ジャンヌを陥れた人間の一味ではないかと疑われたのである。ギョームは、自分はジャンヌの名誉を回復させるために行動しているのだと主張し、ポワティエの審査記録を調査したことなどを説明して、ようやく彼らの信頼を勝ち得た。

　もっとも、そのような配慮など、不要になるとよいが。そう思いながら、ギョームは舞台の幕が引くのを多くの観客とともに見守った。

「どうだった、オーヴィエット？」

　傍らにいる少女に、感想を尋ねた。彼女も夢中で舞台に見入っていたに違いない。

　しかし、ジャンヌの従者を務める少女の返事は、返ってこなかった。

「オーヴィエット？」

　視線を移す。隣で舞台を見ていたはずの少女の姿が、どこにもない。

　ギョームは蒼あおざめた。そういえば、上演の途中から、オーヴィエットの声を聞いた記憶がない。彼自身、演劇に見入っていたせいではあるが、考えてみると、あの快活な少女が黙って演技を鑑賞しているはずがないのである。声がしなかったということは、その場にいなかったということだ。

「まさか、人さらいに……？」

　少年少女がたびたび失踪しているという話は聞いている。オーヴィエットのようなよそ者の少女は、特に狙われやすいだろう。ギョームも決して警戒していないわけではなかったが、まさか白昼堂々、このようなことが起きるとは想像もしていなかった。

「無事でいてくれよ、オーヴィエット」

　自分の信じる神に、ギョームは強く祈った。







　機械仕掛けの自動人形ジヤクマールが、夕暮れを知らせる鐘をつく。

　ノートルダム教会の鐘楼の前で、ジャンヌはギョームを待っていた。

　ジャンヌは、町娘の格好である。胸元が開いた白い毛織物の普段着コツトの上に、青い袖なしの外衣シユルコ・トウベールを着ている。

　まだ興奮冷めやらぬのか、上ずった声で、金髪の娘は話しかけてきた。

「わたしの演技はどうだった、ギョーム？」

「そんなことより、大変なんだ」

「そんなことより？　わたしの迫真の演技を、そんなことよりとは何だ。首を七度切り落として、猛獣の餌にするぞ？」

「オーヴィエットが、いなくなった」

　険しい顔で、ギョームは言った。形のいいジャンヌの眉が、ぴんと跳ねた。

「……それは本当か」

「捜し回ったが、どこにもいない。あれだけ元気でよくしゃべる子だ。近くにいるのなら、すぐに見つかりそうなものだが……」

「ど、どうしたら……？」

「……すまない。俺が目を離したばっかりに。まずは、警備隊に……」

「そうだ、ジルがいた！」

　突然、ジャンヌは若緑色の瞳を煌きらめかせ、大きな声を上げた。

「ジルの邸宅に行って、彼に助力を仰ごう。実は、あちらから招待してくれたのだ。『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』にそっくりな娘と、ぜひ話がしたい、と」

「いや、それは駄目だ」

「どうしてだ？」

「ジルこそが、誘拐犯かもしれない」

　この数日、ギョームはジルに関する情報を集めている。魔法使いソルシエというだけでも要注意なのに、ジルについては調べれば調べるほど、不審な情報が出てきている。たとえば、子どもたちの失踪事件が相次ぐようになったのは、ちょうどジルがオルレアンに居を構えてからのことだ。

　それに、これほどの祝祭の全費用を負担するなど、いくら資産家でも異常である。何かを企たくらんでいるとしか思えない。

「彼は信用できない。ずっとお前と肩を並べて戦った仲だという話だが、つまりはそれだけ『裏切り者』である可能性も高いということだ」

「またその話を蒸し返すのか!?」

　苛いら立だったように、ジャンヌはギョームを睨にらみ付つけた。

「ジルを侮辱するなら、お前でも許さないぞ」

　どうしてこうなる、とギョームは歯がゆい思いだった。俺は、オーヴィエットを助けたいだけなのに。ジャンヌの力になりたいだけなのに。

「お前が彼をどう言おうと、わたしの心は変わらない。わたし一人でも行く」

「それは、もっと駄目だ」

　言い出したら、ジャンヌはきかない。仕方がない。

　もしかしたら、自分の心配は、杞き憂ゆうに終わるかもしれない。何しろジャンヌは、不死である。ジルが仮に『裏切り者』で、優れた術を使う魔法使いソルシエだったとしても、不死のジャンヌの敵ではないかもしれない。

「そこまで言うのなら、止めはしない。だが俺も一緒に行く」

「……いいだろう。だが、わたしの大事な戦友に無礼な態度は許さないぞ」

　険悪な雰囲気のまま、二人は歩き出した。
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　夜の闇が空を広く覆っている。

　祝祭はすべての日程を終え、すでに市民たちは家へと帰っている。楽しい思い出を抱いて、今夜はよい眠りにつくことだろう。そしてまた明日から日々の生活が始まる。

　ジル・ド・レの邸宅は、贅ぜいを尽くしている。燭しよく台だいと松明たいまつの火が内外を照らし、夜でも明るい。部屋を飾る調度品はイタリアから招いた職人の手によるものだとのことで、その洗練ぶりにギョームは圧倒された。「国王よりも金持ち」という噂うわさは、本当なのかもしれない。

「久しぶりだな、ジル」

　ジャンヌが挨拶すると、漆黒のマントを着たジル・ド・レは怪け訝げんな顔をして、紅の瞳で彼女の顔をまじまじと見つめた。

「久しぶり……とは？　まさか……」

「そのまさか、だ」

　陶器のようなジャンヌの顔立ちに、わずかな笑みが浮かんでいる。

「『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』が、ルーアンの火刑台より戻ってきたぞ」

「……こいつは傑作だ。よもやジャンヌを演じていたのが、ジャンヌ本人であったとは」

　不思議なことに、なぜ生きているのか、とはジルは問わなかった。

「いやはや、お前は本当に人を驚かせるのが得意だな、ジャンヌ」

「拙つたない演技で、申し訳なかったな」

「何を言う。本人なのだから、演技も何もないだろう。で、そちらの御仁は？」

「俺はギョーム。ルーアンの公証人で、異端裁判所の書記官だ」

「わたしを火ひ炙あぶりにした者たちの仲間だ」

「そ、その言い方は……」

「おかしいか？」

「いや、間違ってはいない……」

　まだジャンヌはギョームに怒っている様子である。

　異端裁判所、という言葉を聞いて、ジルはわずかに眉をひそませた。だがそれは一瞬のことで、すぐに笑って、彼はギョームを迎え入れた。

「ははは。では悪党というわけだ。おまけに、我らがオルレアンの乙女を誘惑して、彼女に付き従っているというわけか。なかなか、大した御仁だな」

「いえ、俺は……」

　どこまで説明したものか、ギョームが言いい淀よどんでしまう。ジルの誤解に気付いていないのか、ジャンヌは言葉を続ける。

「ギョームのことも含めて後で説明するが、その前に頼みたいことがある。人を捜しているのだ」

「栗くり色いろのくせ毛の髪に青い大きな目をした十二歳くらいの少女で、名をオーヴィエットというのだが、あなたの力で捜してもらえないだろうか」

　ギョームの説明に、一瞬、ジルは困惑したような表情を浮かべ、ついで思わせぶりな台詞せりふを口にした。

「お前の探し物は、明日までには見つかるだろう」

「本当か!?　彼女のことを、知っているのか!?」

　ギョームが問いただすと、ジルは肯定とも否定ともつかぬ曖昧な笑みを浮かべた。

「私は魔法使いソルシエだからな。分からぬことなどないのだよ。心配する必要はない。まずは、晩ばん餐さんにしよう。時間は少し遅いがな。よいな、ジャンヌ？」

「庶民にはできない贅ぜい沢たくだな、ジル。日が暮れてから、食事なんて」

　日が暮れたらさっさと寝てしまうのが、庶民の暮らしである。ジャンヌも故郷の村ではそうしていたはずだ。蠟ろう燭そくを買う金もない普通の市民や農民にとっては、夜に食事をとるなど、とても考えられない話だろう。

　美しい紋章入りの綴織タペストリーや白銀の甲かつ冑ちゆうが飾られた広い部屋に、食事の準備が整えられていた。仔こ牛うしのパテ、ニシンの塩漬け、兎うさぎと玉ねぎのシチュー、春野菜のサラダ。何ともいい匂いで、どれも一流の料理人の手によるものだと、すぐに分かった。ジルの命令でまめまめしく給仕する近習ヴアルレたちは、いずれも美しい少年ばかりだった。

「見たこともない料理もあるが……これは何だ、ジル？」

「チョウザメのスープだよ」

　ジャンヌの問いに答えるジルは、上機嫌であった。給仕に命じて蜂蜜を入れたワインをグラスに注がせながら、彼は二人に椅子を勧めた。

「それにしても、よく正体がばれなかったものだな、ジャンヌ。オルレアンの市民は、皆、お前の顔を知っているはずだが」

「確かに、普段わたしがオルレアンの街を歩いていたら、すぐに誰かに気付かれて、驚かれたことだろう」

「だが、今は違うというわけか。大勢の町娘が『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』を真似まねた衣装を着て、化粧をして、すっかりなり切っている。それにお前は『ジャンヌ役』だから、ジャンヌに似ているのは当たり前というわけだ」

　手て桶おけ水で手を濡ぬらしながら、ジルは目を細めた。

「そっくりだと思う人はいても、まさか死んだはずの本人とは誰も思わない。だから、かえってばれないということか。私も、すっかり騙だまされてしまった。悪い聖女様だ」

「その言い方、相変わらずだな」

　ジャンヌとジルは、思い出話に花を咲かせ始めた。ジャンヌは懐かしい友と再会し、またご馳ち走そうにありつけて、幸せそうである。わずかながらいつもより口数が多いし、お椀わんを持つ手が震えているのは、初めて味わうチョウザメのスープに感動しているからに違いない。こんな表情もするんだな、とギョームが驚くほどである。

　パンをスープに浸しながら、ギョームはそっとジルを観察した。

　洗練された優雅な貴族ジル。まだ若いはずだが、立派な口くち髭ひげのせいか、ただならぬ風格が漂っている。オルレアンをはじめとする数々の戦いで活躍し、元帥マレシヤルにまで上り詰めた。シャルル王の戴冠式では、王の聖別に必要な聖油を入れた瓶をサン・レミ修道院から運ぶ役を仰せつかっている。軍人として、最高の栄誉であった。
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　その男が、まだ終結していないイングランド軍との戦いを放棄し、オルレアンに居を構えて莫ばく大だいな富を祝祭のために浪費している。彼の目的は、いったい何なのか。オーヴィエットの行方を知っているというのは、本当なのか。

「どうしたかね、ギョーム君」

　彼の視線に気づいたのか、チーズをのせたパンを優雅に口に運びながら、ジルは尋ねた。

「私の顔が、そんなに珍しいのかね」

「どうしてあなたは、ジャンヌに尋ねないのですか」

　素朴な疑問を、単刀直入に、ギョームはジャンヌのかつての戦友に投げかけた。

「なぜ生きている、と。ルーアンで火炙りに処せられたはずのお前がなぜ、と」

「彼女から、聞いていないのかね？　私は……」

「魔法使いソルシエだから、ですか」

「そうとも。魔法使いソルシエたる者が、こんなことでいちいち驚いてはいられないのだよ。死者を蘇よみがえらせる魔術ソルセルリなど、世の中にはいくらでもある。それにジャンヌには、神のご加護があったからね。どんな驚異メルヴエイユが起こったとしても、驚くには値しない。実は生きていても、何も不思議はないのだよ」

　ジルは、余裕の笑みを浮かべる。だが、そうだろうか。ギョームは、ジルの説明に納得できないものを感じた。たとえ魔法使いソルシエでも、死んだと思っていた人が実は生きていたら、普通は驚くのではないだろうか。事態を、彼は簡単に受け入れ過ぎではないだろうか。

　ひょっとしてジルは、ジャンヌが生きていることを知っていたのではないだろうか。シノン城の一件を、誰かから聞いたのか。それとも……。

「そうなんですか」

　今はまだ、追及するには早い。そう判断して、ギョームは感心するふりをした。

「魔法使いソルシエの世界には、私のような者には計り知れないところがありますね」

「ジルは、昔から細かいことはあまり気にしない性質たちなのだ」

　結局、ジャンヌは自分が蘇った経緯を、ジルに話さなかった。ギョームを従えた理由も話さずじまいだった。ジルの方も、自分から尋ねることはなかった。すべて承知しているということなのだろうか。だとしたら、さすが魔法使いソルシエといったところだが。

　食後のデザートとして出された木き苺いちごのタルトを食べながら、ジャンヌは切り出した。

「そろそろ、教えてほしいのだが」

「何かね？」

「先ほども、言っただろう。オーヴィエットという少女を捜している」

「彼女はジャンヌの従者なんだ。あなたは、彼女の行く先を知っているような口ぶりだったが……」

　ギョームが付け足すと、ジルは小首をかしげ、少し考えたようだった。やがて頷うなずくと、食事をやめて、優美な仕草で立ち上がった。

「いいだろう。教えてやろう」

　ワイングラスを近習ヴアルレの少年に預け、ジルは二人にも立つように促す。

「ついて来なさい」

　ジルは部屋を出て、二人を案内する。ジャンヌが、後に続く。ギョームもそれを追う。

　いったい、どういうことなのか。オーヴィエットは、ジルの屋敷の中にいるのか。

　中東から買い求めたと思おぼしき美しい赤い絨じゆう毯たんの上を歩き、ギリシャ風の装飾のついた手すりの階段を下りて、地下へと至る。壁には燭台が掛けられており、十分に明るい。

　やがてジルは、両開きの重々しい扉の前に立つ。二人の少年が、扉を開ける。中は薄暗い。

「この部屋だ。さあ、入りなさい」

　ジルが促す。ジャンヌはためらうことなく部屋の中へと入っていく。

　奇妙な感覚に、ギョームは襲われた。ジャンヌと二人でポワティエ城へと通じる地下通路を辿たどったときの、あの感覚である。そのときは、射撃孔ムルトリエから発射された無数の弩砲アルバレトの矢がジャンヌを襲った。

「ジャンヌ、気を付けろ！」

　そう言おうとした矢先のことである。

　鈍い音がした。天井から、何かがジャンヌの真上に降ってきた。直後、凄まじい金属音が、ギョームの鼓膜を殴打した。

　鉄の檻おりである。ジャンヌを、すっぽり覆っている。彼女は、閉じ込められてしまったのだ。

「……これは何の真似だ、ジル？」

　突然の事態に戸惑いを見せながら、ジャンヌは言った。ギョームは、それを呆ぼう然ぜんと眺めていることしかできなかった。

「自分から罠わなに飛び込んでくるとは。愚かな聖女さまだ」

　ジルは哄こう笑しようした。近習ヴアルレの少年から、再びワイングラスを受け取り、優雅にその味を楽しみながら、ジャンヌを眺め回す。

　まずいことになった、とギョームは思う。ジャンヌは不死身だが、ヨランドの『剛健無双フイルミトウード』のような化け物じみた怪力を持っているわけではない。拘束されてしまうと、まるで無力になってしまう。

「私のとっておきの収集品をお見せしよう」

　ジルは自慢げに言い、少年たちに命じて部屋の中の燭しよく台だいに火を灯ともさせる。少しずつ部屋の奥が照らされて、現れた光景にギョームは息を吞のんだ。

「子どもたちの死体が……」

　笑ったままの、少年の上半身だけの死体。

　首も手足もなく、胴だけになった年齢不詳の死体。

　右半身と左半身とに、まっぷたつにされた少女。

　尻から喉までを鋭い槍やりで串刺しにされた少年。

　目をくり貫ぬかれ鼻と耳を削がれ、歯の一本一本までを抜き取られた生首……。

　何十もの子どもの死体が、部屋の中に、無造作に置かれている。

　まさかオーヴィエットも、とギョームはぞっとしたが、見たところ彼女の首は見当たらない。

「何と、おぞましい……。ジル、どうしてだ、どうしてこんなことを!?」

　ジャンヌが、信じられないという顔で、ジルを追及する。その反応に、ジルは満足したようである。したり顔で、彼は語った。

「骨こつ董とう屋やは古い壺つぼを、好事家は異国の珍しい貨幣を集める。私は彼らとは別の物を集めているというだけの話だよ」

「ばかなことを言うな！　こんなことが許されると思うか!?」

　ギョームは、激高した。神をも恐れぬ所業とはこのことだ。子どもをさらっているのはジルではないか、と疑ってはいたが、これほどひどい行いをしているとは想像もしなかった。いや、したくなかった。

「ジャンヌの質問に答えろ、ジル・ド・レ！　どうしてこんなことをした!?　オーヴィエットは、どこにやった!?」

　面倒くさそうに、ジルは近習ヴアルレたちに命じた。

「その男は殺せ」

　無言で、近習ヴアルレの少年たちはナイフを抜き放つ。いずれもジルの命令に戸惑う様子はなく、虚うつろな目つきでギョームを取り囲む。慣れている、とギョームは思った。こいつらは、人を殺すことに慣れている。

　眩まばゆい光が、部屋の中を照らし出した。稲妻の音が轟とどろく。ジャンヌが光の剣を召喚して、今にもギョームに襲いかかろうとしていた少年の一人に投げつけたのだ。少年のナイフがギョームの胸に突きつけられようとした寸前、フィエルボワの剣は少年の心臓を背中から貫いた。

　危なかった。ジャンヌが機転を利かせなかったら、ギョームは死んでいたところだ。

　突然現れた光の剣に、少年たちは度肝を抜かれている。一瞬の隙をついて、ギョームは囲みを抜け出し、走り出した。

「……貴様っ！」

　ジルが憤怒の声を浴びせかける。

「追え！　奴を捕らえて殺せ！」

　少年たちが、追いかけてくる。ギョームは、無我夢中で逃げた。階段を駆け上がり、廊下を走り、必死で逃げた。どこを走ったのかも分からない。気が付くと、彼はジルの館の外に出て、薄暗い草むらの陰に隠れていた。

　後悔の念が、ギョームを襲った。

　逃げてしまった。ジャンヌを置いて、逃げてしまった。

　何が、「一人じゃない」だ。「何でも頼っていい」だ。俺は、何もできなかったじゃないか。結局のところ、俺は類まれな剣士でも、天才的な策士でもない。ジャンヌの強さに任せきりで、一人では何もできない、無力な裁判所の書記官にすぎない。

「俺は、自うぬ惚ぼれていたんだな。自分なら、ジャンヌを助けられると……」

　むしろ助けられたのは、彼の方だった。ジャンヌはフィエルボワの剣を投げつけて、ギョームの生命を救ってくれた。だが、ギョームは逃げることしかできなかった。

「俺は……俺は……」

　ジャンヌが火ひ炙あぶりにされた、あの光景を思い出した。またあのときと同じ過ちを、繰り返すのか。また、救えないのか。

　思えば、俺はジャンヌが笑ったところを全くと言っていいほど見ていない。異端裁判のときも、今回の旅の途中でも。いつも気を張っているのか、彼女はほとんど表情を見せることがない。

　そういう娘なのだと思い込んでいたが、ジルと食事をしているときのジャンヌは、いつもとは違う様子を見せていた。生死を共にした戦友たちの前では、あのような顔もするのだ。かつては、もっと表情の豊かな、明るい娘だったのだろう。

「ジャンヌ……」

　自分はもうジャンヌのことをよく分かった気になっていた。だがそれは間違いだった。

　助けてやりたい。一人で戦い続けるジャンヌを、助けてやりたい。

「だが、俺はジルに立ち向かうには、あまりに無力だ……」

　何もできない絶望感に、ギョームは打ちひしがれていた。
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　誰もが舞台上のジャンヌに感激し、歓喜の声を上げているのに、その少女だけは違った。

　フードを被かぶっているので表情はよく見えないが、楽しそうではないことは確かだった。

「何で顔を隠しているんだろう。まるで普段のジャンヌさんみたい」

　話しかけてみよう、とオーヴィエットは思った。たぶん同世代だ。お友達になれるかもしれない。初めて会う相手でも物もの怖おじしないのが彼女の持ち味である。

「ねえねえ、君、地元の人？」

　声をかけられて、少女は驚いたような反応を見せた。怯おびえている、といってもいい。がたがたと震えながら、フードをさらに深く被り直し、慌てたようにオーヴィエットに背を向けた。人ごみに紛まぎれるように走り去る。

「えっ、何で逃げるの!?」

　逃げられると、追いかけたくなるのが人の常である。足の速さには、オーヴィエットは自信がある。負けじと追いすがった。フードを被った少女も、必死で逃げる。広場を離れ、大通りを駆け抜け、やがて狭い路地へと入り込む。だが、そこで少女は息を切らす。オーヴィエットの姿が見えないことを確認して、立ち止まった。

　その途端、

「つかまえた！」

　背後から叫び声を上げたオーヴィエットが、少女のフードをめくり上げた。少女がこの路地裏にやってくることを予想して、反対側から回り込んだのだ。

「きゃっ」

　かわいい声を発して、少女は慌てふためく。正面に回り込んでその素顔を見たオーヴィエットは驚いた。とても綺き麗れいな顔をした女の子だったのだ。しかも、オーヴィエットがよく知っている女性に顔立ちが似通っている。

「えっ、ジャンヌさんにそっくり！」

　若緑色の瞳、整った鼻すじ、優しげな唇は、まさにジャンヌそのものである。それを見て、オーヴィエットはピンときた。

「あれ？　君ってもしかして、ジャンヌさん……『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』を演じるはずだった子？　行方不明になったって聞いていたけど」

　こくり、と少女は頷うなずいた。

「どうして舞台に上がるのが嫌になったの？」

「嫌になんて、なってない！」

　それまでほとんど口を利かなかった少女が、強い口調で否定した。

「でも、わたしが舞台に立つわけにはいかなかったの。本当はわたしだって、あの場所に立ちたかった。憧れの『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』を演じたかった。すごく楽しみにしていたお芝居だった。だからどうしても我慢できなくて、さっきも顔を隠して舞台を見に行ったの」

「舞台に立っちゃ、駄目だったの？　どうして……？」

　オーヴィエットが首を傾かしげたとき、人相の悪い男たちが三人ばかり、わらわらと近寄ってきた。少女が顔色を変える。

「捜したぞ。こんなところにいたのか」

「さすがジル様は、明敏なお方。お前がこっそり舞台を見に来ているんじゃないかと、予想を立てていたぞ」

　その台詞せりふで、オーヴィエットは自分の失敗を悟った。

「ああ……そうか、しまった！」

　つまりこの少女は、悪者に追われていたのだ。だからフードで顔を隠していたし、舞台に立つこともできなかったのだ。何で分からなかったのだろう。ジャンヌさんやギョームさんなら、すぐに気付いて的確な対応をしたに違いないのに。

「さあ来い、アニェス！」

「いやっ。絶対に、いや！」

　この子を、助けなきゃ。オーヴィエットの心を、強い使命感が満たした。あたしはジャンヌさんの……『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』の、従者なんだ！　困ってる人を、助けなきゃ！

「逃げて！　あたしが君のことを助ける！」

　アニェスと呼ばれた少女は、驚いた顔でオーヴィエットを見据えた。胸を叩たたいて、オーヴィエットはアニェスをかばうように男たちの前に立ち塞がった。悪漢たちからジャンヌに似た少女を救う自分の姿に、彼女の気分は高揚した。

　アニェスが、走り出した。男たちは、彼女を追おうとする。オーヴィエットは両手を広げて彼らを遮った。

「この……クソガキッ！」

　狭い路地裏である。子ども一人でも、十分に大人を遮ることができる。

　蹴飛ばそうとする男の脚に、オーヴィエットはしがみついた。

「どけっ」

「どかないもん。あの子は、あたしが助けるんだから！」







　男たちに取り押さえられたオーヴィエットは、そのまま猿ぐつわをはめられて、見知らぬ屋敷へと拉致された。無念だが、アニェスを逃がすことができたので、オーヴィエットとしては満足である。

　連れられたのは、大きな邸宅の、別館らしき建物だ。邸宅そのものは優雅なつくりで、偉い貴族が住んでいるのだろうと思われるが、別館の方は殺風景で、冷たい石畳の上に剣や鎖かたびらブリガンデイーヌがずらりと陳列され、いかつい男たちが出入りしている。屋敷の主人に雇われた兵士たちの駐屯所なのだろう。

　オーヴィエットは木の柱にくくり付けられ、身動きがとれない状態にされている。

「で、何者なんです、このガキは」

　三人のごろつきのような男たちに問いかけたのは、白しろ貂てんの毛皮で飾った豪ごう奢しやな服を着た一人の少年だった。オーヴィエットは、はっと息を吞のんだ。天使のように美しい若者だった。

「何て、綺麗な巻き毛。まるで紅玉ルビーを溶かしたよう……」

　捕らわれの身であるのに、ついそう思ってしまったオーヴィエットだった。金の瞳も、闇夜に煌こう々こうと輝く月のような印象である。

「依頼されていた、アニェスとは違う娘のようですが」

「知るか。こいつがアニェスを逃がしやがったんだ。多分、アニェスの仲間だ」

「アニェスを取り逃がしてしまったので、アニェスをかばいだてした少女を、とりあえずさらって来たというわけですね。……馬鹿ですか？」

「プレラティ！　てめえ、口の利き方に気をつけな！」

　プレラティと呼ばれた少年は、ふてぶてしい態度で仲間に釘くぎを刺した。

「あなたこそ、気を付けた方がいいですよ。ジル様は、魔法使いソルシエである僕の言いなりですからね。僕はあなたを首にすることだって、できるんですよ」

「ぐ……この……」

　男は、プレラティに投げかけようとした罵声を、かろうじて吞のみ込んだ。どうやらこのごろつきたちは、プレラティに頭が上がらないようである。魔法使いソルシエという自称は、本当のことなのだろう。

　ジル様って、ジャンヌさんのお友達だっていうジル・ド・レさんのことだろうか。オーヴィエットは、推測した。ジルさんはジャンヌさんの戦友だけど、ギョームさんは悪い人だって言ってた。とすると、ここはジルさんの屋敷なんだろう。

「さて、お嬢さん。僕たちは、君が逃がしたアニェスという少女を追っています。君は彼女の隠れ場所を知っていますね？」

「知らないよ、そんなこと」

「多少、痛い目を見ないと、思い出せませんか」

「そんな脅しには乗らないよ。ジャンヌさんとギョームさんが助けてくれるんだから！」

　ごろつきたちは、顔を見合わせた。プレラティが尋ねる。

「ジャンヌさん？　ギョームさん？　誰です？」

　話してよかったのだろうか、とオーヴィエットは迷ったが、下手に沈黙を守ろうとすると、何をされるか分からない。何しろ相手は、拷問も辞さない連中なのである。むしろ、べらべらしゃべって相手の反応をうかがおうと、彼女は考えた。

「ジャンヌさんは修道女で、ギョームさんはルーアンの……えっと、異端裁判所？　の、偉い人なんだよ！」

「異端裁判所だと!?」

　ごろつきたちが、顔色を変えた。

「まさか、ジル様を調べているのか？　ジル様が地下で何をやっているか、知っているのか!?」

「え、えーと？　多分、そうだよ！」

　オーヴィエットは必死で話を膨らませる。

「もう今頃は、『さもんいいんかい』の準備が進められているよ。裁判長は、多分ボーヴェー司教のピエール・コーションさんになるんじゃないかな。審査記録は『えいきゅうほぞん』されて、誰でも『えつらん』できる状態になるんだよ。そしてその写しがローマ教皇さまに送られて、火ひ炙あぶりだよ」

　男たちは、顔を見合わせる。オーヴィエットのような無学そうな少女の口から、小難しい言葉が次々と飛び出したので、何事かと戸惑っているのだ。ギョームから聞きかじった言葉を、ほとんど出まかせで持ち出しているにすぎないのだが、男たちは騙だまされてくれたようだ。

「これはどうも本当らしいぞ。ジル様にお知らせしなければ」

「ジルの旦那は例の地下室で、お楽しみの最中だ。例の『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』役の娘を、招待したらしい。邪魔をすると、こちらの首が飛ぶぞ」

「知らせを怠っても、首が飛ぶのは同じだろう。早くしないと、手遅れになるぞ」

　美少年のプレラティが、ごろつきたちの慌てぶりを嘲あざ笑わらった。

「無駄ですよ。これはもう、観念するしかありませんね」

「フランチェスコ・プレラティ！　貴様は、ジル様を唆そそのかした張本人ではないか！」

「ほう、では皆さんは、ジル様と仲良く火炙りになるつもりなのですね？　大した忠臣ぶりですね、いやはや、まったく」

「あ……いや、それは……」

「僕はそんなのは御免ですよ」

「ふん。さては貴様、ジル様から金をむしり取るだけむしり取ったから、もう用はない、と思っているな？　この悪党め！」

「悪党め、とはご挨拶ですね。この中に、悪党でない者など、果たしているのでしょうか？　人を殺したり金を盗んだりして、行き場をなくした者たちばかりではありませんか。今もジル様の命を受けて、子どもをさらい、ジル様が快楽の赴くままに殺した子どもの死体処理などを請け負っている。そうでしょう？」

「……」

「自分だけでも助かる道を、各自で切り開くべきですよ。でも、異端審問官に頭を下げるには、手土産が必要でしょうね」

「手土産……？」

「知れたこと。ジル様の首ですよ」

　プレラティの言葉に、男たちは息を吞んだ。筋金入りの悪党である彼らからしても、プレラティの言葉は尋常ではなかった。

「ジルの旦那は、俺たちを雇い入れてくれた恩人だぞ。さすがに、それは……」

「今さら何を言っているんですか？　あなたは確か、自分の代父を殺して、故郷の村を追われたのではなかったですかね。別にいいんですよ。僕だけなら、助かる方法はいくらでもあります。魔法使いソルシエですからね。でも、皆さんはそうじゃないでしょう？」

「……分かった。やるしかないか」

　言われた男は、覚悟を決めたように頷いた。

「このプレラティさん、本当に悪い人だ……」

　誰にも聞こえない声で、オーヴィエットは呟つぶやいた。自分たちの保身のことで頭がいっぱいな男たちと違って、彼女は気付いていた。彼は他人を唆して、ジルの口を封じるつもりなのだ。

「それより、このガキはどうする？　殺すか？」

「放っておきなさい」

　プレラティは即答した。

「罪を重ねても、捕まったときに自分の立場が悪くなるだけですよ。もっとも、僕は捕まる気はありませんけどね」

　意外な答えに、オーヴィエットは、目を丸くする。「殺すか？」と言われた瞬間、最悪の事態も、覚悟していたのだが。

「わ、分かった。お前がそう言うのなら、殺すのはやめておこう」

「はい。そんなことより、ジル様の首ですよ」

　不敵に笑って、プレラティは仲間を唆した。







　俺はいったい、どうしたらいいのだろう。

　ギョームはまだ、苦悩していた。

　近習ヴアルレの少年たちは、どうやら彼を追うのを諦めたようだ。いったんジルのところへ戻ったようなので、今なら敷地の外に逃げられるかもしれない。

　だが、ここで逃げてしまっては、一生後悔してしまうだろう。ジャンヌの火刑を見過ごしたあのときのような思いは、もう二度としたくない。

　自分の情けなさにため息を吐ついたそのとき、どこからか男たちの野卑な声が聞こえてきた。ジャンヌが捕らえられている本館とは別の建物から、ごろつきのような男たちが出てくるのが見えた。ギョームは不思議に思った。あの連中は、いったい何だろう。

「本館の方へ向かっている様子だが……。いや、立ち止まって、何か話をしている」

　どうも悪巧みの相談をしている模様であるが、ギョームのいる草むらからは、よく聞こえない。

　見つかれば、殺されてしまうかもしれない。距離をとるために、男たちが出てきた別館の裏に回り込む。窓から中を覗のぞき込んで、驚いた。オーヴィエットが柱に縛り付けられているではないか。

「ギョームさん！」

「オーヴィエット！」

　よかった。生きていた。生きていてくれた。中には、他に誰もいないようである。ギョームは窓から別館の中に入り、オーヴィエットの縄をほどいた。無我夢中だった。

「大丈夫か？」

「うん！」

　元気いっぱいに、オーヴィエットは応じた。

「あのね。絶対、ギョームさんか、ジャンヌさんが助けに来てくれると思ってた」

　その言葉に、ギョームはきつく胸が締め付けられるような感覚を覚えた。ジャンヌを見捨てて逃げてきたなどとは、とても言えなかった。

「ジャンヌさんは？」

「ジャンヌは……ジル・ド・レに捕らえられた。すまない。俺がついていながら」

「えっ、じゃあ、助けに行かなきゃ！」

　オーヴィエットは、目をきらきらと輝かせた。迷いはなかった。その青い瞳が眩まぶしくて、ギョームは目を逸そらした。

「いや、駄目だ。危険だ」

「え、でも……」

「子どもをさらっていたのは、ジルだったんだ。大勢殺されている。俺やお前が行ってどうにかなるものじゃない」

「それでも行く！」

「聞き分けのないことを言わないでくれ」

　ギョームは、苛いら立だった。オーヴィエットは頭の回転の速い子だ。行ってもどうにもならないことくらい、分かっているはずだ。なのになぜ、今に限って勝手なことを言うのか。

「お前までジルに殺されてしまったら、ジャンヌだって悲しむだろう？」

「どうしてそんなことを言うの？」

　驚いたように、栗くり色いろの髪の少女は問い返した。

「知ってるでしょ？　あたしの生命は、ジャンヌさんにもらったものなの」

　青い瞳に、ギョームは決然たる意志を見た。

「ジャンヌさんがいなければ、なかったはずの生命なの。だから、無理でも危険でも、あたしはジャンヌさんを助けに行くよ！」

　それを聞いた瞬間、ギョームの心の中に、小さな、だが確かな灯ともし火びが宿った。

　こんな幼い子どもでも、勇気を振り絞って命懸けでジャンヌを助けに行こうとしている。

　危険だとか、怖いとか、そういったことは二の次にして、とにかくジャンヌを助けたいという、その気持ちだけを胸に、まっすぐに進もうとしている。

　それなのに、俺は何をしていたのか。

　ジャンヌを助けに行かなければ。あのとき──あのルーアンの火刑台で助けられなかったジャンヌを、今度こそ助けなければ。それが自分に定められた使命ではなかったか。

　その役目を背負っているのは、オーヴィエットではない。俺だ。神が、もう一度俺に彼女を助ける機会を与えてくださったのだ。俺が、助けに行かなければ。

　絶対に、もう迷わない。

「オーヴィエット。ジャンヌは、俺が助ける。お前には、代わりにやってもらいたいことがある。お前にしかできないことだ。俺の言うことを、聞いてくれるか？」
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　ジャンヌは全身を鉄の鎖でがんじがらめにされていた。手首には枷かせがはめられており、それは天井から伸びた鎖と繫つながっている。ほとんど身動きができない状態だ。そこまで厳重に拘束された上で、ようやく鉄の檻おりが外されたのだ。ジャンヌの力を、ジルはよほど警戒しているようだった。

「近隣の街や村で、子どもたちが次々と行方不明になっている。そう聞いていたが、まさかお前の仕業だったのか」

「その通りだ。私がさらって来させたのだ。それがどうした？　たかが平民の子がいくら消えたところで、誰も気にすまい」

　ごく当たり前というように、ジルはうそぶいた。

「信じていたのに。お前を、信じていたのに」

「本当にお前は純真な娘だな。だから、皆から愛された。だが、現実はそう綺き麗れいなものではないのだよ」

　ジルは笑い、続けて、苛立ったような声色でジャンヌに問い返す。

「それより、あのギョームとかいう男はいったい何者だ？　ルーアン異端裁判所の関係者だと言ったな？　私を取り調べに来たのか？」

　ギョームの素性を、ジャンヌは結局、ジルに語らなかった。ジルの方でも詳しく訊きこうとはしなかった。てっきり魔法使いソルシエであるジルには何もかもお見通しなのかと思っていたのだが、実は内心で疑心暗鬼になっていたらしい。まさか、それでジャンヌを捕らえたのだろうか。

「つまり、後ろ暗いことをしているという自覚があるのだな？」

「ほざけ！　ジャンヌ、お前はあいつとどういう関係なのだ？」

「わたしの旅の同行者だ。旅の目的に手を貸してもらっている。それだけだ」

「男女が一緒に旅をして、何もないわけがなかろうが！　言え！　『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』は、実はもう乙女ピユセルではないのか？　お前は、あいつに女にしてもらったのか？　それとも……」

　次第に興奮してきたのか、ジルは右手に持っていたワイングラスを握りつぶした。ジルの手が、自らの血で紅あかく染まった。

「それとも、あいつに抱かれる前には、すでにイングランド兵に凌りよう辱じよくされていたか？　え、どうなんだ？」

「下げ種すな想像をするのはやめろ」

　ジャンヌが、ぴしゃりと言った。

「ギョームとわたしとは、何でもない。わたしは今でも乙女ピユセルだ。気になるなら、確かめてもらってもかまわないぞ」

　ジルは頭かぶりを振った。少年の一人が、ジルに近寄り、血ち塗まみれになった手に包帯を巻く。

「火ひ炙あぶりにされて灰になっても、蘇よみがえるような女だ。処女膜があったとしても、本当に処女とは限るまい。だが、待てよ。火炙りにされても死なない……ということは、だ」

　ジルの顔が、愉悦に歪ゆがむ。面白い余興を思いついた、とばかりに、近習ヴアルレの少年に何事かを命じる。頷うなずいて、近習ヴアルレはその場を走り去る。

　やがて戻ってきた近習ヴアルレは、鋭利な鉄の鎌槍ギザルムを持参していた。

「何をする気だ」

「こうするのだよ」

　ジルは鎌槍ギザルムを両手で構え、容赦なく、ジャンヌに突き刺した。青い袖なしの外衣シユルコ・トウベールがずたずたに裂け、脇腹を貫通し、ジャンヌは血を撒まき散ちらしながら身もだえした。激痛が全身を駆け巡った。

「がはっ」

　口からも大量の血を吐き、ジャンヌはうつむいた。

「死んだか？」

　ジルがそう呟つぶやいたとき、突然、ジャンヌは顔を上げ、鋭くジルを睨にらみ返かえした。敢然として、彼女は叫んだ。

「わたしは死なない。わたしは不死の身なのだ」

　普通の人間なら間違いなく死に至る虐待に平然と耐えながら、ジャンヌはかつての戦友に憤然とした声を上げていた。信じられぬ光景に、ジルの取り巻きの近習ヴアルレたちが、驚きよう愕がくの声を上げる。

　ジルは、手を叩たたいて笑った。面白い玩具おもちやを見つけた悪童の顔であった。

「やはり、そうなのだな。私が何度お前を殺しても、お前はその度に蘇るのだな。また私に殺されるために」

　ジルは、鎌槍ギザルムをジャンヌの身体からだから引き抜いた。再び血があふれ、ジャンヌを鈍い痛みが襲った。

「ジャンヌ。お前は、私のもとへ戻ってきてくれたのだな。ずっと待ち焦がれていた。汚れなき聖女、神に遣わされた乙女を殺してやりたいと、私はずっと待ち望んでいたのだ。よく見ておけ、私の愛の証あかしを」

　自らの声に酔いしれるかのように、ジルは宣言した。

「お前は永遠に私のものだ、ジャンヌ」

　ジャンヌの太ふと腿ももに、剣を突き刺した。

　首に、矢じりを突き立てた。

　さらに火縄銃を持ち出して、若緑色の目を撃ち抜いた。

　その度に血が噴き出して、激痛で気が狂いそうになり、悲鳴を上げ、ジャンヌは身をよじった。床に真っ赤な血溜だまりができた。

　だが、ジルが得物を引き抜くと、ジャンヌの傷はたちまち癒えて、元通りの身体になる。ジャンヌにとってはすでに慣れ切った現象だが、初めて見る者にとっては、驚くべき神秘に違いない。

「ひゃははっ。こいつはいい。いい。いいぞ！　殺しても死なない！　最高ではないか！」

　ジルの瞳に、怪しげな光が宿った。

「人体というものに、私は常々、不満を抱いていた。なぜ人間は、かくも脆もろいのか。なぜ人間は、拷問にかけると簡単に壊れてしまうのか。神はなぜ、過酷な責め苦にも耐えうるように、人を作らなかったのか。だが、今のお前は、いくら壊してもまたすぐに元通りに直ってしまう。まさに完璧な存在だ。至高の美が、ここにある」

　ジルは、すでに狂気の世界に囚われているのか。この異常な性格は、いったいどこから来ているのか。ジャンヌには分からない。

「さて、どうしてくれよう？　手始めに、水責めにかけてみようか。それとも絞首刑がよいかな？　斬首、八つ裂きも試してみたいし、心臓も抉えぐり出さねば。ハンマーで頭を潰すのも、両手両足の爪を剝はぐのも、試したい。火炙りでルーアンの再現もいい。頭から熱湯をかけるか？　射石砲を当てて頭を潰すか？　火砲で吹き飛ばすか？　猛獣に食わせるか？　それとも……」

　ジルの口元が、妖あやしげに歪む。

「それとも、『鉄の処女ヴイエルジユ・ド・フエル』に抱かせるか？　ははは、これは傑作だ。殺しても死なない鋼の処女が鉄の処女に抱かれたら、さてどうなるか」

　舌なめずりをして、ジルはさらに発想を広げる。

「殺すだけではつまらん。これだけ血を流しても死なないのだ。血を流すだけ流させてそれを浴槽に溜ため、ワインでも飲みながらそれに浸つかるのも一興だな」

「わたしの血の海で溺死しないように気をつけろよ」

「まだ悪態をつく元気があるようだな」

　今度は、鞭むちを取り出したジルである。極めて品のない笑い声を上げながら、ジャンヌの顔を、胸を、脚を、激しく打ち据えた。

「さあ泣け！　わめけ！」

　ジルに打たれて、ジャンヌの全身に、青いあざができた。既に衣服はぼろぼろである。常人であれば、いったい何度死んでいるか分からない。

　ジャンヌは後悔していた。

　どうしてギョームの言うことに、耳を傾けなかったのだろう。

　何の根拠もなく他人を中傷するような人ではないことは、分かっていたのに。

　ジルとは、オルレアンを始めとする数々の合戦をともに戦った仲である。ジルを信じたい、仲間を疑うことはできない、と思っていた。だが、ジルは罪のない子どもたちを殺さつ戮りくする異常な犯罪者であった上に、ジャンヌをも騙だまし討ちにした。『裏切り者』もジルなのだろう。

　考えてみれば、戦場でジャンヌに偽りの情報を伝えた『裏切り者』は、戦場をともにする仲間が、やはり最も疑わしい。戦場から離れたところにいたシャルル王やトレモイユ、ヨランドでは、そのようなことを実行するのは難しい。

　その事実から、目を背けていたのだ。

「ふはははは！　さあ、泣け！　泣くのだ！」

　鞭を振るうジルの顔は、かつての頼もしい仲間のものとは、かけ離れていた。その瞳は不気味な光を帯び、口角は不自然に吊つり上あがっている。

　怖い。ジャンヌは、そう思った。

　彼女は、不死の身である。何をされても、死ぬことはない。だが、生と死を超えたところで、ジルの狂気が怖いと思った。むしろ、ジャンヌは死が怖いとは思わない。彼女にとって、それは神の御み許もとへと行くことを意味するからだ。だが、何者かの魔術ソルセルリによって蘇ったジャンヌは、死ぬことができない。死ぬことができないまま、ここでジルによって絶え間なくいたぶられるのだとしたら、これほどの恐怖、絶望はない。

　きっと、もうギョームは助けに来てはくれないだろう。彼には、わたしに協力する義理など何もない。わたしの身勝手な振る舞いに、愛想が尽きたのだろう。そもそも、武人でない彼が戻ってきたところで、何ができるわけでもない。

　信頼すべき人を信じず、頼るべきでない人を頼ったわたしへの、これは神の罰なのだろう。

「なぜだ!?」

　愕がく然ぜんとして、ジルは叫んだ。苛いら立だちからか、鞭を持つ手が震えていた。

「なぜ泣きわめかない!?　なぜ私に許しを請わない!?　ひょっとして、痛みを感じないのか!?」

「そんなことはない。痛い。だが、わたしがお前に屈することはない。どうしてお前のような恥さらしに、わたしが許しを請わねばならない？」

「黙れ。口を裂いて、皮を剝いでやる」

　ナイフを近習ヴアルレから受け取って、ジルは舌なめずりした。近習ヴアルレの少年は、無表情である。

「わたしの剝はく製せいでも作るか？　そんなことをしても、わたしはお前のものにはならないぞ。お前はかわいそうな奴だな、ジル」

「わ、私を憐あわれみの目で見るのをやめろ！」

「いいや、お前はかわいそうな奴だ」

　ジャンヌが断言すると、ジルは歯ぎしりした。彼を支配しているのは、劣等感だ。他人から蔑みの目で見られることを、何よりも彼は嫌がっている。

　こんな哀れで、惨めな男だったのか。ジャンヌは、ジルに失望した。かつてオルレアンでともに戦ったときは、とても頼もしい味方に思えた。だが今の彼には、そのような気配は微み塵じんも感じられない。

　わたしは、つくづく人を見る目のない女だな。ジャンヌは自嘲して、天を仰いだ。ギョーム。会いたい。もっとお前を頼りたかった。もっとお前と旅をしたかった。だが、もうその願いは叶かないそうにない……。

　朦もう朧ろうとする意識の中で、かすかに彼女を呼ぶ声が聞こえた。







　おぞましい秘密の地下室へ、ギョームは再び足を踏み入れた。

「ジャンヌ！」

　ギョームが声を上げると、鎖でがんじがらめにされていたジャンヌは、顔を上げた。その衣服はぼろぼろに裂け、肌には痛ましい虐待の跡がくっきりと残っていた。常人離れした再生能力を持っているはずのジャンヌだが、それが追い付かないほど、激しい責め苦を負わされたのか。その美しい顔にも、苦く悶もんの表情が浮かんでいる。自分が逃げたばかりに、ジャンヌを辛つらい目に遭わせてしまった。悔やんでも、悔やみきれない。

「なぜ!?　どうして戻ってきた!?」

　信じられない、というジャンヌの顔である。若緑色の瞳が、涙ぐんでいる。

「逃げたのではなかったのか」

　ジルも振り向いて、驚きの声を発する。ギョームは頭かぶりを振った。

「正直に言うと、俺は一度、ジャンヌを見捨てて逃げようと思った」

「ギョーム……」

「俺はかつて、ジャンヌを火炙りから救うことができなかった。彼女を助けろと、良心がそう言っていたのに。コーションの思い通りにさせてはならないと思いながら、俺は無力だった」

　何か、できることはなかったのか。コーションの邪悪な企てを、どうにかして止めることは、できなかったのか。何度も後悔した。

「今の俺は、ジャンヌに生かされている。俺はジャンヌのために生きると、決めたんだ。あのときの失敗は、繰り返さない」

「来てくれるなんて、思わなかった。わたしは、本当に人を信じることが下手くそだな」

　ジャンヌは、笑った。その笑顔を、ギョームは愛いとおしいと思った。

「初めてお前は、俺に笑った顔を見せてくれたな。たとえお前を助けられなくても、それだけでも来た甲か斐いがあった」

　本音を吐露してから、ギョームは自らの言葉を打ち消した。

「……いや、今の台詞せりふは、なかったことにしてくれ。俺は、お前を必ず助ける」

「貴様ごときが、今になってのこのこと現れて、何ができる！」

　激高したジルが、ナイフをギョームに投げつける。素早く、ギョームは手に持った棒状のもので、それを払いのけた。

　ギョームが手にしているのは、床に無造作に投げ捨てられていた鎌槍ギザルムである。切っ先に血がべっとりと付いている。おそらくジャンヌに対して使ったのだろう、とギョームは推測した。ジャンヌが不死であることを知り、それを確かめるためか、あるいはただ単にいたぶるために、彼女に突き刺したのだ。

「俺を殺してみろ、ジル・ド・レ。それともお前にできることは、鎖に縛られた女性を虐げることだけか？」

「ふん、馬鹿め！　戦って私に勝てると思ったか！」

　ジルの手には、剣が握られている。近習ヴアルレの少年が、主人に渡したのだ。

　閃せん光こうがほとばしり、風を切る音が、勢いよく響いた。間一髪、ジルの放った斬撃を、ギョームは紙一重でかわした。

　鎌槍ギザルムを、ギョームは振り回す。もとより武器の扱いは素人である。だが、剣と違い、長柄の武器は技術のない素人でもとりあえず扱えるという利点がある。ぶん回して、相手を寄せ付けないことはできる。

「でたらめに振り回すだけでは、私に勝てないぞ」

　そんなギョームの浅知恵を笑い飛ばすかのように、ジルは剣を構え、襲いかかってくる。ギョームの鎌槍ギザルムを巧みにかわして、懐に入り込もうとする。鋭い斬撃を、ギョームに叩たたき込む。

　防戦一方になりながらも、ギョームはジルの動きを見る。ジルの剣技は、華麗であった。優美で、芸術的ですらある。だが、

「達人の域ではない」

　と、見て取った。シャルル王やトレモイユの首を勢いよく刎はね飛ばしたときのジャンヌのような、思い切りのよさや切れはない。

　ジャンヌの剣を操る動作もジルに負けず劣らず華麗であるが、それは洗練された自然な動きだからである。女性であるジャンヌが男たちに負けない戦いをするためには、その領域にまで、自らの剣技を研ぎ澄まさせる必要があったのだろう。

　だが、ジルにはそれがない。ジルの剣技が華麗なのは、ただ格好よく見せたいという彼の欲求から生じるものだった。それだけ無駄な動きが多いのだ。

「腕が鈍ったか、ジル？」

　ジャンヌが挑発する。彼女も、ジルの動きの弱点に気付いている。ジャンヌがルーアンで処刑されて以来、ジルは前線から遠ざかっていた。戦いの感覚が、戻っていないのだ。

「それは違うぞ、ジャンヌ」

　肩で息をしながらも、ギョームは言葉を繰り出した。

「この男の剣の腕など、この程度のものだったのだ。お前がルーアンの火刑台に立って以来、ジルは戦場に出ていない。この男の戦場の栄光など、所詮はジャンヌの勝利のおこぼれでしかないからだ」

「……貴様、たかがルーアンの公証人ふぜいが、私を愚弄するか」

「この男には、剣の才能も、指揮官の才能もありはしない。無能をさらけ出すのが怖くて、戦場から逃げたんだ。それだけじゃない。この男は魔法使いソルシエと自称しているが、それすらも……」

「黙れ！　黙れ！」

　ジルの表情が、一変した。その剣技から華麗さが消えうせ、突然、単調な、力任せのものになった。何かギョームの言葉が、彼を激怒させたのは明らかだった。

「どうした、自慢の魔術ソルセルリを使わないのか？」

　畳みかけるように、ギョームは挑発した。

「剣の才能がなくても、お前は魔法使いソルシエなのだろう？　魔術ソルセルリの力で、俺を殺せばいい」

「……貴様、まさか気付いているのか？」

「何にだ？」

「とぼけるな！　どこまで私を愚弄するつもりだ！」

　そのジルの言葉を聞いて、ギョームはある発想に思い至った。もしかしたらそうなのではないか、と薄々思っていた考えが、具体性を帯びて、ギョームの頭の中に降りてきた。その推論が正しければ、ジルは……。

　不意に、ギョームは鎌槍ギザルムを取り落とした。ジルの絶え間ない攻撃で、疲労が限界に達していたのだ。額が汗にまみれ、息が上がり、手が重くなっている。朦朧とした意識の中で、彼はジルが会心の笑みを浮かべるのを見た。

「これで最後だ！」

　大振りに構え、必殺の剣技を、ジルは放とうとした。だがそれこそが、ギョームの待っていた瞬間だった。

　腰を低くして、ギョームはジルに体当たりした。不意を突かれたジルは、あっと悲鳴を上げて、剣を取り落とした。自分が一方的に相手をいたぶることだけを考えていた彼は、これまで守り一辺倒だったギョームがそのような行動に出るとは、思っていなかったのだ。

　二人はもつれ合って床に転がった。

「痛い、痛い！」

　背中を石床に打ちつけて、ジルはわめいた。

「痛い！　嫌だ、嫌だあ！」

　ギョームは、啞あ然ぜんとする。他人を痛めつけ、血を流させ、切断された遺体を眺めて平然としていられる男が、自分自身が苦痛を受けることには、耐えられないのか。

　ジルの顔が、恥辱で真っ赤に染まった。醜態を見られたことより、それを晒さらした自分自身が、許せなかったのかもしれない。

「貴様……殺してやる！」

　ジルの両手が、ギョームの首に伸びる。首を絞めようとするジルの顔を、ギョームは容赦なく殴りつける。こうなれば、武芸の腕の差などはもはや関係がない。

「本音を言うとな……俺は、ジャンヌを陥れた奴らがどうなろうと、知ったこっちゃない」

　ジルと揉もみ合いになりながら、ギョームは言った。

「『裏切り者』が地獄アンフエルへ落ちようがどうなろうが、どうでもいいんだ。むしろジャンヌを破滅させたクソ野郎なんて、地獄アンフエルで永遠に苦しみ続けてくれと思う」

「……いったい何の話だ？」

「だけどな、ジャンヌがそれを望んでいないんだ。憎くて憎くて仕方がないはずの連中の魂を救ってやろうと、健けな気げにも一人で頑張っている。だから俺はジャンヌを助けて、憎いそいつらの魂を救済してやろうと思っている。いいか、お前らじゃなくて、ジャンヌのためだぞ！」

「何の話だと訊きいている」

「いいから黙って聞け！　俺は、お前を殺さない。お前を殺すのはジャンヌだ。ジャンヌに殺されることで、お前は救われるだろう。だから黙って殺されろ！」

　ジルの顔を、再び殴りつけた。苦悶の表情を浮かべるジルからは、次第に覇気が失われつつあった。思った通り、過度の贅ぜい沢たくがかつての武人から体力も気力も奪っていたのだ。勝てる、とギョームは確信した。

「ジルさま！」

　ところが、ジルの近習ヴアルレたちが、主人の危機と見て取って、二人に駆け寄った。ギョームをジルから引ひき剝はがし、二人の近習ヴアルレが左右から、ギョームの両腕を押さえにかかる。

「さあ、ジルさま、止とどめを！」

　三人目の近習ヴアルレが、ジルに剣を手渡す。すると、意外なことが起こった。

「余計なことをするな！　こいつは私が、私自身の力で殺すのだ！」

　激怒したジルは、剣を持ってきた近習ヴアルレの腹を、問答無用で斬りつけた。悲鳴を上げ、血を撒まき散ちらして、近習ヴアルレは倒れ込んだ。そのまま動かなくなる。

「何ということを……」

　ギョームは呟つぶやいた。自尊心の高いジルは、あくまでも一対一の戦いでギョームを打ち倒すつもりだったのだ。それを邪魔されて、激高したのだ。

　ギョームを抑え込んでいた近習ヴアルレたちは、恐怖のあまり、へたり込む。ジャンヌが憐あわれみの声を漏らした。

「味方を斬りつけるとは……。ジル、お前、落ちぶれたな。いや、それとも昔からこうなのか？　やはりわたしを裏切り、偽の情報をつかませていたのはお前か」

「うるさい！」

　剣を振り回しながら、ジルは唸うなり声ごえを上げた。

「貴様のせいだ、ルーアンの公証人！　今度こそ、殺してやる。殺してやるぞ！」

　ジルの紅あかい瞳が、狂気一色に染まった。そのときのことだった。

「旦那！　ジルの旦那！」

　大きな声を出しながら、人相の悪いごろつき風の男が、駆け込んできたのだ。

　その男に、ギョームは見覚えがあった。オーヴィエットを閉じ込めていた別館から出てきた男たちの中の一人だ。

「どうした、シカンヴィユ」

「大変です、ジルの旦那。うえっ、何だこれ。どういう状況ですかい。この男は？　あの血ち塗まみれの女は？　この近習ヴアルレは誰に殺されたんで？」

「そんなことはどうでもいい。何があった？」

「オルレアンの警備隊が、この屋敷を取り囲もうとしていやすぜ」

「何だと……まさか、貴様の仕業か！」

　歯ぎしりをして、ジルはギョームを睨にらみ付ける。

　ギョームは、安あん堵どのため息を吐つく。どうやら、ぎりぎり間に合った模様である。

「例のジャンヌ役の少女が失踪したと聞いて、俺はまず、人さらいによる犯行を疑った。実際、子どもがさらわれる事件が、この周辺で何件も起きていたからな」

　だが、そうではなかったのだ。

「ジャンヌ役の少女はほとんど毎日、舞台に上がる稽古に出て、いつも家まで大人が送り迎えをしていた。行方が分からなくなったのも、自宅にいたときだ。彼女の自宅にまで足を運んでみたが、簡単に人さらいが侵入できるような家ではなかった」

　そこから、ギョームは最初の推測とは異なる結論を出した。

「少女は人さらいにさらわれたんじゃない。人さらいにさらわれるのが恐くて、自ら身を隠したんだ。子どもたちをさらっていたのはジルの部下たちだと、彼女は何かをきっかけに気付いた。舞台に立って見事にジャンヌを演じたら、自分はそのままジルの邸宅に連れ去られ、殺されてしまう。そう悟って、その前に自分から逃げたんだ」

　ギョームは警備隊にも話を聞きに行っている。子どもをさらっているのはジルではないかという疑念は、彼らの方でもすでに持っていた。彼はそこに揺さぶりをかけ、近日中に何か事件が起こるかもしれないから、ジルの邸宅を見張っておいてくれと頼んだのだ。

「で、ここから事態は意外な方向に動いた。少女を捕まえられなかった腹いせに、ジルの部下たちはオーヴィエットをさらったんだ。だが、彼女はもう脱出して、敷地の外に出ている。そして邸宅を見張っていた警備隊に、助けを求めたんだ。実際に被害者がいれば、警備隊も動く」

「オーヴィエット……よかった」

　ジャンヌが安堵の声を漏らす。

「くそっ」

　ジルは悪態をつき、部下のごろつきに命令した。

「こいつを始末しろ、シカンヴィユ。警備隊が来る前に、ずらかるぞ」
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　命令された側の男は、ふてぶてしい笑いとともに、首を横に振った。

「申し訳ありませんが、それはできませんねえ、ジルの旦那」

　そう言って、シカンヴィユはジルに近づき、手首をひねり上げる。

「なっ、貴様、裏切る気か！」

「あんたを始末すれば、俺は助かるんだ。プレラティの奴が、そう取り計らってくれる約束なんだ」

　シカンヴィユが、ジルを殴りつける。屈強な元部下から拳の一撃を食らい、ジルはもんどりうって倒れた。

　その間に、ギョームはジャンヌに駆け寄った。素早く、手て枷かせを外す。

　ジルに向けて、ジャンヌが手をかざした。光が、彼女の手に集まった。それはやがて収束して剣の形になった。聖なる力を宿したフィエルボワの剣である。

「シカンヴィユとやら、少し離れていてくれるか」

　光の剣を颯さつ爽そうと構えたジャンヌの姿には、不思議と人を従わせるような魅力がある。シカンヴィユが素直に従うと、朦もう朧ろうとしているジルめがけて、ジャンヌは鋭い斬撃を解き放った。無駄のない、華麗な一撃だった。

　ジルの首が、胴体に別れを告げた。あっという間の出来事だった。

　近習ヴアルレの少年たちが、悲鳴を上げて逃げてゆく。

「すっげえな、あんた。その剣は、どっから出てきたんだ？」

　呆ぼう然ぜんとしている様子のシカンヴィユが尋ねた。彼はジルを殴るのに夢中だったので、剣がジャンヌによって呼び出されるところは見ていない。

「これか？　ジルの近習ヴアルレが持っていた。わたしが奪い取って、鞘さやから引き抜いたのだ。そしたら、いきなり光り出した。不思議なこともあるものだな」

　よどみなく、ジャンヌは噓うそをついた。

「あんた、例のジャンヌ役の女だろ？　いやもしかして、本物の『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』か？」

「まさか。彼女はもう死んでいる」

「だよな。死んだ人間が生き返るなんて、あるはずないよな。ジルの旦那は自分のことを魔法使いソルシエとか称してたけど、そんなわけないよな」

「そうだな」

　苦笑いをするジャンヌである。

「さて、この首を警備隊に差し出せばいいんだな」

　シカンヴィユがジルの首を手に取ると、ギョームは頭かぶりを振った。

「いや、あんたは早く逃げた方がいい」

「どうしてだ？　ジルの旦那の首を手土産にすれば無罪になれるって、プレラティが言っていたぞ」

「あんたはそのプレラティって奴に乗せられたんだ。そいつは、あんたにジルの口封じをさせたんだ。ついでにジル殺害の犯人としてあんたが逮捕されれば、その隙に自分は逃げられる、と思ったんだろう」

「……とんでもねえ悪党だな、あいつ。分かった、すまねえ。さっさとずらからせてもらうぜ」

「そうした方がいい」

　シカンヴィユが立ち去ると、ジャンヌはギョームに近寄って、その胸に頭を預けた。

「来てくれるわけがないと、思っていた。わたしは、お前を信じなかった。そんなわたしのところに、お前は駆けつけてくれた」

　ジャンヌの声は、いつになく震えていた。

「感謝する」

「いや、俺はお前に感謝されるいわれはない。本当は、逃げようとしたんだ。だけど、オーヴィエットに元気づけられてな。助けに行かないわけにはいかなくなった」

「怖くはなかったのか？　知っているだろう？　わたしの『蘇生術レヴオカーテイオ』は、わたしの剣で殺した人間しか、生き返らせることができないと。ジルに殺されていたら、助からなかったのだぞ？」

「それでも、お前は何か別の方法を探してでも、俺を蘇よみがえらせてくれたはずだ。違うか？」

　ジャンヌは答えなかった。だが、ギョームにはその答えが分かっていた。

『それに将来、わたしの名誉を回復するにあたって、お前は重要な役割を演じることになりそうだからな』

　そんなことを、以前ジャンヌは言っていた。何のことかと思っていたが、シャルル王やトレモイユ、ヨランドの将来を、ジャンヌは予言した。いずれも、フィエルボワの剣によってジャンヌが殺した相手ばかりである。おそらくあの聖剣には、未来を見せる力がある。殺した相手が生きていれば紡ぐはずだった運命を、ジャンヌに見せているのだ。

　自分は何かジャンヌの名誉回復のための重大な役割を演じることになる。それゆえに、ジャンヌは彼を旅の伴侶に選んだのだ。

　自分は、必要とされている。

　ギョームにとって、それは心地よい感覚だった。ジャンヌが火ひ炙あぶりになったあの日、すべてを失ったかのような喪失感を味わった。もはや自分は、何の生きがいもないまま、抜け殻のような人生を過ごすのだと思っていた。だが、自分は今、ジャンヌのために生きている。

「さて、俺の『死霊対話術ネクロロギア』の出番だ。もたもたしていると警備隊がやって来るから、手早く済ませてしまうぞ」







「これは、罰か」

　生首だけになっても、ジルは優雅だった。まるで舞台俳優のような言い回しで、『死霊対話術ネクロロギア』によって仮初めの意識を与えられた彼は、語り出した。

「あのときジャンヌを裏切った、その罰なのか」

　ジャンヌは、苦い顔つきである。彼女はギョームの上衣コタルデイを羽織っている。ジルに何度も鞭むち打たれて衣服がぼろぼろになり、裸同然であったので、ギョームが気遣って着せたのだ。

「ジル・ド・レ。やはり、お前が『裏切り者』だったのだな」

　ギョームが確認すると、ジルは口くち髭ひげを揺らした。

「そうだ。パリ攻めのとき、私はジャンヌを裏切ったのだ。斥候に金を渡し、水堀を空堀だと噓を言わせたのだ。おかげで彼女は勝算のない戦いに挑むことになり、無様に敗北した。それ以降、全く勝てなくなったのも、すべて私が噓を教えていたからだ」

　おそらくそうだろう、と見当はついていた。だが問題は、なぜ裏切ったのか、だ。

「あの敗戦では、わたしの忠実な従者の一人が生命を落とした」

　ジャンヌが遠い目をした。ギョームは口を開く。

「ジャンヌの従者は、お前が殺したようなものだな。だが、どうしてそんなことを……？　トレモイユと関係があるのか？　彼と、密約を結んでいたのだな？」

「なぜここでトレモイユの名が？」

　ギョームの指摘に、ジャンヌが眉をひそめる。

「ジルは、トレモイユとは親戚関係にある。家系図だけみると分かりにくいが、貴族というのは、色々なところで繫つながっているものだからな」

「その通りだ。私はトレモイユ殿に取り立てられ、彼に言われるがままに動いていた。オルレアンでそれほど目立った活躍をしたわけでもない私がフランス元帥となり、王の戴冠式でも重要な役割を任されたのは、彼が引き立ててくれたからだ。私は常に彼の盾となって動いていた。彼はジャンヌを徹底的に敵視し、彼女が失敗することを内心で望んでいた。だから私は、ジャンヌがこれ以上勝利を得られないよう、そのような姑こ息そくな真似まねをしたのだ。だが……私の心は苦しかった。私は、ジャンヌ、お前を愛してしまっていたからだ」

「えっ、な、何だと」

　突然の告白に、ジャンヌは困惑した。初心うぶな少女のような反応である。

「ジルが……わたしを……!?」

「気付いていなかったのか……」

　少しだけ、ジルに同情してしまったギョームである。ジルの、ジャンヌへのこだわりは相当なものだ。歪ゆがんだ形を取っているとはいえ、それが愛であることは、他者から見れば明らかだったが、ジャンヌには分からなかったのだ。

「憎むべき相手、殺すべき敵を愛してしまった苦悩が、お前に分かるか？　私がどれほど葛藤したか、お前に分かるか？　お前が火炙りにされたと聞いたときの、私の苦しみは？　いいや、分かるまい」

「それで、狂ってしまったのか？　罪もない子どもたちを快楽のおもむくままに弄び、傷付け、殺すような男になってしまったのは、わたしのせいだと言うのか？」

「ふざけるな、そんなことがあるものか。ジル、お前の罪は、お前自身に帰されるべきものだ。ジャンヌのせいにするな！」

　ギョームの手が、身勝手な男への怒りで震えた。

「ジャンヌ、気に病むことはない。ジル・ド・レが子どもたちをさらって殺しているのは、本当は、お前を失った苦悩ゆえではない」

「ほう。では、何が原因だというのだ？」

「黒魔術マジ・ノワールの研究のためだ。そもそもの発端は、ジル・ド・レ、お前が、魔術ソルセルリの使えない魔法使いソルシエだということにある」

「……どうして分かった？」

　ジルは紅の瞳に驚きの色をたたえた。ジャンヌも、目をぱちくりさせている。魔術ソルセルリの使えない魔法使いソルシエなど、ありえるのかという表情だ。

「ジル・ド・レ。なぜジャンヌが生きていることを不思議に思わないのか、と私が尋ねたとき、お前はこう言ったな。魔法使いソルシエたる者が、いちいち驚いてはいられない、と。だが、私の見るところ、あれは虚勢だ。明らかに、お前はジャンヌが生きていたことを知らなかった。本当は内心で驚きよう愕がくし、ジャンヌが自分の下へ戻ってきたことへの喜びで心を満たしていたはずだ。それなのに、さも驚くには値しないかのように、振る舞った。驚いてしまうと、魔法使いソルシエなのにジャンヌが生きていたことも知らなかったのか、と思われると考え、あえて平静を装ったのだ」

「……」

「実際にお前が魔術ソルセルリを使うところを、結局俺は一度も見ていない。お前と戦ったとき、俺はお前に魔術ソルセルリを使ってみろと挑発した。だが、お前は使わなかった。それで確信した。もともとそんなものは使えはしなかったのだ」

「そういえば、わたしもジルが魔術ソルセルリを使うところを、一度も見たことがない……」

　ジルは、深々とため息を吐ついた。

「偉大な魔法使いソルシエであった祖父ジャン・ド・クランに学んだのに、私は魔術ソルセルリを身につけることができなかった。知識だけは得られたが、実際にはただの一つも魔術ソルセルリを使うことができなかった。才能がなかったのだ。だから私は、数々の奇き蹟せきを起こしたジャンヌに憧れていた。自分も、彼女のようになりたいと思った。だが、どうしても駄目だった。私は自分自身の不ふ甲が斐いなさに絶望していた。そんなとき、プレラティという男が私の前に現れたのだ」

　美しい少年の姿をしたその正体不明の男は、自らを魔法使いソルシエと称していた。実際に使える魔術ソルセルリは、自分を美少年に見せかけるだけの陳腐なものだったが、それでも魔術ソルセルリをまったく使えないジルからすれば、師と仰ぐに十分な存在であった。

　プレラティは、ジルを唆そそのかした。

「あなたには才能がないのではない。やり方が間違っているのです。あなたは神や異教の妖精にすがろうとしていますが、むしろあなたにふさわしいのは、悪魔の力を借りる黒魔術マジ・ノワールです。黒魔術マジ・ノワールを身につけるためには、邪悪な悪魔たちに気に入られる必要があります」

　堕落こそが、悪魔に近づく唯一の道だ。いかに外道に、悪行をなすか。どれほど残忍に、他者を痛めつけ、殺さつ戮りくを実行し、それを楽しむか。冒ぼう瀆とく的であればあるほど、悪魔に近づける。そうプレラティはジルに教え込んだ。

　ジルは手始めに、ジャンヌを裏切った。愛する女を破滅させる。その倒錯した悦よろこびに、彼はのめり込んだ。ジャンヌは負け続け、敵の捕虜となり、火炙りになって死んだ。

　次に彼は、罪のない子どもを殺し、悪魔への生いけ贄にえに捧ささげ始めた。おぞましい快楽に、だが彼は満たされなかった。見知らぬただの子どもを殺しても、邪悪な悪魔たちに近付くには不十分だと感じたのだ。ジャンヌによく似たアニェスという少女を生け贄にしようと図ったのは、その方がより深い快楽を得られると考えたからだった。

　度を超えた浪費も、悪魔に近づく手段だった。質素、倹約、清貧などという言葉を、悪魔は嫌う。庶民には想像もできないほどの、途方もない贅ぜい沢たくを、ジルは続けた。オルレアンの祝祭の費用をすべて負担したのは、その一環である。

「それで金が足りなくなって、お前は自分の領地を……先祖代々の土地を、次々と売却しているな？　お前の親族が、シャルル王に苦情を申し立てている」

「だが、結局、私は黒魔術マジ・ノワールを何一つ習得することはできなかった。今思えば、プレラティの言葉など信用するべきではなかったのかもしれない」

「お前は由緒正しい貴族の家系に生まれた。何不自由のない暮らしができて、しかもただジャンヌとともに戦うだけで、輝かしい栄光までついてきた。それなのに、なぜ──」

「与えられた栄光になど、何の意味がある!?」

　紅あかい目を光らせ、強い口調で、ジルは叫んだ。

「おこぼれの栄光など、欲しくはなかった。私は、自分自身の手で、つかみたかったのだ。自分だけのものとして、誇れるものを。他人にはない、私だけの何かを。それがどれほど汚泥に塗まみれたものだとしても……」

「お前は愚か者だ、ジル」

　ジャンヌがぽつりと呟つぶやくと、ジルは彼女をまっすぐに見据えた。

「ジャンヌよ。私はお前を、欲望のおもむくままに、めちゃくちゃに汚したかった。この世で最も無む垢くな存在であるお前を思いのままになぶり尽くしたかった。お前が身も心も汚されて泣いて許しを請うところを、見たかったのだ。今日、それが見られなかったのは、残念だ。そうすれば、私も少しは悪魔に近づくことができようものを……」

　ジャンヌは顔を背け、耳を塞いだ。ギョームにとっても、ジルの言葉は、もはや聞くに堪えうるものではなかった。悪魔に近づく？　ジルこそが、悪魔そのものではないのか。

「お前はジャンヌを愛してなどいない。お前がかわいいのは自分だけだ。もういいだろう。お前の言葉の一つひとつが、神を穢けがし、大地に腐臭を撒まき散ちらす。ただの死者に戻れ、ジル・ド・レ」

　ジルは沈黙し、動かなくなった。ただの死体に戻ったのだ。ジャンヌは深くため息を吐き、ギョームに要請した。

「壁掛け燭しよく台だいの蠟ろう燭そくを、全部取ってきてくれ」

　ジャンヌは、魔法陣の準備をするつもりだ。ジルを蘇よみがえらせるのだ。ここまでされて、それでも彼を蘇らせるつもりなのだ。

　やはり、そうなのか。これだけ非道を重ねた男であっても、救われるべきだと、彼女は考えているのか。

「簡単には死なせない。彼は裁かれるべきだ。徹底的に社会から弾劾されて、自分がいかに罪深い存在か、理解して死ぬべきだ。それでこそわたしの復讐ヴインデイクタは完成する。彼の祖父のジャン・ド・クランは地獄アンフエルを永遠に彷徨さまよっている。だが、やはりジルはわたしの大切な戦友だ。できれば、同じ目に遭わせたくない」

　これほどの罪を犯した人間が、死後に天国パラデイへとまっすぐに向かうことはありえない。だが、心から反省し、罪を悔やめば、煉獄ピユルガトワールで罪にふさわしい罰を受けた後に、天国パラデイへと行くことはできるだろう。部屋を出て、階段前のホールに蠟燭を並べながら、ジャンヌはそう語った。ギョームは蠟燭が描く魔法陣の傍らに、ジルの生首と胴体を並べた。

　準備の整った魔法陣が淡い光に包まれ出した。

　ジャンヌの『蘇生術レヴオカーテイオ』が完成した。ジルの首と胴体がつながり、生命の息吹が戻った。だが、まだ意識は回復していない。オルレアンの警備隊が駆けつけたのは、そのようなタイミングだった。

「ギョームさん！　ジャンヌさん！」

　オーヴィエットも、警備隊と一緒である。むしろ警備隊の誰よりも早く、二人の方へと走り寄った。

「ああ、オーヴィエット。どこに行っていたのだ。お前はわたしの従者なのだから、いつもわたしの側そばにいてくれないと困る」

　悪態をつきながら、ジャンヌはオーヴィエットを強く抱き締めた。

「あのね、あたし、アニェスって子と友達になったよ。ジャンヌさんにそっくりな子で、とってもいい子なの！」

　どうやらアニェスは、警備隊に保護されていたらしい。オーヴィエットが警備隊の下へ駆けつけると、彼女はそこにいて、自分の代わりにジルの部下に連れ去られたオーヴィエットのことを心配していたとのことだった。

　警備隊の隊長が、松明たいまつをかざした。

「ああ、ギョーム殿。あなたに言われた通り、この屋敷を見張っていたが、何かが起こっているようだな。そこに横たわっているのは、ジル・ド・レ卿きようか。それに……あなたは、ま、まさか『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』!?」

「……の、役を演じた修道女のクロードだ。わたしの舞台、見てくれたか？」

　ジャンヌが微笑ほほえむ。隊長は、安あん堵どしたような、落胆したような声で応じた。

「で、ですよね。本物のわけがないですよね。本物のジャンヌは、死んだのですから……」

「お勤め、ご苦労様です。話は後だ。まずは、これを見ていただきたい」

　ギョームが扉の向こうへと案内する。兵士の一人が部屋に入り込み、あっと悲鳴を上げた。

「ああ……何ということだ……」

　部屋の中にあるのは、子どもたちの死骸の山である。ジルに斬られた近習ヴアルレの死体もある。ジャンヌがジルに受けた仕打ちの、血の跡も生々しく残っている。何かとんでもなくおぞましいことが生じた、ということは、誰の目にも明らかだろう。

　ジルがようやく目を覚ました。

「な、何だ、この状況は!?　貴様たちは誰だ、なぜ私の邸宅の中に踏み込んでいる!?」

　険しい顔つきの兵士たちに取り囲まれて、ジルは呆ぼう然ぜんとした。まだ死の床から蘇ったばかりで、状況が吞のみ込めていない。もはや普段の優雅さはどこにもなかった。

「ジル・ド・レ卿。この暗い地下室で、あなたは何を行っていたのだ？　どれほどの闇を抱えて、このようなおぞましい光景を生み出したのだ？　世俗の法と教会の法、いずれにもあなたは背いた。拘束させていただく」

　厳かに隊長が告げると、ジャンヌは険しい眼まな差ざしでジルを見下ろした。予言の言葉を、彼女はかつての戦友に投げかけた。

「ジル。お前は異端の罪に問われ、裁かれるだろう。日頃から贅ぜい沢たくになれたお前には耐えがたい、厳しい尋問の日々が続くことになる。お前は輝かしい家門の名を汚し、こんなはずではなかった、こんなことなら早く死んでおけばよかったと後悔して、失意のうちに死ぬだろう。それがお前の贖しよく罪ざいだ」

「ふん、私はフランスきっての大貴族、大富豪だぞ」

　ジルは、せせら笑った。彼はなおも強気であった。

「裁判など、金の力でどうにでもなる」

　警備兵がジルを縛り上げ、連れて行く。落ちぶれたその背中を見やりながら、ギョームは呟いた。

「金の力、か。確かに、残っている領地を売却すれば、まとまった金は手に入るだろうが……」

　ジャンヌは、静かに首を振った。

「いいや、ジルの運命はもう決まっている。彼は裁かれて、死刑になるだろう。わたしにできるのは、ここまでだ。わたしへの『裏切り者』となり、おぞましい行為に手を染めた彼が救われるかどうかは、彼が自らの行いをどれほど悔い改めるのかにかかっている。赦ゆるされて神の御み許もとに行くことができるのか、それとも地獄アンフエルに落ちて永遠に業火に焼かれる苦しみを味わうのか。それは神のみぞ知るところだ」
















　長い夜が明けた。

　凄絶なまでに血に塗まみれたジャンヌを、警備兵たちは半ば強制的に、郊外地区のサン・プーエール施療院へと収容させた。「わたしは大丈夫だ」とジャンヌは言い張ったが、誰も真に受ける者はいなかった。

　ジャンヌがほとんど無傷であったことに、治療に当たった医師は驚きよう愕がくした。

「衣服の裂け具合や付着した血の量からすると、何度も死んでいないとおかしいほどなのに、まるで一瞬で傷が治ってしまったかのようだ。どうなっているんだ。ぜひ一度、解剖させてくれ」

「だから、言っているではないか。わたしは何でもないと。きっと、『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』のご加護があったのだろう」

「奇き蹟せきだ……奇蹟以外の何物でもない……」

　ぶつぶつと呟つぶやき、しきりに首をかしげる医師を尻目に、ジャンヌは再び黒い修道女の衣服をまとった。

　ジャンヌが検査を受けている間、ギョームは出かけていたが、太陽が中天に昇る時刻には施療院へと戻ってきた。ちょうどジャンヌが退院して出てきたところで、オーヴィエットも馬車の準備を整えていた。見送りのため外に出てきた施療院の理事に、ギョームは丁寧にあいさつをした。この施療院を運営しているのはオルレアンの公証人組合で、理事はギョームの同業者に当たるのだった。

「ギョーム。どこに行っていたのだ？」

「ちょっと、野暮用でな」

　ジャンヌは眉をひそめたが、特に追及はしなかった。馬車に荷物を積むギョームに、彼女はおずおずと話しかけた。

「それより、今回のことは、お前に本当に助けられた」

　ギョームは、作業をしている手を止めた。ジャンヌがそのような言葉を吐くのは、珍しいことだと思ったのだ。

「思わぬところで『裏切り者』を見つけ、復讐ヴインデイクタをなすことができたし、その……」

「その？」

「その……」

　ジャンヌが、何かを言おうとしている。真剣に、言葉を紡ごうとしている。ギョームはジャンヌに向き直り、彼女の次の言葉を待った。

「その……あり……が……」

　そのときだった。

　城門の方からやってきた一人の老婆が、ジャンヌの背中に声をかけた。

「もしかして、ジャネットかい？」

　ジャンヌは硬直した。驚きのあまり、呆ぼう然ぜんとしていた。オルレアンの市民の中に、彼女をジャネットと呼ぶ者はいない。ジャネットとは、ジャンヌの故郷での愛称だ。

　ギョームは老婆に視線を移した。腰は曲がり、顔は皴しわだらけで、苦労を重ねて実際の年齢以上に老いてしまっている。だが、若緑色の瞳の輝きは失われていない。

　ジャンヌの母、イザベル・ロメであった。

「ジャネット、私の娘。返事をしておくれ」

「……ジャネットは、あなたの娘は、ルーアンの火刑台で死にました」

　背を向けたまま、ジャンヌはかすれた声で答えた。

「あなたの娘は、もういません」

　ジャンヌの若緑色の瞳には、虚うつろな気配が漂っている。優しい声で、老婆は言った。

「そうかね。私の勘違いだろうかね。自分の娘を見間違えるなんて、年は取りたくないものだね」

「……」

「でも、もしあんたが私の娘であったなら……いいや、そうでなくても。今じゃなくてもいい。何か困ったことがあったら、私のもとを訪ねてほしい。お腹なかが空すいたとか、そんなことでもいいから。私はオルレアンに居を移したから、ここに来ればいつでも会えるということを、覚えておいておくれ」

　ジャンヌは蒼あおざめていた。もう二度と会うことはあるまい、と思っていた相手と思わぬ形で再会して、どうしていいのか分からずにいるようだった。振り返りたいという衝動を必死に抑制しているのか、顎が小刻みに震えた。

「それと、お父さんの墓にも、花を手向けてほしい」

　ジャンヌの父ジャック・ダルクは、ジャンヌがルーアンの獄中にいる間に死んだ。誇りにしていた娘が異端者として囚とらわれたと聞いて、失意のあまり病に倒れ、そのまま帰らぬ人となったのである。

「……考えておきます」

「うん、そうしておくれ。とにかく、今日あんたに出会えてよかった。身体からだに気を付けて。ありがとう、さようなら」

　それ以上、老婆は何も言わなかった。静かにジャンヌに背を向けて、来た道をとぼとぼと歩いていく。オーヴィエットは、何か言いたそうな顔をしていた。だが、他人が容易に口を挟んでいいことではないことを、彼女も察したのだろう。ただ黙って、ジャンヌを見つめていた。

　ジャンヌはうつむいて、母が去っていくのを待っていた。やがてイザベルの姿は城門の中へと消えていった。一度も振り向くことはなかった。堪こらえる涙を見せまいとしたのかもしれないし、娘の決意に水を差すようなことをしたくなかったのかもしれない。ジャンヌも背を向け続けたままで、ついに母の姿を見ることはなかった。

「お前の仕業だな、ギョーム？　野暮用と言っていたが、わたしの母と会っていたのだな？」

「……さあ、俺は知らん。祝祭に合わせて、オルレアン市が彼女をお前の故郷であるドンレミ村から呼び寄せたと聞いている。今日ここを通りかかったのは、たまたまだろう」

「とぼけても無駄だ」

　ジャンヌは、ぴしゃりと言った。

「オルレアンに来ていた彼女を何としてもわたしと引き合わせようとして、お前がここへ呼び寄せたのだ。お前はそういう奴だ。わたしは、母と会うつもりなんてなかったのに。生きていることを知らせるつもりなんて、なかったのに。何という余計なことを……」

「いや、彼女は知っていたよ。お前が生きていることを」

　驚いて顔を上げるジャンヌの肩に、ギョームは手を置いた。

「あの舞台に立っていたのが本物のお前であることを、彼女は見抜いていたからな。普通は、よく似ていると思っても、まさか死んだはずの本人とは誰も思わない。でも彼女だけは、一目で分かったそうだ。あれは自分の娘だと。さすがは親だな」

　金髪の娘の頰ほおを、一筋の光の粒が伝った。それは涙だった。

　ジャンヌの涙を、そこに秘められた意志を、ギョームは尊いと思った。

　そっと、彼は彼女の目から零こぼれ出るしずくを指で拭った。ジャンヌは拒まなかった。

　ギョームは優しく微笑ほほえんだ。

「やはりお前は、聖女だな」

『乙女ジャンヌジヤンヌ・ラ・ピユセル』は聖女であったと、フランス中の人々が信じている。だが、死んだはずの今でもこうして戦い続けていることを知っているのは、ごく一部の者にすぎない。

「お前を巻き込んだのは、『死霊対話術ネクロロギア』の力が欲しかったからだった。最初は、それだけの理由だった」

　目をごしごしとこすって、うつむき加減にジャンヌは口を開いた。

「でも、お前はわたしに、それ以上の手助けをしてくれた。いろんなことを教えてくれた。ありがたいと思っている。これからも、今まで通り、わたしを助けてほしい」

　そう言って、ジャンヌは右手を差し出した。

「いや、それはできない」

　ギョームが頭かぶりを振ると、ジャンヌは驚いて顔を上げた。ギョームは笑った。

「最初に言っただろ？　俺は、真実が知りたいからお前に協力すると。今までの俺は、お前が何者なのか知りたい、どんな動機で、何を背負って戦っているのか知りたいという思いで、お前に協力してきた。だが、今はそうじゃない。今の俺は、心からお前を助けたい。だから助ける。だから『今まで通り』じゃない」

　泣き腫はらしたジャンヌの顔に、百合ゆりの花のような笑みが広がった。やっぱり、笑った顔の方がいい。ギョームは強くそう感じた。

「お前のそういう理屈っぽいところは、嫌いじゃない」

　改めて右手をギョームに向けて、ジャンヌは言った。

「では、新しい気持ちで、助けてくれるか？　このわたしを」

「もちろんだ。お前が嫌と言っても、ついていくからな。あの異端裁判を止めることができなかった俺の、せめてもの償いだ」

　差し出された手を握り締め、ギョームは宣言した。




　オーヴィエットが口笛を吹いた。出発の合図である。馬車はオルレアンを離れ、白しら百合ゆりに彩られた街道を、東へと向かっていった。
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　復讐ヴインデイクタの旅は、まだまだ続く。







　あとがき




「よし、歴史ものラノベ第二弾は、ジャンヌ・ダルクを主役にしよう！」

　そう決めたのは、昨秋のことでした。

「西洋史ものでは鉄板の超人気キャラだし、明るくて可か憐れんで純情で可愛かわいいジャンヌ・ダルクが元気で健けな気げに頑張る姿を描けば、きっと楽しいお話になるはず！」

　最初はそう思っていたのです。最初は。

　ところがプロットや初稿を提出して担当編集さんとやりとりしているうちに、だんだんと雲行きが怪しくなってきます。

編「その『蘇よみがえったジャンヌが復ふく讐しゆうする話』はいいですね。可愛いジャンヌは既存の作品でありがちですから、そちらでいきましょう」

ぼく「あっ、はい（まさかこの案が採用されるとは……）」

編「ジャンヌはもっと思い詰めた、余裕のない感じでお願いします」

ぼく「わ、分かりました（こんな感じかな……？）」

　……結果はご覧のとおりで、気が付くと、ずいぶんとおどろおどろしい話になっていました。あれっ、当初のコンセプトどこいった？

　従来の「ジャンヌ・ダルクもの」とは一風変わった作品になりましたが、お楽しみいただければ幸いです。




　ジャンヌが中心人物ではありますが、本作では視点主人公として、ギョーム・マンションという青年が登場します。作中にもあるとおり、ジャンヌが処刑された「異端裁判」において書記官を務めている人物です。

　ジャンヌの死から二十五年を経て、「異端裁判」の内容を改めて精査する「復権裁判」がシャルル七世の命により行われます。ギョームはここでかつての「異端裁判」の記録の原本を提供し、この裁判が結論ありきの不正なものであったことを証言します。「異端裁判」の判決は破棄され、ここにジャンヌの名誉は回復されることになるのです。

　なお、「異端裁判（処刑裁判）」と「復権裁判」はともに裁判記録が現存しており、日本語訳も出ています。歴史上極めて稀け有うな活躍をした人物の生い立ちから死の間際までのリアルな光景が、当人や間近にいた人々の口から詳細に語られる史料というのは、他にはなかなか例がないのではないでしょうか。

　しかも、ジャンヌは十六、七で村を飛び出すまではどこにでもいるごく普通の村娘だったわけですから、この記録はそのまま、当時の一般女性の日常の暮らしぶりを知ることができる超一級の史料にもなっています。とても興味深い内容で、本作を書くにあたっても大変参考にさせていただきました。こういう本に手を出すようになると、西洋史の底なし沼にずぶずぶとはまっていくことになりますので、皆様もお気を付けください（僕はもう手遅れです）。

　前作同様、登場人物はほぼ実在の人物ですが、一人だけ、架空の人物がいます。もっとも名前だけはジャンヌ・ダルクものの資料にたびたび出てくる人から取ったので、架空の人であることがちょっと分かりにくいかな……？　西洋史に詳しい方は、ぜひ探し当ててみて下さい。

　最後になりましたが、前作から引き続いて素晴らしいイラストを提供して下さった岩いわ本もとゼロゴさん、担当編集のＷさん、この本の出版に関わって下さったすべての方々、手に取って下さった読者の皆様に、最大限の感謝を捧ささげます。





高たか橋はし　祐ゆう一いち　　
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